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序章 恋に落ちた瞬間








　薄暗い病室の中、いつまで経っても不安で眠れず、俺──越お智ち海かい斗とは「大人なのに情けない」と思いながらナースコールを押してしまった。

　ただでさえ夜勤の看護師は忙しく、ネットなどでも〝夜勤あるある〟などをチラッと見て「色んな患者がいて大変だな」と思った覚えがある。

「自分はそうはならないぞ」と思うのは、人間の常だと思う。

　しかし生まれて初めて怪我で入院した俺は、骨折した脚の痛みとこれからへの不安で、どうにもならない感情を抱いていた。

　俺は世界一のシェアを誇るＥＣサイト『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ』の日本支社の社長をしている。

　アメリカ本社の要人を迎えてアウトドア接待をしたが、彼のお子さんがチョコチョコと歩き回り、大きな岩の上でバランスを崩した時、とっさに身代わりになった。

　お子さんをしっかり抱きかかえたまま、地面に降り損なってゴキッ、だ。

　その時は捻挫程度と思っていたが、あとで病院に行ったら見事な骨折、入院コースだった。

　入院したのは都内にある『四つ葉記念病院』だ。

　手術後、運良く個室が空いていて、ホテルの個室のような部屋でゆっくり過ごす事になった。

　だが俺は推薦を受けて日本支社社長に就任し、まだ日が浅い。

　あまり長い間現場から離れれば、今後の仕事に影響があるかもしれない。

　二十八歳ならまだこれから先も長いから、別の所でも……と言われかねない。

　俺は怪我の痛みと不安から眠れず、寝てもうなされる日々を送っていた。

　そしてその夜、とうとう堪らなくなって何度も迷った挙げ句、ナースコールを押してしまったのだった。

「どうかしましたか？」

　病室のスライドドアが静かに開き、看護師が姿を現す。

　声からして、いつも担当してくれるベテラン看護師ではなく、若い女性だ。

「……すみません」

　思わず謝ったものの、それに続く言葉が出てこない。

　いい大人の男が「痛みと不安で泣きそうなんです」などとは言えない。

　黙ってしまった俺を見ても、若い看護師はイラついた様子を見せず声を掛けてくれる。

「痛みますか？　鎮痛剤を飲みます？」

「……はい」

　優しく言われ、俺は子供のように素直に頷いた。

　一度病室を出て行った看護師は、ほどなくして鎮痛剤を持って戻ってきた。

「体を起こしますね」

　彼女はリモコンを手に取り、電動式のベッドを起こす。

　薬と水を渡されて飲むと、それだけでほんの少し不安が和らいだ気がした。

「他は大丈夫ですか？」

　尋ねられたあとも、すぐには返事ができない。

　入院しても毎日のように秘書が訪れ、ノートパソコンにもひっきりなしに仕事の連絡がくる。

　本当の意味で孤独ではない。

　だが普段の俺は仕事を精力的にこなし、経営者仲間や学生時代の友達と会うたびに、食事や飲み会をして、一人の時間でもドライブを好むアクティブ派だ。

　人と話をするのが好きだし、仕事のストレスを他者と触れ合う中で解消していくタイプだ。

　だからこそ、病院の中に閉じこもって動けない生活を送る事で、精神的に参っていた。

　黙っている俺の反応に対して、いつものベテラン看護師なら「何かあったら教えてください」とすぐにスタッフステーションに戻っただろう。

　看護師だって忙しい。

　けれど彼女はベッドの側に立ち、俺の言葉を待ってくれていた。

　──忙しいのに、何やってんだ。

　──夜勤でもやる事は沢山あるのに。

　彼女に迷惑を掛けている自分に嫌気が差し、俺は「すみません、もういいです」と言いかけた。

　その時、看護師はしゃがんで笑いかけてきた。

「やっぱり個室に一人だと寂しいですよね」

　優しい言葉を掛けられ、急にグッと感傷的になってしまった。

　彼女からすれば俺は大勢いる患者の一人だ。

　元気な一般人からは「患者は病気や怪我で入院して大変」と思われるが、看護師から見て患者はどこか悪くしているのが〝当たり前〟だ。

　弱音を吐いても、「もっと大変な思いをしている人はいる」と言われる気がしていた。

　だから彼女が「寂しい」という感情を理解してくれるのを、少し意外に思った。

　同時に感謝も抱いて縋り付きたい感情に囚われ、急に彼女を意識し始める。

　チラッとネックストラップが見ても、薄暗くて名前は読めない。

　──入院患者の不安を盾にして甘えるなんて卑怯だ。

　心の中でもう一人の俺が訴えてくるけれど、孤独を癒やしてほしい欲望は強い。

　そして理解を示してくれるこの看護師にもっと話してもらい、暗く沈む心を救ってほしいと望む浅ましい自分がいた。

「さ、寂しい……です。会社が懐かしいですし、友達にも会いたいですね」

　彼女はリモコンを操作して、ベッドをまたフラットな状態に戻しながら言う。

「なら、なおのこと早く治して退院しなきゃいけませんね」

　──彼女、なんていう名前だろう。

　不意に心にポコリとあぶくが沸き立ち、とめどなく彼女への興味が湧いてくる。

　不自然に思われるのを覚悟して、俺はとっさに彼女の手を握った。

「あ、あの！　……名前、聞いてもいいですか？」

　思った通り彼女は驚いて少しの間沈黙していたが、ベッドを水平に戻したあと、薄い羽布団を俺の体に掛けて答えてくれた。

「三み浦うら紫し乃のと言います」

　紫乃さん。彼女にぴったりな名前だ。

「紫乃さん、ほんの少しだけでいいから、話し相手になってくれませんか？　ナンパじゃないです。いや、気になっているのは事実ですが、入院して参ってるのも本当で……。いつものベテラン看護師さんより話しやすそう、優しそうだなっていうのもあって……」

　グダグダと言い訳をする自分が女々しくて、嫌になってくる。

　普段の自分なら、入院先で看護師をナンパするなんて考えもしないだろう。

　そういう事をする奴を、「仕事の邪魔をする愚か者」と軽蔑していた。

　だが自ら入院して初めて、こんなにも不安になり〝人〟をほっしてしまうと知った。

（何やってんだ、俺……）

　自分のやっている事が分からなくなるが、縋るように彼女の手を握る。

「十分ぐらいなら」

　紫乃さんは溜め息混じりに笑い、俺に手を繋がれたまましゃがんだ。

　そのあと、俺はとりとめもない話をした。

　仕事の話はしないほうがいいと思ったので、実家の近くにある美味いパン屋とか、毎朝のジョギングで必ず見かけた野良猫の話などもした。

　紫乃さんはつまらなさそうな態度はとらず、嫌かもしれないのに手を握られたまま、時に楽しそうに笑い、相槌や質問もし、優しい対応をしてくれた。

　あっという間に十分が過ぎ、彼女は「そろそろ薬も効いてきたと思いますし、行きますね」と立ち上がった。

「また会えますか？」

　俺は必死に尋ねる。

「分かりません。私、本当はこのフロアの担当じゃないんです。今日はたまたま当番の先輩の代理になっただけです。退院して、どこかで見かけたら声を掛けてください」

　そう言うものの、明るいところで彼女の顔をハッキリと見た訳じゃない。

　分かるのは紫乃さんの名前と声、手の温もりだけだ。

「おやすみなさい。今度は安心して眠れますように」

　最後に紫乃さんは少しためらってから、俺の頭をそっと撫でた。

　そのあとペンタイプの懐中電灯をつけて病室を出て行く。

　また個室で一人になったあと、俺は考える。

　このまま入院していても、彼女に会える確率は低いだろう。

　じゃあ、彼女の言う通り早く退院して、自分の足で歩けるようになって真正面から迎えに行かないと。

　目を閉じて彼女の小さく柔らかな手を思い出し、息をつく。

（今は不安で冷静な判断ができていないだけかもしれない。退院したあと普通の生活に戻って、それでもまだ未練があるなら彼女を探そう）

　今夜の自分は少しおかしかったのは自覚している。

　だから自分に言い聞かせ、紫乃さんについて今考えるのはやめて、仕切り直す事にした。





＊＊






　結局、あの時だけの思い出にする事はできなかった。

　退院してもとの仕事中心の生活に戻り、リハビリをしながらも紫乃さんを探し続けた。

　だが外来勤務の看護師ならともかく、病棟勤務の看護師にはなかなか会えない。

　一時は諦めかけたけれど、天は俺を見放していなかった。




　二年後、俺はとある理由から彼女と再会し、何回もデートする仲になっていた。

　そして彼女とキスをし、肌を重ねるに至っている。

「ん……っ、あぁ……」

　紫乃さんが艶やかな唇をわななかせ、嬌声を上げている。

　俺の下に組み敷かれ、愛撫を受けて敏感に反応してくれている。

　見たくて堪らなかった胸はどっしりと大きいのに美乳で、肌も滑らかで触っているだけで勃起してしまう。

　何より、明るいところで見た彼女に惚れ直した。

　こうして紫乃さんと関係を持てるようになるまで、回り道の多い努力をした。

　友人に話せば「何やってんだ」と笑われるかもしれないが、彼女を手に入れられるのなら何をしても構わなかった。

「……っ、カイ、……さん……っ」

　熱い肉棒に貫かれ、ズグズグと突き上げられて紫乃さんが俺の名前を呼ぶ。

　──その名前は、仮名だ。

　だが絶対にいつか、自分の身の上を話して彼女に受け入れてもらおうと思っていた。







第一章 決意した理由








　私の名前は三浦紫乃。今年の初夏で二十七歳になった。

　仕事は都内の『四つ葉記念病院』で、病棟看護師をしている。

　高校卒業後に看護学校に入り、三年間勉強した。そのあと無事に資格を取得し、看護師として就職した。

　高校は共学だったけれど、高校二年生になると進路によって文系や理系、看護師を目指すクラスに分かれていた。

　その頃から女子が多い環境で、今も同僚はほぼ女性という環境なので、男性とは縁が遠い。

　友達からはありがたい事に、アナウンサーっぽい清潔感のある爽やか美人と褒めそやされ、「胸を分けろ」「ナイスバディ」と言ってもらえているので、多分外見的には問題はない……のだと思いたい。

　だからずっと彼氏ができない理由は、私自身の性格しかなかった。

　……いや、むしろ外見よりも内面がヤバイっていうほうが、キツい……。

　病院の同僚で親友の加か瀬せ奈な央おには、合コンに行って空振りで帰るたびに、翌日の話のネタにされた。

　彼女は明るくてアクティブな女性で、アウトドア系も好きだからか体育会系の男性にとても人気があった。

　セミロングの髪に、キツネ顔と呼ばれる顔立ちなのもあり、「性格がハッキリしてそう」と言われている。

　一方、私はどちらかというと〝おしとやかなお姉さん〟という扱いをされている。

　趣味はインドア系なので、大雑把なくくりでは間違えていないかもしれない。

　けれど看護師になってから六年が経ち、ベテランの先輩には敵わないけれど、そこそこ現場で使えるようになれたと自負している。

　だから、合コンで出会う男性が求める「守ってあげたくなる、おしとやかな女性」では決してない。

　言うべき時は自分の意見をきちんと言うし、「はい、いいえ」は明確に伝える。

　男の人は優柔不断で流されやすく、自分の言う事に「そうだね」と何でも頷いてくれる人を求めているんだろうか。

　合コンに行き始めた頃、気が合ったと思った人と少しだけ付き合ったけれど、すぐに別れた。

『紫乃って思っていた女性とは違うね。もっと大人しくて包容力のあるタイプかと思った。ほら、看護師だし母性が強そうっていうか……。ちょっと性格が合わないから、ごめん、別れよう』

　何とも勝手な事を言われ、フラれてしまった。

　それを、三、四回は繰り返した。

　だから看護師になって三年目以降には、合コンに行くたびに辟易としていた。

　男性たちは、皆同じ反応をする。

『看護師なんだ？』

　嬉しそうな表情で言うのは、「面倒を見てもらえる」という甘ったれた下心があるから。

『美人で胸も大きいよね。ナース服を着たらセクシーなんだろうな』

　そういうテンプレートの妄想には、飽き飽きしています。

　何番煎じになるか分からないから、もっと独創性のある案をお願いします。

『結婚したら皆安泰だね』

　自分の両親の老後を任せようとしている？

　私の仕事は病院で患者さんのサポートをする事で、自宅で介護をするのとは違うんだけど、あまりに大雑把すぎない？

　〝面倒をみてくれる人〟なら、何でもいいの？

　そもそも私の仕事を奪って、家族の面倒をみさせようって最初から考えているの、恥ずかしいって思わないの？

　そりゃあ、私だって自分の両親や祖父母、結婚して義両親が介護を必要とするなら力になりたい。

　でも私の両親は「紫乃に迷惑を掛けたくない」と、元気なうちから老人ホームに入るお金を貯めている。

　勿論、その時がきたら世話をしたいと思っているけれど、最初から子供をあてにする親ではない。

　だからこそ、看護師だからという理由で丸投げする人とは考えが合わない。

　そんな訳で私は職業、外見で判断する男性を忌避するようになっていった。

　かといって、黙っているだけでは彼氏はできない。

　友達の紹介という手もあるけれど、仲のいい友達だからこそ、関係がうまくいかなかった時の事を考えると申し訳なくなる。だから紹介は最後の手段にしたいと思っていた。

　視野を拡大して街コンとか、婚活パーティーとかに焦点を当てた方がいいのかな……と思うよりも前に、決定的な問題があった。

　──私は、処女だ。

　二十七歳にもなって筋金入りの処女というのがヤバいのは分かっている。

　医療関係者なら、「周りが女子ばっかりだったんです」と言ったら「あるある」と頷いてくれるだろう。

　でも他業種の人から見れば「幾らでも機会があったんじゃないの？」と思われて当然だ。

　分かっている。

「自分を安売りするのは嫌」と言いながら、一線を越えるのが怖かっただけだ。

　高校生時代に「処女は早く捨てた方がカッコイイ」と言う一部の女子を冷めた目で見て、自分は大切にするんだと思い続けた、なれの果てが今の私だ。

　友達から「紫乃は美人だし、絶対いい人を捕まえそうだよね」と言われて、心の底でいい気になっていたのもある。

　……情けない。

　最後にできあがったのは〝こじらせお一人様処女〟だ。

　だからその状況を脱するために、今の自分を卒業する必要があると感じていた。

　そこで思いついた作戦が、プロの手を借りて男性とのお付き合いをし、〝そういう事〟に慣れようという方法だ。




　夜勤の見回りをして患者さんの体位変換を行ったあと、しばしの休憩となる。

　休憩室に入ると同僚の奈央がいて、カップラーメンを啜っていた。

　一日考えて決断した私は、彼女にコソコソと囁いた。

「私、女性用風俗を使ってみようと思う」

「ぶほぉっ！」

　彼女は啜っていた麺を盛大に噴き出した。

　幸いな事に、麺はすべてカップの中にリバースされたので、セーフだ。

「!?　……っ、!?」

　そのあと、奈央は口元からスープを滴らせながら、目をまん丸にして私を何度も見てくる。

「いや、落ち着いて？　私もよく考えたの」

「いや、紫乃こそ落ち着け？」

　私たちはお互い両手で「落ち着け」のジェスチャーをし、まるでコントのようだ。

　しばし奈央は無言で何かを考えていたけれど、一つ頷いてからまたカップラーメンを食べ始めた。

　夜勤はいつ声が掛かるか分からないから、そうするのが懸命だ。

　私は彼女の向かいに座り、自分の考えを話す。

「反省してるの。皆が褒めてくれたから、自分には需要があるんだと思い込んでた。でも合コンに行っても妥協できる人はいなかった。その〝妥協〟っていう考え方こそ、お高くとまっていた証拠だと思うの」

　溜め息をつき、私は脚を組む。

「蓋を開けてみれば、私は二十七歳になっても処女のお一人様。これで婚活しても、少し深い仲になれば、満足に付き合った事のない〝難アリ〟物件だと思われる。実際、私の考え方は偏っているのかもしれない。友達は皆優しいから『紫乃は間違えてないよ』って言ってくれる。でもまったく事情を知らない第三者から見たら、理想論を言っているだけに思われるかもしれない」

　奈央は口の中の物を呑み込んだあと、溜め息混じりに言う。

「私は客観的に見て色々言っているつもりだけど、あんたが『こういう理由であの人は嫌だった』っていう主張を聞いて、間違えていないと思う」

「……ありがとう」

　そう言ってもらえて、少し救われた。

「でも、私は他の男性からどう見られているのか、確認してみたい。勿論プロだから、客を不機嫌にさせる事は言わないと思う。けど、男の人ってサービス業であっても、ある程度正直に自分の意見を言うと思うんだよね」

「んまー、ものによると思うけどね。仮に不倫してるとして『どう思う？』なんて聞いたら、客を不機嫌にしないために肯定する人だっているかもしれない」

「それは……確かにそうだね」

　頷いたあと、私は続きを話す。

「話を聞いてほしい他にも、男性と手を繋いでデートして、ホテルで親密な事をしてみたい。納得できるデート経験がないから、じっくり味わってから一般男性に向き合うのもいいんじゃないかな？　って思ったの」

　奈央はラーメンのスープを少し飲んで息をつく。

「……いいんじゃない？　女性向けって本番行為はないみたいだし、いい思い出を作るにはアリかもしれない。……ただ、ハマったら普通の恋愛ができなそうだけど」

「それは分かってる。男性に対する印象を自分の中で矯正したあと、きちんと卒業して一般男性に向き合っていく」

「確かに紫乃の話を聞いてたら、『ふざけんなよ』って思う男が多かったよね。あんたがそうなっちゃうのも、ある意味分かるし同情するわ。私みたいに見かけが十人並みだったら相手も気負わないと思うけど、紫乃は美人だから相手の期待も膨らんじゃうんだろうね」

「……美人は置いといて、看護師っていう職業だけで色々〝重り〟をつけられるのはキツいな」

「分かる」

　うんうんと頷いたあと、奈央は私に向かって微笑みかけた。

「キャストを指名したりするんでしょ？　もう店とか決めてるの？　キャストだって色んな人がいるし、誰でもいい訳じゃないでしょ？」

「うん。色々調べて、この店にしようと思って……」

　私はスマホを出し、ブックマークしてあるサイトを開く。

『ＧＩＶＥＲギバー』という店で、その中のセラピストから如きさ月らぎアツシという人の写真を見せる。

「どう？　私は良さそうだなって思うんだけど」

　色んな人がいるけど、アツシさんは風俗と思えない普通の印象の人だ。

　プロフィールでは身長百七十八センチメートルで、年齢は二十八歳。

　黒髪で顔はぼかしが掛かっているけれど、日焼けとか髭とか、あからさまに遊んでそうな雰囲気ではない。

　カテゴライズするタグには、細マッチョ、高身長、癒やし系、爽やかと書かれてあった。

　レビューを見ると『優しくて気が利いて、話していてとても楽しかったです。マッサージの技術も最高！』など、概ね好評価だ。

「んー、私は利用した事ないけど、紫乃がいいと思うならいいんじゃない？　最終目的は裸になってマッサージされる事だから、そういった行為に抵抗のない人にしなよ？　いざ当日になって嫌だと思ったら、ちゃんと断るんだよ？」

「うん、ありがとう」

　こういう時、女友達の優しさがありがたい。

　何も考えずに「やっちゃいなよー。感想宜しく！」なら、誰にでも言える。

　私が悩んでいる事がデリケートな内容だからこそ、奈央は親友としてきちんと考えてくれていた。

「予約ってもうしてるの？」

「奈央に聞いてもらってからって思ってたから、これから。来週の土曜日が休みだから、その日にしようかな。丁度、如月さんのスケジュールも空いてるっぽいし」

「ん、じゃあ、チャレンジしてみな」

「ありがとう」

　そのあと、私は緊張しながら『ＧＩＶＥＲ』のアツシさんに予約を入れた。

　すぐに予約完了のメールが届いて、メッセージアプリに誘導される。

　公式アカウントからテンプレートの返事がきたあと、アツシさんがスケジュール確認等をして、その後彼から直接メッセージがくる事になっているようだ。

　勝負は来週末土曜日。

　それまでボディケアをして、準備しよう。

　好きな人でなくても、肌を見せるなら綺麗って思ってもらいたい。

（あぁー……、予約入れちゃった……。どうなるか分からないけど、思い切っていくしかない！）

　そのあとは、なるべく何も考えないようにして休憩し、夜勤をこなして帰宅した。





＊＊






　これから寝るかと思っている時間に、メッセージが入った。

　相手はとある筋で連絡先を交換した人で、〝彼女〟関係だと察した俺は、バッとスマホを手に取る。

「…………は？　……は？」

　だが、メッセージの中身を見て、俺はひどく混乱して間抜けな声を出すしかできなかった。

「…………っはぁああああ……っ!?」

　何度も「は？」を繰り返して、室内を動物園のゴリラのように歩き回ったあと、ようやく文章を理解した俺は、改めて大きな「はあああ？」を口にした。

　呆然として顔を上げれば、高層階マンションのガラスの向こうに夜景と、アホみたいに口を開いた自分がくっきりと映っている。

「……嘘だろ？　いや、どうする？　放っておけないだろ！」

　激しい独り言を口にしてグシャグシャと髪をかき回したあと、さらにうろうろ歩き回って、テーブルの脚に小指をぶつけた。

「────っ!!」

　涙目になってソファにダイブしたあと、俺は混乱しきったまま秘書に電話を掛けた。







第二章 石神カイ








　そしてとうとう、アツシさんと会う土曜日がやってきた。

　季節はハロウィンの到来を感じさせる十月中旬だ。

　私は白いトップスに黒いストレッチ素材のタイトスカート、ベージュのロングカーディガンにパンプスという姿で待ち合わせ場所に向かった。

　週末で連休なのもあり、池袋駅は大勢の人でごった替えしている。

　初めは新宿駅で待ち合わせだったけれど、急に予定が変わって池袋駅になった。

（ちゃんと見つけてもらえるのかな）

　サイトでは顔のぼかしが入っていたけれど、メッセージのやり取りをし始めるとアツシさんは自分の顔写真を送ってくれた。

　予想していた通り清潔感のあるイケメンで、彼なら大丈夫と思えた。

　東口で待っていると、手にしていたスマホが震えすぐにチェックする。

『すみません。今日体調が悪くなって、どうしても行けなくなりました。代理に石いし神がみカイというスタッフがお詫びに向かいます。もし彼で大丈夫そうでしたら、石神とデートしてみてください。僕にはまた機会をください！　本当にすみません！』

（あらら……）

　アツシさん、体調不良か。

　でもそれなら仕方ない。無理してほしくないし。

　……と言っても、代理の人かぁ。

　アツシさんの写真を見て覚悟を決めてきたから、うまく対応できるかな。

　仕事では臨機応変を求められれば、それなりに応えられるけど、プライベートだと対応が難しい場合もある。

　あらかじめラーメンを食べに行こうと言われて、ラーメンの気分でいたのに、急にうどんにしようと言われると、気持ちが躓いてしまう。

　だからアツシさんからカイさんという人に変わったと聞いて、受け付けられなさそうなら大人しく辞退しようと決めた。

　それからほどなくして、駅構内に長身の男性が入ってきた。

　もしかして……と思っていると、彼はスマホを見たあと、私の顔を確認してニッコリ笑った。

「紫乃さんですね。石神です」

「は、初めまして！」

　彼が代理の石神さんだと知って、私は仰天した。

　もともと予約していたアツシさんも、プロフィールでは高身長を売りにしていた。

　けれどこの石神さんの身長は百八十五センチメートルほどありそうだった。

　服装は白いＴシャツにチャコールグレーのジャケット、グレンチェックのパンツ姿で、こなれたお洒落感がある。

　顔立ちもキリッとした眉に二重の幅が広い大きな目、長い睫毛に通った鼻筋、形のいい唇……と、すべてが完璧だ。

　私を見てパッと見せてくれた笑顔も、俳優みたいだ。

　すっ……ごい、美形。

　こう言うと申し訳ないけれど、アツシさんよりずっと格好いい。

　……あれ？　でも、石神さんってセラピスト一覧の中にいたっけ？

　ポカンとしていたからか、石神さんは遠慮がちに笑う。

「すみません。如月の代理で来たのですが、好みではありませんでしたか？」

「いっ、いいえ！　とんでもない！　しょ、正直……、どっ、ドストライクでして……」

「ははっ、なら良かった！」

　石神さんは明るく笑い、長身を少しかがめて私の顔を覗き込んでくる。

「俺は紫乃さんとご一緒してみたいのですが、紫乃さんはどうですか？　もし、突然の代理で戸惑っているのなら、これで解散としても構いません。勿論、お代も結構です」

　こういうサービス業って、グイグイくるものかと思ってた。

　けど、石神さんはとても紳士的に感じられた。

　笑顔が魅力的で話しやすく、陽キャの印象を抱いたけれど、パーソナルスペースを気にせず距離を詰めてくる感じではない。

　女性とデリケートな関係になるプロだからこそ、相手を不快に思わせないさじ加減をきちんと把握している。

　だから、私は彼が相手になってもまったく構わないと感じた。

「……あの、もし良かったら……。宜しくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて、少し照れくさいながらも彼を見上げると、石神さんは優しく微笑んでいた。

「じゃあ、行きましょうか。紫乃さんの希望はお泊まりコースですよね。昼間は普通にデートをして、ディナーからの……」

　最後は言葉を意味深に濁し、彼は妖艶に微笑む。

「ん……、は、はい。宜しくお願いします」

　石神さんが「手を繋いでもいいですか？」と尋ねてきたので、私は頷く。

　自然と握ってきた彼の手はとても大きくて、きちんとケアしているのか滑らかで気持ち良かった。

「紫乃さんの手、小さくて柔らかくて気持ちいいですね」

「そっ、そんな事、言われた事なくて……。あ、あはは、照れますね……」

　合コンの経験は数え切れないぐらいあるし、付き合った経験もとりあえずはある。

　けれどこんなに素敵な男性と雰囲気良く手を繋ぐなんて、人生で初めてだ。

　待ち合わせ時間は午前十時で、外は明るい。

「これからどこに行きますか？」

「そうですね……」

　デートプランはある程度希望を言って、詳しい内容は任せていた。

　勿論デートで掛かる費用は私が払うけれど、一泊二日のデートで二人分を払っても、法外に高い値段にはならない。

　それにホテルでの施術代が足されて、数万円で済むはずだ。

　割り勘のデートと比べると高くつくかもしれない。

　けれど理想の男性に嫌な事をされず、チヤホヤしてもらえ、気持ちいい思いをさせてもらえるなら格安と言っていい。

　石神さんみたいなイケメンとデートしてエッチな事もするなんて、私の人生にはあり得ない事なんだから。

「この近くに水族館があるので、行きませんか？」

　石神さんの提案に、私はパッと表情を輝かせる。

「水族館大好きなんです！」

「良かった。如月から大まかな希望を教えてもらい、そこからチョイスしたんですがアタリですね」

　嬉しそうに笑う彼は、やっぱり格好いい。

「ランチのあとは、すぐ近くにあるプラネタリウムに行く予定です。円形のベッドみたいな席があって、そこを予約しました」

「ありがとうございます！」

　ベッドと聞いて少し恥ずかしくなった。

　彼は私の気持ちを見透かしたように、耳元で囁いてくる。

「手を繋いだりはしますが、他のお客さんもいる前で変な事はしないので、安心してください。こういう仕事をしているからこそ、分別はありますから」

　悪戯っぽい言い方に、ドキッとしつつとっさに笑う。

「とても気を遣っているんだろうなと思います。普通の男性はもっと、……比べるのは失礼ですが、あまり気を遣わない人もいますし」

　手を繋いで歩きながら、私は道行く人々を何となく見て呟く。

　たまたまた私の男運が悪かっただけで、世の中の男性すべてがそうだと思うのは早計だと分かっている。

「紫乃さんは、過去にいい彼氏はいなかったんですか？　踏み込んだ質問になっていたらすみません」

「男性運はまったくなかったんです。メッセージでアツシさんにも少しお話しましたが、看護師だからか出会いが少なくて」

　石神さんは少し黙ったあと、私を見て微笑んだ。

「如月からはカウンセリングなしと聞いていました。ですが昼間のデートでカウンセリングも含め、色々話を聞きましょうか。そのほうが、夜の施術での抵抗感を減らせると思います」

「……そうですね。私、勢いでお店に連絡してしまいました。『どうにでもなれ』っていう気持ちもあったんだと思います。自分の気持ちや、ストレスに感じている事を話したら、きっと石神さんもやりやすいんじゃ……と思うので、お願いします」

　こういうサービスの前には、カウンセリングがある。

　エステや脱毛、美容医療とかと同じで、何を希望するか相手にきちんと伝える。

　セラピストさんは客の要望を聞き、自分にできない事も話して意見のすりあわせをしていく。

　私は最初に予定していたアツシさんと、事前カウンセリングなしでお泊まりデートをしようとしていた。

　最終的には夜にホテルに泊まってあれこれする訳で、冷静になって考えてみれば、かなり思いきりすぎたな……と今さら反省した。

「そうしましょう。お客様の中には、様々な事情を抱えていらっしゃる方がいます。慣れている方もいますし、本当に緊張して、けどどうしても……と、思い切って連絡をくださる方もいます。俺たちはそういうお客様一人一人に誠実に対応して、『ＧＩＶＥＲ』を選んで良かったと思って頂けるよう努力しています」

「ですね。協力したいです」

　微笑み合ってから私たちは歩いて水族館に行き、順番に水槽を見ていった。

　色とりどりの熱帯魚や、グルグルと規則的に泳ぐ魚。チンアナゴみたいにユニークな魚から、巨大な水槽でゆったりと泳いでいるエイ。

　大きな水槽には色んな種類の魚が入れられているけれど、食べ合わないので不思議だ。

「わぁ……」

　真っ暗な水槽にクラゲが幻想的に浮かび上がり、その美しさに声が漏れる。

　水槽のアーチや、壁や天井からポコンと出ている半球形の水槽の中にも、カラーライトに照らされたクラゲがフワフワと泳いでいた。

「癒やされますねぇ。がむしゃらに仕事をしているからか、休日も何かしていないと損しちゃう気分になるんです。だから悩みがなさそうに泳いでいるクラゲを見ていると、癒やされます」

　思わず口にすると、石神さんがクスッと笑った。

「分かります。俺もたまに一人で水族館や美術館に行くんです。ドライブも好きかな。普段人に囲まれているからこそ、一人の時間が貴重で堪らないというか」

「やっぱり大変なお仕事ですよね。夢中になったお客さんとのトラブルとかもありそう」

　そう言うと、石神さんは苦笑いする。

「そうですね。けどそこは、ご想像の範囲で……」

「はい」

　今は私が客で、一時的な恋人だ。

　あまり他の客の事を考えるのは良くないんだろう。

　そのあと二階の展示室もゆっくり見て、名物のペンギンを見た。

　ランチは石神さんが、お洒落なビストロに連れて行ってくれた。

　これも私があとからお金を払うんだけど、イケメンと一緒にランチを楽しめるならプライスレスだ。

「紫乃さん、看護師さんならパワーつけたほうがいいでしょ。ご馳走しますから、しっかり食べて」

「え？　いいんですか？」

　そう言ってくれるのが嬉しい。

　ご馳走するというのはリップサービスで、あとから計上されるんだろうけど、気分良くしてもらえるのならそれでいい。

　私たちはコースを頼み、焼きたてパンやスープにサラダ、メインの肉料理を食べた。

　デザートは固めプリンにコーヒーだ。

　向かいに座っている石神さんは、惚れ惚れするぐらい格好いい。

　ずっと笑顔で会話をしていられたし、今までの私の男性への不信感は何だった？　と思うほどだ。

　プロだから、楽しくさせてくれるっていうのは分かっている。

　だからこそ現実に戻った時のギャップが少し怖かった。

　なので彼が担当した今までの客はどうだったんだろう？　と気になる。

「石神さんは、トラウマのある女性と会った事はありますか？」

「そうですね。お客様の全員が、純粋に楽しんで遊ぶために利用する訳ではありません。過去に色々あって異性と付き合う自信のない方、四十代、五十代、さらにもっと上の方でも、〝女〟としての悦びを思い出させてほしい方、様々な事情を抱えた方からご連絡を受けます。中には施術前に怖くなってやめてしまう方もいますし、昼間のデートコースで満足される方もいます。添い寝とかも人気がありますね」

「……やっぱり、安心できる男性って自分で見極めるのは難しいですもんね。必ずしも全員がそういう相手に出会える訳じゃない。信頼できる相手でも、気持ちの問題で性的な関係になるのが怖い人だっている。そういう意味で、『ＧＩＶＥＲ』みたいなお店は社会的に必要とされているんだと思います」

「ご理解ありがとうございます。誤解を受けやすい職業なので、そう言って頂けると嬉しいです」

　石神さんはコーヒーを飲んでから、遠慮がちに微笑む。

「如月から大まかな流れは聞いていますが、改めて紫乃さんの事を窺ってもいいですか？　連絡がきちんと行き届いていなかったら困りますし」

「そうですね……」

　私は軽く笑んで窓の外を見る。

　そして我ながら随分思い切った事をして、今ここで石神さんと一緒にいるな、と思いながら口を開いた。

「看護師をしていて出会いがないっていうのは、さっきお話しましたよね？」

「はい」

「出会いがないと言っても、合コンとかは参加していたんです。同僚も学生時代の友達も、気を遣って誘ってくれます。……ただ、そこで私を『いいな』と思ってくれる男性の中で、私がパターン化されているんです」

「パターン化？」

　石神さんは目を瞬かせる。

「『看護師をしているから面倒見がよさそう』とか、〝白衣の天使〟のイメージを押しつけられたり、外見や顔立ちから勝手な印象を抱かれたり……。誰も三浦紫乃という個人を見てくれないんです。『他の看護師でもいいのでは？』と思いますし、見た目重視ならもっと他に綺麗な人はいます。胸が大きいって言われるのも同じ」

　大きな溜め息をつくと、石神さんは瞠目したまま固まっていた。

「……あの？」

「いっ、いえ、失礼。大変だなと思って」

　やや動揺しているように見えたけれど、私は特に気にせず続きを話す。

「……そんな感じで、お付き合いをした事はあるんですが、お恥ずかしい話、経験がないんです。でももう二十七歳だし、結婚願望はあります。でも結婚市場において未経験って、誰が見ても〝難アリ〟だと思うんです。どんなにイケメン、美人であっても、適齢期なのにまったく異性の影がないと、誰だって『ワケありなのかな？』って思うじゃないですか」

「……確かにそうかもしれませんね。単に仕事が忙しいとか、一途に想う人がいるから付き合いがない人もいるでしょうけど」

「言い訳としては仕事が忙しい部類に入ると思います。……でも、世間一般から見たら、二十七歳で未経験なんて言ったら、誰だって『こじらせてる』って思うに決まってます。合コンでも『理想が高いんでしょ』っていじられた事がありますし、『待っていても王子様は現れないよ』とかバカにされます」

　脳裏に浮かんだムカつく顔をできるだけ無視し、私は乱暴な溜め息をつく。

「……だから、利用したいと思ったんです。嫌な事を言わない男性と恋人のように接して、まともな人の感覚を掴むんです。練習を〝卒業〟したあとの現実は甘くないと分かっていますが」

　普通ならまずこんなやり方をしないだろうという自覚があり、私は苦笑いする。

　呆れられるかな？　と思ったけど、石神さんは否定しなかった。

「お手伝いできればいいなと思います。俺たちセラピストだって、お世辞ばっかり言っている訳ではありません。お客様を嫌な気持ちにさせない範囲でなら、本音を言います。紫乃さんが言っているように、あなたは少し男運がなかったんだと思います。でも自分で分かっているように、世の中の男性全員が〝そう〟ではない。いつかあなたの目の前に現れるかもしれない〝理想の男性〟とうまく接する事ができるよう、幾らでも練習台になりますよ」

「ありがとうございます」

　気持ちが楽なのは、石神さんはプロだから。

　何を言っても、この場限りの事として受け流してくれるからだ。

　彼は私を心身共に気持ちよくさせるためなら、ＮＧ行為以外は何でもしてくれる。

（せっかくお金を払うんだから、思いっきり甘えよう）

「予定としては、何回か利用させてもらいたいと思っています」

「はい、ありがとうございます」

「私、人の前でダラダラしたり甘えたりするの苦手なんですが、そういう姿を人に見せても大丈夫になれるよう、練習したいです」

「そうですね。俺も紫乃さんには心身共にリラックスしてほしいです。本当の恋人のように甘えて、弱みを見せて、気負わなくていい、不安を感じない時を過ごしてほしいなと思っています」

「ふふ、流石ですね」

　思わず笑うと、彼も微笑む。

「そろそろ、プラネタリウムに向かいましょうか」

　腕時計を見た彼が言って、伝票を掴んで立ち上がる。

「あの、私が出しますよ？」

　とっさにその手首を掴むと、石神さんがギクッとして固まった。

　……ん？　さっきからどことなく、反応がおかしいけど……。

　内心首を傾げて石神さんを見つめると、彼は微笑んで小さく首を横に振る。

「いえ、さっきも言いましたけど、本当にここはご馳走します。必要なお会計は別れ際に伝えますので、お金の事はその時にお話しましょう」

「……分かりました。じゃあ、今は、ありがとうございます」

　一応、男性が払ってくれるっていう〝ポーズ〟はとってくれるんだな。

　ありがたく思いながら店を出て、プラネタリウムに向かった。

　子供の頃にもプラネタリウムには行った事はあった。

　その時は季節に合わせた星空を写して、神話の説明、または時事的な天体に関する催しなどをしていた。

　プラネタリウムはデートにうってつけといわれていたけれど、そういう機会もなかったので、実は大人になってから来るのは初めてだった。

　ドーム型の高い天井を見上げると、懐かしい感覚に陥る。

「こっちですよ」

　石神さんが私の手を引いていったのは、〝雲上ベッド〟という名前の円形のベッドだ。

　雲を模したフカフカのベッドの上には、雲の形をしたクッションが何個も置かれてあってファンシーだ。

　事前に聞いてはいたけど、公衆の面前で男性とベッドに寝転ぶって恥ずかしいなぁ。

　少し照れながらも、靴を脱いでベッドに上がった。

　週末だからか、他にもカップルがいる。

　雲上シートの前の空間には、人工芝の上に高級寝具のようなフカフカシートが敷かれ、やはりクッションなどが置かれている。

　芝の上にはランプがあり、とても映える空間になっていた。

　上映時間が近くなるとライトが消え、ヒーリングミュージックのような、低音の効いたゆったりとした音楽が流れ始めた。

　有名な声優の声が心地よく、仰向けになってドームに投影された物語に集中していく。

　上映されたのは天体と関係ない、イタリア観光体験をするプログラムだった。

　途中で石神さんが手を握ってきて、ドキッとする。

（これはデートなんだから……、アリ）

　自分に言い聞かせ、私はおずおずと彼の手に指を絡ませた。

　頭上では歴史的な建物の街並みや、ヴェネツィアのカーニバルの様子が流れる。

　バチカン市国やコロッセオ、トレビの泉にスペイン広場、真実の口、システィーナ礼拝堂。

　声優が説明するなか、ピサの斜塔や青の洞窟、シチリア島の名産のレモンや美味しそうなパスタやピザの映像も流れた。

　約四十分かけて、私はすっかりイタリアに行った気持ちになっていた。

「凄かったですねぇ！」

　終わったあと、私は大興奮して石神さんに同意を求めた。

「イタリアに行きたくなっちゃいました」

「あはは、それなら良かった。いつか二人で行きましょうか」

　リップサービスだと分かっていても、〝今後のいつか〟の話をしてもらえるのはありがたい。

　私と彼の関係が、お金を払って一日で終わる物ではないと、甘い幻想を味わえるからだ。

　時刻は十五時をすぎていて、どうしようか……と思っていた時、石神さんが私の顔を覗き込んでくる。

「早めにチェックインして、部屋でゆっくり話します？」

「……そ、そうですね……」

　私の目的はデート体験もそうだけれど、〝大人のデート〟が本命だ。

　せっかくお金を払ってイケメンにイイコトをしてもらえるんだから、その時間を有効利用しないと。

「じゃあ、ホテル……行きましょうか」

　はにかみながら言うと、石神さんは「タクシーを拾いましょう」と微笑んだ。

　その表情がとても妖艶に思えて、私はいまだ経験がないのにお腹の奥を甘く疼かせた。
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　時を遡り、俺はとある筋から連絡を受けて、すぐ『ＧＩＶＥＲ』に直接赴いた。

　そしてオーナーに事情を話し、スタッフの代理になれるよう頼み込んだ。

　自分でも「何やってんだ」と思うが、これだけは譲れない。

　初めは勿論渋られた。

　店だって女性を傷つけないよう、徹底的に教育したセラピストで金を稼いでいる。

　万が一俺がへたな〝代理〟をして紫乃さんに嫌な思いをさせ、店に迷惑をかけたなら堪らない。

　そこを何とか……！　と、最初から事情を話し、どうしても紫乃さんに他の男が触れるのは我慢ならないと打ち明けた。

　彼女が今までまともに男性と付き合っていない事も、経験がないのも、協力者から聞いて知っている。

　初めて彼女に性的に触れる男が、俺以外の誰かだと思うだけで、嫉妬と怒りでどうにかなりそうだ。

　それだったら、俺だっていいだろう！　という傲慢な気持ちがあった。

『……仕方がないですね』

　五十代ほどのダンディなオーナーはそう呟き、セラピストとしての心構えを徹底的に勉強し、ルールを守ってくれるなら……という条件をつけた。

　そのために俺は一日、如月アツシというセラピストとデート（！）をして、「こういう時はこういう風に受け答えをするんですよ」というテンプレートを教えてもらった。

　施術に関しては直接教えてもらう訳にいかず、アツシの彼女が協力してくれた。

　三人でラブホに入り、アツシが彼女に施術している様子をジッと見て勉強していた。

　勿論、その彼女はほぼ全裸になっているが、俺は観察してメモを取って頭に叩き込んで……と忙しく、状況を性的に見る心の余裕もなかった。

　それぐらい真剣に、セラピストになりきる必要があったからだ。

『本当にその女性に本気なんですね？』

　彼女とシャワーを浴び終えたあと、アツシが感心しきって言う。

『ホントに。私、結構声を上げたつもりなんだけど、こんなに反応しないものとは思わなかった。ちょっと自信喪失……』

　アツシの彼女が残念そうに言う。

　何が自信喪失だ……。目的が違うだろう。

『惚れた女を、立場は偽っても気持ちよくさせたいって思っているんです。そりゃあ、真剣になりますよ』

『あなたほどの男性なら、わざわざ勉強しなくても慣れてそうですけどね？』

　バスローブを着たアツシが、ベッドに座って脚を組む。

『……それとこれとは、違うでしょう。俺はセラピストではありません。それだけの話です』

『まじめ～！』

　アツシの彼女が笑うが、茶化される事ではない。

『では、一通りこれで〝講習〟は終わったと思っていいでしょうか？』

『そうですね。あなたが紫乃さんを本気で想っているなら、嫌な事はしないでしょうし。それに本気で彼女を癒やしたい、話し相手になりたいと思ったなら、きっと店にとってもいい結果になるでしょう』

　正直、アツシは想像していたよりずっとスマートで感じのいい男だった。

　俺の望みを聞いて揶揄する事なく、真剣に『協力しましょう』と申し出てあれこれ教えてくれた。

　店で人気があるのは理解できたし、彼なら様々な女性の理想を演じられるのだろう。

　きっと安心して身を委ね、心に溜まっていた鬱憤を話し、体も解放できるのだと思う。

　だが、どれだけ優秀なセラピストであっても、紫乃さんには指一本触ってほしくない。

　そんな敵意を剥き出しにしたと言っても過言ではないのに、彼は終始紳士的に教育してくれた。

『ありがとうございます。身の上を偽ったままではありますが、セラピストとして彼女に誠実に接したいと思います』

　深く頭を下げると、アツシが悪戯っぽく笑った。

『正直、セラピストの真似をしてまで彼女を想うなら、とっとと本名を名乗って告白しろよって思いますけどね』

『……返す言葉もありません』

　俺は苦笑いし、もう一度アツシに頭を下げる。

『事前にオーナーにも話していますが、店に紫乃さんへの請求が発生した場合、すべて俺に回してください。連絡先はオーナーに伝えてあります』

『分かりました。店としては名前を貸した状態で、あなたが紫乃さんと個人的なデートをするだけなので、恐らく問題ないと思いますけれどね』

『頑張って彼女に気に入られたら、リピートもあり得るかと思いますから、念のためです』

『あぁ、確かに。お客様を一般の方に取られてしまうのは惜しいですが、今回は仕方ありませんね。通常の営業以上のお金をお支払い頂いていますし』

　そう言ってアツシはにっこりと食えない笑みを浮かべる。

『それでは、今日はこれで失礼します。帰りの交通費など、新たに費用が発生しましたら、店を通じて俺に請求をお願いします』

『グッドラック』

　アツシの応援を背に、俺は一人でラブホテルの部屋を出た。

　そして店の許可を得て石神カイという偽名のセラピストを作り、紫乃さんに会う事となった。

　店のサイトで、セラピストの写真にはモザイクが掛かっている。

　しかしぼかしが入っていても、有名企業の経営者である俺の写真が『ＧＩＶＥＲ』のサイトに載るのはまずい。

　なのでレギュラーメンバーではなく、何かあった時のための要員という設定にし、サイトに写真の掲載がないセラピストである……という事にした。




　二年前に入院した時に紫乃さんと出会い、俺は彼女をどうしても忘れられずにいた。

　看護師という職業柄、病院にしつこく聞く事もできない。

　それでも何とか紫乃さんの情報を得ての、──これだ。

　自分が越智海斗という名前であるとも伝えられず、適当に考えた石神カイという名前で彼女とデートをしている。

　彼女の個人的な話を聞けたのはとても嬉しかったし、目から鱗と感じた事もあった。

　俺自身、出会いの夜に〝白衣の天使〟的な幻想を抱いてしまったのは確かだ。

　けれど彼女はそのイメージが嫌だとハッキリ口にした。

　──情けない。

　幾ら弱っている時に出会ったからと言って、自分を励ましてくれる看護師に惚れたなんて、あまりに短絡的だ。

　世の中には色んな恋愛がある。

　俺の恋は〝空港でパイロットを見かけた女性が一目惚れした〟とか、〝自分を助けてくれたレスキュー隊員に恋をした〟とかと同じだ。

　それらが悪い訳ではない。

　世の中には思わず「嘘だ」と言いたくなる出会いでも、うまくいって幸せな結婚生活を送っている人はごまんといる。

　ただ、自分の事となると、「もっと他に出会い方があっただろう」と言いたくなる。

　よりによって彼女が一番「やめてほしい」と思っている恋の落ち方をしていたとは、自分でも考えつかなかった。

　しかも彼女に近づくためにセラピストになりすましている……なんて知られたら、どんな反応をされるか分からない。

　自分のしている事が恥ずかしい。

　けどそうでもしなければ、生活圏のまったく違う彼女にどうやって近づいたらいいのか分からなかった。

　看護師は夜勤の時、患者の眠りを妨げる確認の仕方はしない。

　あの時は俺も彼女の顔が分からなかったし、首から下げていたネックストラップにあった名前すら確認できなかった。

　彼女も同じで、俺の顔を確認できなかっただろう。

　もしあの時に顔を認識されていれば、今日顔を合わせた時に「あ！」となるはずだ。

　彼女は俺が元患者だと気づいていない。

　けれどそれを言えば、関係は破綻する。

　勢いで石神カイになってしまった以上、後戻りはできない。

　問題は、これからどうやって彼女と心の距離を近づけられるかだ。

　セラピスト相手に、本気になってもらえるはずがない。

　だが何とかして想いを伝え、彼女にも本気になってもらいたい。

　元患者だという事も打ち明けて、素の越智海斗を愛してほしい。

　そんな身勝手な想いを抱きながら、俺はホテルに向かうタクシーの中で、紫乃さんの柔らかな手を握っていた。







第三章 セラピストの施術








　タクシーの中でも石神さんは穏やかな雰囲気で話しかけてくれ、私はなんとかリラックスできていた。

　予想していたのは新宿のラブホテルだったけれど、タクシーは東京駅近くまで走り、大手町にある高級ホテル前で止まった。

　宿泊費幾らだったっけ!?

　私は思わずギョッとして、カードにどれぐらい余裕があったか思い出そうとした。

「宿泊代については気にしないでください。このホテルにしたいと思ったのは、俺の我が儘です。素敵な人と一泊を共にできるなら、思い出に残る場所の方がいいでしょう？」

「それは……そうですけど……」

　シックな色合いのビルは、外資系のそれよりも規模が小さめに思えたけれど、日本企業ならではの趣がある。

　正面玄関のガラスには、江戸切子を思わせる模様が刻まれていた。

　中に入ると和服姿のホテルスタッフに誘導され、靴を脱いだ。

　昔ながらの日本家屋を思わせるエントランスは天井が高く、壁一面に竹でできた靴箱がある。

　スリッパに履き替える必要のないロビーなので、靴下のまま歩いて行く。

　周囲を見ると、十月をイメージした紅葉の枝が、絶妙な位置に配置されて空間を演出している。

　また床の間を思わせる場所には、ジャック・オー・ランタンの顔が刻まれた、オレンジのカボチャなどが置かれていた。

　和風の内装に見とれている間、石神さんはフロントでチェックインを済ませる。

　案内された部屋はフロアの角部屋で、ホテルの雰囲気に合った落ち着いた空間だ。

　障子窓の外には金属でできた麻の葉模様の飾りがあり、外から光が差し込むと室内の障子一面にその模様が影となって落ちるようになっている。

　床は畳敷きで、家具や壁は黒っぽい色で統一されている。モダンさがあるのに、違い棚のように和風の意匠もあり、竹細工の小物も雰囲気を醸し出していた。

　部屋の奥にはローベッドが二つ並んでいる。

　あそこで……、と思うと、大人っぽい部屋の雰囲気も相まって緊張してきた。

　ホテルの人に案内されてバスルームを覗けば、全面ガラス張りになっていて何だかいやらしい！

　あわあわしているうちにスタッフは退室し、部屋には私と石神さんだけになる。

「どうします？　夕食はこれからなので、メイクは落とさない方がいいですよね？」

「そっ、……そう、ですね……」

　メイクを落としてシャワーを浴びてしまえば、本格的に施術をしてもらう事になる。

　イメージでは夕食後にお腹が落ち着いたあと、いい雰囲気になってベッドに……と思っていた。

　だから食事までは、服を着てメイクもしたままでいられたらと思っていた。

「じゃあ、ソファに座ってお話しましょうか」

「はい」

　緊張して石神さんの隣に座ったものの、座面が広いので、まるでシングルベッドにいるような気持ちになる。

「手を握ってもいいですか？」

「は、はい……」

　ドキドキしながら頷くと、石神さんがスルリと指を絡めてきた。

　彼の手は男性らしくて節くれ立っているのに、手そのものが大きくて指も長い。

　デート中、私はずっと「綺麗な手だな」と思っていた。

　意識していると、逆に私の手を話題にされる。

「紫乃さんって手が綺麗ですよね。すんなりしていて指も細い。この手で毎日患者のために尽くしているのだと思うと、癒やしてあげたいって思います」

　石神さんはソファの上で、体ごと私を向く。

　それから「そうだ」と言って立ち上がり、バッグの中から小さな瓶を取りだして持ってきた。

「アロマオイルでマッサージをしてあげます。ラベンダーの匂い、好きですか？」

　言って、彼は小瓶の蓋を開ける。

　匂いを嗅いでみると、お馴染みの香りがした。

「懐かしい。何だか昔を思い出します。お祖母ちゃんが庭にラベンダーを植えていて、ドライフラワーにしたあとオイルで香りをつけてポプリにしていたんです」

「素敵ですね」

　石神さんはオイルを手に少し取ると、両手ですりあわせて私の手を包んできた。

「力加減、気をつけますが、痛かったら言ってください」

「はい」

　スパやマッサージに行く事はあるけれど、イケメンに施術してもらえるなんて贅沢だ。

　石神さんの手がオイルの力を借りてヌルヌルと滑り、掌のツボを押してくる。

「割と本格的ですね。気持ちいい……」

「そうですか？　良かった。これでも必死に勉強したんです」

　彼は嬉しそうに笑い、私の手を真剣に癒やしてくれる。

「毎日、お仕事大変ですよね。きっと俺には分からない、看護師さんならではの悩みもあるんだと思います」

「そうですね。大変な仕事だと思います。でも、だからこそやりがいがありますし、患者さんが退院していく姿を見ると達成感があります。担当した方には思い入れがありますが、『戻ってくんなよ！』とも思います」

「っあはは！　確かに！　病院は戻ってきたら駄目ですよね」

　石神さんが明るく笑う。

「……本当の意味での思い入れは、あまりしない方がいいのかもしれませんけどね」

「……と言いますと？」

　彼の手が一瞬止まり、思い出したようにまた私の手をマッサージしてくる。

「病気の方やご高齢の方だと、亡くなられるリスクもあります。今まで何人もの方々を見送ってきました。新人の頃は目の前で命を取りこぼした気持ちになって、自分の無力さを感じてひどく落ち込んでしまいました」

「……あぁ、そうですね」

　当時を思い出し、少し暗くなってしまったけれど、今の私を支える言葉が胸の奥にある。

「でも先輩に言われたんです。『救えなかったと思うのは傲慢だ』って。私の仕事は医師をサポートし、患者さんの看護を精一杯するのみ。それ以上も以下も、望んだら駄目だと自覚したんです。これ以上なく仕事を頑張った結果なら、あとはお見送りして心の中で手を合わせる。今はそうやって、自分自身に折り合いをつけています」

　微笑んだあと、石神さんは少し黙っていた。

「凄いですね」

　やがて溜め息混じりに言い、何とも言えない表情で私を見つめてくる。

　その目には、尊敬や讃美などの感情の他に、複雑なものも混ざっている。

「……俺には考えられない世界です。人の死に直面するのは葬式ぐらいで、他人の死を常に感じる生活は想像できません。こうしている間にもどこかで誰かは亡くなっているんでしょうけど、他人事のように考えてしまっている自分が情けないです」

　彼が一生懸命考えてくれたのだと分かり、私は嬉しくなる。

「それでいいんですよ。元気な人はどんどん働いてほしいです。自分に関係ない人の死を憂いてばかりの生活は、精神的に不健康じゃないですか。他者を思いやる心は美しいですが、募金などしたあとは自分中心に生きてほしいです。私は看護師として、患者さんに向き合って仕事をします。そんな私を、石神さんは癒やしてくれているでしょう？　皆、自分にできる事をする、でいいんです」

　言ってから、自分が彼にマッサージを受けていると再認識して、少し照れてしまった。

　石神さんは私の指を根元から先端に向けて、キューッと引っ張ってから、関節ごとにコリコリと指で摘まんで揺さぶる。

　普段気に留めない部分を丁寧にマッサージされただけで、そこが疲れていたと改めて分かった。

「……そうですね。毎日一生懸命頑張っている紫乃さんを、今日は誠心誠意、癒やします」

　彼は微笑み、私の手をマッサージし終えたあと、腕に手を滑らせる。

「……あぁ……、気持ちいい……」

　重たい物も持つし、患者さんを支えるのに腕の筋肉も結構使う。

　知らずと凝ってたんだなぁ……と思い、私は目を閉じてうっとりとした息をつく。

「夜はもっと『気持ちいい』って言わせますね」

「えっ」

　耳元で囁かれ驚いて彼を見ると、目の奥に熱を宿した石神さんが妖艶に笑っていた。

「提案なんですが、夜に向けてもう少し距離を縮めませんか？」

「……と、言いますと……？」

　ドキドキしながら尋ねると、彼が微笑んで提案する。

「名前を呼び捨てにして、口調も変えていいですか？」

「……あ、……そ、そう、ですね」

　お金を払って恋人ごっこをするのに、いつまでも他人行儀な距離感だと雰囲気も出ないんだろう。

「紫乃」

　わ！　……わぁっ！

　艶のある低音ボイスで名前を呼び捨てにされ、一気に羞恥が増す。

「紫乃、いつもお疲れ様。毎日頑張っていて偉いね」

　私の腕を揉んだまま、石神さんは耳元で囁き、こめかみにキスをした。

「ん……っ」

　耳に吐息が掛かって思わず肩をすくめると、彼がクスッと笑った。

「照れないで。もっとリラックスしていいよ」

　言ったあと、石神さんはテーブルの上に用意していた濡れタオルで、私の手や腕を軽く拭いて余分なオイルを拭う。

　そして自分も手を綺麗に拭ってから、私を抱き寄せて後ろからハグする体勢になった。

　ソファの肘掛けにクッションを重ね、彼はそこに背中を預けて私を包み込む。

　二人で脚を投げ出して座った体勢になり、石神さんは再度尋ねてくる。

「少し触ってもいい？」

「は……、はい」

　小さく返事をしたあと、彼は私の胸をパフッと包み込んできた。

　さらに私の首筋に顔を埋め、キスをしてきた。

「ん……っ、ひゃ、……ぁっ」

　何とも色気のない声が出て、恥ずかしくて情けなくて堪らない。

　男性慣れしている女性なら、もっと色っぽい反応をするんだろうか。

「リラックスして」

　耳元で囁かれるけれど、彼の声が直接耳朶に掛かるので恥ずかしい。

　石神さんの声が耳元に響くたび、くすぐったいような何とも言えない感覚に支配され、肩をすくめた。

　耳が弱いと分かったからか、彼はクスッと嬉しそうに笑う。

「紫乃」

　名前を呼ばれた時、耳から下腹部へと、甘ったるい疼きが駆け抜けた。

　最後にはズン……とお腹にキて、彼の事がほしくて堪らなくなる。

「あ……っ、石神、さん……っ」

　思わず彼の名前を呼び、服の上から胸を揉む手に自分の手を重ねた。

「名前で呼んで。〝同じ〟になろう」

　甘く囁かれ、頭の中がトロトロになってしまった私は、震える唇で彼の名前を呼んだ。

「カイ……さん」

「呼び捨てにして」

「…………っ」

　それはできない、と私は首を左右に振る。

　こんな素敵な人に触ってもらうだけでも恐れ多いのに、呼び捨てになんてできない。

　お金を払った間柄と割り切っていても、私には越えられない心のハードルがある。

　私は初対面の相手を呼び捨てにできる性格ではない。

　何回か会って気を許せたら、自然に……という感じだ。

「じゃあ、今はさん付けでいいよ」

　だからこうやって、柔軟に対応してくれる彼に感謝した。

「ブラのホック外してもいい？」

　囁かれ、私は一瞬迷ったあとコクンと頷く。

　カイさんは私の上体を起こすと、服の裾から手を入れてプチンとホックを外した。

　そしてすぐに、彼の両手が素肌をたどって私の両胸を包んでくる。

「柔らかい……。それに大きいね。とても素敵だ」

　彼は私の乳房を揉み、まだ柔らかい先端を指先でスリスリと撫でてきた。

（……気持ちいい……）

　自分で胸に触っても、特に特に気持ちいいと思わなかった。

　けれど今はカイさんの手で胸を包まれるだけで、ドキドキして堪らない。

　彼に乳首を弄られると、形容する事のできない心地よさが全身を支配してくる。

　ムズムズして落ち着かないけれど、安心感もあって「もっと」と望む自分がいた。

　はぁ……っ、と切なく息を吐くと、カイさんが耳を舐めてきた。

「ぅん……っ」

　軟骨の部分に舌を這わされ、しゃぶられ、甘噛みされる。

　そのたびに彼の吐息が直接耳にかかり、私はくすぐったくて小さな悲鳴を上げて体をよじらせた。

「可愛い、紫乃。もっと気持ちよくなって」

　カイさんの熱っぽい声がしたかと思うと、彼は起き上がって私をソファの上に押し倒した。

　そして妖艶に自身の唇を舐めたあと、私の服に手を掛け尋ねてくる。

「……上、脱がせてもいい？　紫乃の体が見たい」

　彼の熱っぽい瞳に見つめられ、抗う理由はなかった。

　また小さく頷いて同意を示すと、カイさんが丁寧に私の服を脱がせてくる。

　脱がせた服を放らず、きちんと畳んでテーブルの上に置いてくれるので、恥ずかしくて堪らない。

　乳房が露わになって羞恥を覚え、私は両手で胸を覆う。

「……見ていい？」

　けれどやんわりと手首を掴まれ、優しく尋ねられるので、また断れず緊張しながら手を離した。

　ずるいなぁ。

　こうやって下した手てに、誠実に接してくれると断れない。

　分かっていてわざとやってるのかな。いや、分かってるんだろうけど。

　こうやっていつも女性との駆け引きを楽しんで、自分に夢中にさせて次の指名を取ろうとしているんだよな……とか、現実的な事を考えてしまった。

「何考えてるの？　俺に集中して」

　カイさんがサラリと私の頬を撫で、軽く諫めるように「ん？」と私の目を覗き込んでくる。

「ご、ごめんなさい……」

　謝ると、彼は「いいよ」と微笑む。

「他の事を考えられなくなるぐらい、俺に夢中にさせるだけだから」

　そう言ったあと、彼は両手でやわやわと私の乳房を揉んできた。

「綺麗だね。真っ白で柔らかい。すべすべしていて、掌に吸い付くようだ」

　胸を褒められて、私は羞恥に赤面する。

「……あんまりいいモノって思えてなかったから、……ちょっと、嬉しいです」

「性的に見られてしまう？」

　私の心の柔い部分を気遣い、彼が尋ねた。

　今まで何度となく誤解された過去を思い出し、私は曖昧に微笑む。

「確かに男は大きな胸に夢を抱いてしまうのかもしれないね。母性の象徴でもあるから、優しそうとか、包み込んでくれそうとか、勝手に母親像を求めてしまう」

　まじめな話をしながら、カイさんは両手の親指でスリッと私の乳首を撫でた。

　そうされるたびに、どんどん私のお腹の奥に甘い疼きが蓄積されていく。

「第一印象で『胸が大きくて魅力的だな』と思ったのは否めない。でもこうして言葉を交わして、お互い知り合った上で、『紫乃の胸が好き』って言ったらどう感じる？」

　カイさんの声は穏やかで優しく、目を閉じてうっとりと聞き入りそうになる。

　だからデリケートな話をしていても、まったく嫌な気持ちにならなかった。

「……嫌じゃないです。本当は私の体も心も、丸ごと好きになってほしい。……けど、今まで沢山誤解されて嫌な思いをし続けていたから、過敏になっているんだと思います」

　カイさんは微笑んで頷き、私の額に唇を優しく押しつけた。

「本音を教えてくれてありがとう。誰もが皆、愛されたいと願っているだろう。それを伝えるのが、上手な人と下手な人がいるよな。自分の望みばかり通そうとしないで、相手の気持ちや立場も考えないと」

　彼はどこか自嘲めいた表情をしていて、それが少し気に掛かった。

　誰かに迫って失敗した過去でもあるのかな？

　そう考えると、チクリと胸が痛む。

　もっとカイさんを理解したいけど、「セラピストだからプライベートを知りたがったら駄目だ」と心の中でブレーキがかかる。

　けれど「ここまで踏み込むなら、あなたの事も教えて」という気持ちもこみ上げる。

「俺は紫乃に誠実でいたい。君を素敵だと思うから、いいと感じたところをストレートに伝えたい。その言葉をどうか誤解しないでほしい」

「分かりました」

　彼の言葉の一つ一つが、じんわりと胸に染み入っていく。

　こんな人が本当の恋人なら良かったのに。

　そう考えている間、カイさんは私の首筋にキスをして、徐々に唇の位置を下ろしていった。

「ん……、ぁ……」

　彼は鎖骨、胸の上部に唇をつけ、ねっとりと舐めてからちう……と肌を吸う。

「キスマーク、つけても？」

　上目遣いで尋ねられ、私はぞくん、と妖しい悦びに打ち震えた。

　こんな事を言ったら笑われるかもしれないけれど、キスマークにずっと憧れていた。

「……キスマーク、初めてです。……嬉しい。……見えない所になら」

　興奮で少しかすれた声で返事をすると、彼は微笑んで頷いた。

　そして私の乳房を両側から寄せると、その谷間に顔を埋め、スゥッと匂いを嗅ぐ。

　恥ずかしい、と思った時、彼は右乳房の谷間に前歯を立てた。

「ん、ぅ……っ」

　正直、どんな風にしたらキスマークがつくのか分かっていなかった私は、歯を立てられ思いきり吸われて顔をしかめた。

　痛い。……けど、これでカイさんの〝印〟がついたんだと思うと、嬉しくて仕方がない。

　カイさんはハァッと息をつくと、くっきりと跡のついた場所をもう一度舐めた。

「思いきり吸ったから、しばらく消えないよ。これが残っている間は俺の事を考えて」

　頬や耳に触れながら優しく命令する彼に、私はトロンとした表情で頷いた。

「はい……」

　唇に触れたカイさんの親指に軽くキスをして、私は陶然として返事をする。

　すると彼もまた、興奮した目で私を見つめてきた。

「反則だ。……可愛い」

　吐息混じりに呟いたあと、カイさんは私の乳房を舐め、そしてとうとう乳輪にも舌を這わせ、乳首を吸う。

「ん……っ、あぁ……っ」

　チリチリと甘い電流が体内を駆け巡った気がして、私は喉を晒し切ない息をつく。

　ずっと指で愛撫され、痛いほど勃起したそこを、カイさんはチュウッと音が立つほど吸い上げ、舌先で何度も弾いて弄び、甘噛みする。

「……っはぁ……っ、あ、ん、やぁ……っ」

　気持ちよくて、無意識に腰が揺れてしまう。

　カイさんの髪を両手で掻き混ぜ、私は秘部に刺激が与えられる想像をした。

　片脚はソファの背もたれに掛けられ、もう片方の足は床の上。

　その間に彼の腰が入っていて、まるでセックスの最中のような体勢になっている。

　誰にもこんな事をさせた事のない私は、興奮してカイさんの頭をかき抱き、こっそり彼のつけている香水の匂いを嗅いで酔いしれた。

　あまり香水には詳しくないけれど、ムスクって言うんだろうか。

　深くて渋みのある匂いで、けれど微かに甘みもあってとても官能的だ。

　どこの香水かは分からないけれど、彼のために作られたと言っても過言ではない、彼にぴったりの香りだと思った。

　私はカイさんに組み敷かれて胸を吸われ、吐息を震わせる。

　気持ちよくて堪らない。

　……けれど、胸を舐められているだけでは達けないと分かっている。

　さっきからずっとモジモジと腰を揺らしているからか、カイさんも私の状態を察したようだった。

「……下、触っても大丈夫？　一度気持ちよくなっておこうか」

　その問いかけに、私は抵抗せず小さく頷く。

　脱がされたスカートとストッキングは、「皺になるから」と、また畳まれた。

「……服をそうされるのって……、すっごい恥ずかしいです」

　自分でやると言ってもカイさんは聞き入れてくれず、されるがままだ。

　消え入りそうな声で言うと、彼は悪戯っぽく笑う。

「紫乃に奉仕したくてやっているけど、羞恥を覚えるならこういうプレイもありかな」

「やだ。服畳みプレイって何ですか」

　思わずツッコミを入れたあと、二人で笑う。

　緊張がほぐれると、カイさんは私を見つめて真剣な顔で尋ねてきた。

「キスしてもいい？」

　今まで、唇へのキスは一度もなかった。

　人によってはとても意味のある行為と捉えるから、彼が慎重になるのも分かる。

　けれど今さら、彼を拒否する理由なんてない。

「……キス、してください」

　囁くように言って目を閉じると、彼の視線を感じた。

　そのあと頬や髪、耳を撫でられたあと、下唇を親指でなぞられる。

　柔らかい場所を好きなように弄られる感覚に被虐的な悦びを得たあと、カイさんの気配が近づいて温かな唇が重なった。

　やんわりと唇を押しつけたあと、彼は一度顔を離しもう一度口づける。

　ちゅむ、と私の唇をついばみ、微かに開いた唇の内側を舌でなぞられる。

「ぁ……、あ……」

　想像していたキスとはまったく異なる感触に、私は吐息を震わせる。

　カイさんは舌で私の唇をたどり、焦らしたあとに上唇、下唇と順番に甘噛みした。

　もっと深いキスを望んだ私は、はしたないと自覚しながら大きく口を開き震える舌を出す。

　すると彼がクスッと笑ったのが聞こえ、口内にヌルリと温かな舌が侵入する。

「ん……っ、む、……ぅ」

　柔らかなそれは私の口の中を丁寧に舐め回し、前歯の裏側を舌先でくすぐってくる。

「んーっ！」

　ゾクゾクして思わず彼を抱き締めると、太腿に手が這った。

　そういえば今はショーツ一枚の姿だったと思い出し、物凄い羞恥に駆られて全身が火照る。

「紫乃、俺の舌を舐めて、吸ってごらん」

　ろくにキスをした事がないのを察したのか分からないけれど、カイさんはそうやって誘導してくれた。

　言われるがままおずおずと彼の舌を舐めると、ヌルヌルしていて変な気持ちになる。

　口元からクチュクチュと濡れた音がし、静かな室内に響く。

　二人の吐息が交じり合い、息継ぎをするのも許さずまた唇を奪われる。

　その傍ら、カイさんの手は私の内腿を何度も撫で、指先が鼠径部に触れるたびに私はビクッと腰を跳ね上げた。

　やがて下着のクロッチに彼の指が到達し、布越しに秘唇をクニクニと揉んでくる。

「んぅっ！　ん、……っぁ、はぁっ、あ……っ」

　敏感な場所に彼の指が当たっていると思うだけで、私は激しく興奮してキスどころではなくなってしまった。

　混乱した私に、カイさんは優しく口づける。

　その間も下着越しに秘唇を揉まれ、もう片方の手で乳首もコリコリと転がされた。

　やがて下腹部からグチュグチュといやらしい水音が立ち、直接触れてほしい私の欲求不満も最高潮に達していた。

　ショーツ越しに肉芽をカリカリと引っ掻かれ、とても気持ちいいのにあと一つ何かが足りなくて達く事ができない。

　じれったい攻めがつらくなり、私は涙目になって呼吸を荒げる。

「……っ、お願い、触って……」

　切れ切れの声でおねだりをすると、カイさんは妖艶に微笑んで私の額にキスをし、ようやくショーツの中に手を入れて直接秘所を触ってくれた。

「んンっ」

　肉芽に触れられた時には、すでにそこは愛蜜で濡れそぼっていた。

　沢山触れられて秘唇も肉芽もふっくらと熟れ、蜜口からは潤沢な愛蜜が溢れて秘所全体がぐしょ濡れになってる。

　そのぬるつきを利用し、カイさんは私の陰唇を撫でてきた。

「っひ、ぁ……っ、あっ」

　秘部に熱が集まったように感じ、お腹の奥が重たい。

　私は目を閉じ、触れられている所に神経を集中させた。

「あ……」

　秘所を往復していた指が止まったかと思うと、私の蜜口を探り当ててクプ……と指先を埋めてきた。

　──入っちゃう。

　自然と呼吸が浅くなり、ドキドキと高鳴る胸からは心臓が飛び出てしまいそうだ。

　そしてその時が訪れ、カイさんの指がゆっくりと私の中に入ってきた。

「はぁ……っ、あ……っ」

　脳裏に浮かんだのは、昼間のデート中に目に入っていた、彼の長く形のいい指だ。

　手が大きくて指が長く、すんなりとしているのに、私の手と比べると指の太さは比べようもない。

　──アレが、入ってる。

　その光景を想像しただけで、私はゾクゾクと背筋を震わせ腰を弓なりに反らしていた。

「ん？　指を入れただけで達きそう？」

　からかうような声で尋ねられ、あまりの羞恥に体全体が発火していると思ったほどだ。

　すぐにカイさんの指は私の蜜壷に埋まり、それから膣壁を撫でるように蠢き始める。

　さらに手を前後させるとグプッグプッと淫音が立ち、私はその音と生まれて初めて男性に蜜壷を愛撫される気持ちよさに呑まれていく。

「ん……っ、あぁあっ、あ……っ、気持ちいい……っ」

　恥ずかしさとか、自分が今どこで誰と何をしているとか、そういうものがすべて吹っ飛んだ。

「ここは？」

　尋ねて、カイさんが親指で私の淫玉に触れてきた。

「きゃ……っ、──ぁあああ……っ、あっ」

　強すぎる刺激に私は小さな悲鳴を上げ、せり上がった愉悦を堪える事もできず、膣を思いきり引き絞って絶頂してしまった。

「きつ……っ」

　カイさんが呟く。

　下腹に意思とは関係なく力が入り、膣がうねって思いきり奥へ指を吸い上げようとする。

　そこに何かを咥えたまま達するのは初めてで、私は今までにない悦楽に頭をぼんやりとさせて口端から涎を零した。

「もうちょっと達ってみる？」

　カイさんは妖艶に笑い、さらに指を動かす。

　柔らかくなっている私の蜜洞を指の腹で探り、感じる場所を当てようとしている。

　さらにまた、わざと音を立てて乳首を吸い、もう片方の乳房を遠慮なく揉んで乳首を弄った。

　勿論、絶頂させるために親指で優しく淫玉を撫でるのも忘れていない。

　私はすぐに二回目の波を迎えた。

「……っあぁ、駄目……っ、だめ、怖い……っ、────達く、……い、────っ」

　顔をあおのけて喉を晒し、脚を大きく開いたいやらしい姿で、私は思いきり絶頂した。

　お腹の奥が勝手にピクピク震え、止まってくれない。

　真っ白な世界に包まれて脱力していった頃、カイさんは私の蜜壷から指を引き抜き、ちゅぱ、とその指を舐めた。

　それを見てぼんやりと「恥ずかしい」と思ったけれど、何も言えなかった。

　私はぐったりしたまま呼吸を繰り返し、疲れを覚えて目を閉じる。

　カイさんはそんな私を抱き上げ、ベッドまで連れて行った。

　これ以上の事をされるのかと思ったけれど、彼は私の体を横たえ、その隣に寝転んで布団を被るのみ。

　私が普通に受け答えできるまで、彼は優しく頭や髪、耳などを撫でてくれていた。

（本当に、カイさんみたいな人が恋人だったらいいのにな）

　優しい手の感触にうっとりとしながら、私は叶わない夢を願ってしまう。

　高揚していた気持ちは少しずつ落ち着き、現実的になっていく。

（凄い仕事をするなぁ。本当に恋人と過ごしているみたい。嫌な気持ちにはまったくならないし、とても紳士的。私の愚痴も嫌な顔をせず聞いてくれて、あくまで理想の彼氏を演じてくれている）

　だから、彼が店で人気のあるセラピストだと言われても理解できる。

　そしてカイさんが癒やすのは私だけではなく、必要とされればどんな女性にも同じ事をするのだと思い、またチクンと胸が痛んだ。

（あれ、それにしても……）

　彼がセラピストだという事から、芋づる的に思い起こした事に思考を巡らせる。

「……カイさんって、『ＧＩＶＥＲ』のセラピスト一覧にいましたっけ？　如月さんに決めるまで、一人一人詳細にチェックしたつもりなんです。名前があったら思いだしていたと思うんですけど」

　尋ねると、彼は一瞬瞠目してから小さく笑う。

「俺はヘルプ要員なんだ。例えて言うなら、他のセラピストが正社員なら俺はアルバイトみたいなものかな。面接を受けた上でオーナーとも契約しているけど、普段は本業を優先している」

「そうだったんですね。……何だか、大当たりを引いちゃった気分です」

「そう思ってもらえたなら、良かった」

　すべてをさらけ出したあとは、とてもリラックスして話せた。

　ベッドの中で色んな事を話したあと、夕食の時間が近づき、身支度をしてからホテル内にあるレストランへ向かった。




　和食とフレンチを融合した、モダンでお洒落なコース料理を堪能したあと、私たちはまた部屋に戻る。

　そして一休みしたあと、ドキドキしながらカイさんと一緒にお風呂に入った。

　洗いっこして一緒に浴槽に浸かったけれど、きちんと線引きしているのか、お風呂場でイチャイチャがエスカレートする事はなかった。

　キスや胸に触る程度はされたけれど、興奮して歯止めが利かなくなるような行為はしなかった。

　けれどお風呂なので、ばっちり彼の裸身を見てしまった。

　着痩せしていたのか、鍛えられた体を見た時はびっくりしてしまった。

　胸板は厚くて腹部もバキバキに割れていて、筋肉の陰影がとてもセクシーだ。

　おまけに、腰から鼠径部に至るスケベラインの中央には、大事なモノがある。

　見ちゃいけないと思うほど意識してしまい、結局お風呂の中で会話も、上の空になってしまった。




　そしてようやく、今回のデートの目的の〝施術〟となる。

　夕食前のアレは、ほぼ〝施術〟だった気がするけれど。

　カイさんは客室にあるスピーカーを使い、ヒーリングミュージックを流し始めた。

　Ｔバックの紙パンツ姿になった私は、バスタオルを敷いたベッドの上にうつ伏せになる。

　私は小さく息をつき、ドキドキしながら彼に何をしてもらえるのかを待った。

「ローションを使ってマッサージをしていくよ。気持ちいい所、痛い所があったら教えて」

「はい」

　彼の言葉のあと、さっきのラベンダーとは違う、甘いお菓子みたいな匂いがした。

「触るよ」

　またきちんと断りの言葉を入れてから、カイさんは私の背中に両手を置き、ローションを塗り広げていく。

「ん……」

　漠然と〝いやらしい事をされる〟と思っていたけれど、カイさんは肩甲骨の周りや背筋、腰の辺りなど、凝っていそうな所を程良い力加減でマッサージしてくる。

「あぁ……。本当に気持ちいいです」

「そう？　良かった。リラックスしてていいよ」

　ヒーリングミュージックが流れるなか、私は甘い匂いに包まれて吐息をつく。

　恥ずかしさはあるし、いつ何が始まるか分からない。

　それでも確かに、日々の仕事で疲れた体が癒やされている気がした。

　腰から背中、肩。二の腕から肘の下とマッサージされ、手も念入りに揉まれる。

　彼は膝立ちになる場所を変え、私のふくらはぎや太腿に両手の親指を置いて、ぐぅ……っとローションのぬるつきを利用して、中心を刺激してきた。

　普段、お風呂とかでも太腿やふくらはぎを揉んだりしている。

　けれど自分では太腿の裏側をうまく揉めないので、人にマッサージしてもらうととても気持ちいい。

　足の裏もやっぱり丁寧に揉みほぐされる。

「あ……」

　また彼の手がふくらはぎから太腿に戻ってきたと思うと、とうとうお尻をムニムニと揉まれる。

　鼠径部に彼の親指が入り、足の付け根からリンパを流すようにマッサージしてくれる。

「マッサージしやすいように、脚を開きますね」

　カイさんが言い、私の脚を移動させる。

　少し脚を開くだけかと思ったら、足の裏を合わせ、がに股のポーズになった。

　うう……、恥ずかしい……。

　それでギリギリの所を触られ、彼の手に力が入るたび、いまだ濡れた秘唇からクパ……と音がして恥ずかしくて堪らない。

「ん……っ、あ！」

　秘唇に触れないギリギリの場所を親指でなぞられ、私は腰をヒクンと跳ねさせて反応する。

「……っ、す、すみません……っ」

　もう、どこまでまじめなマッサージなのか、女性向け風俗の性的なマッサージなのか、判別がついていない。

　……パン一になってこんなポーズを取る時点で、もう普通ではないのだけれど。

　けれどそれまでは普通に腰や首肩、腕などを揉んでもらっていたので、急に感じ始めて余計に恥ずかしく思えたのも事実だ。

「気にしないで。次は仰向けになれる？」

　言われて、私は体の前面を見せる羞恥に耐えながら体を返す。

　恥ずかしさで施術が中断するのを予防するためか、彼はアイマスクを渡してくれた。

　アイマスクをつけたあと、思わず両手で胸と秘部を隠してしまいそうになる。

　けれどやんわりと手を避けられ、すべてを見られてしまう事になる。

　気配で、彼が私の体を跨いで膝立ちになったのが分かった。

　カイさんは新たにローションをとった手で私の肩から首、デコルテと手を滑らせる。

「ん……っ、ぅ、……う……」

　見えないせいで、体がいっそう敏感になったように思える。

　彼に触れられるたびに大げさに体を震わせて反応してしまい、とても恥ずかしい。

「胸、触るね」

　彼はローションのぬるつきを利用して、私の乳房をわざと弾ませるようにして揉む。

「あ……っ」

　ヌルヌルとした手で触れられるだけで、普通に揉まれるよりずっと気持ちよく感じてしまう。

　何度も焦らすように乳房だけを擦られ、期待した乳首がどんどん凝っていく。

　私は呼吸を荒げ、早く触ってほしくて物欲しげに口を開き、腰を揺らした。

　なのに、彼は肝心なところには触れずに、私の忍耐を試すように愛撫する。

　──もう、駄目。

　心の中で白旗を揚げた私は、唇を震わせておねだりをした。

「ち……、乳首……、触って……」

　恥ずかしいお願いも、アイマスクをしているから、何とか言う事ができた。

　これでもし、彼が愉悦の籠もった笑みを浮かべているのが視界に入ったり、真っ赤になった顔をカイさんに見られていたりしたら、恥ずかしくて泣いていたかもしれない。

　目隠しプレイは感覚が鋭敏になり、見えない分怖さもあるけれど、羞恥心をも隠してくれるアイテムだった。

「勿論、喜んで」

　彼の返事があったあと、彼の温かい掌がヌルンと私の乳首を擦った。

「アッ」

　私の内側でじりじりと燻っていた熱が、たったそれだけの行為であっという間に燃え上がってしまった。

　──気持ちいい。

　──もっと。

　欲望が心の奥底からとめどなく溢れる。まるで滾々と湧き出る泉のようだ。

　彼の掌で摩擦され、乳首がどんどん凝り立ち気持ちよくなっていく。

　──達きたい……っ。

　──もっと、気持ちよくなりたい……っ！

　私は両手でバスタオルを握り、いやらしく腰をくねらせる。

　紙の下着はぐしょ濡れになり、意味をなさなくなっているのは見なくても分かった。

　呼吸を荒げてビクビクと腰を震わせていたから、彼も私が何を望んでいるのか、手に取るように理解しただろう。

　……いや、それがこの〝施術〟の目的なんだから。

　最初から素直になって「触ってほしい」と言えば、こんなに我慢して恥ずかしい思いをしなくても、あっさりと快楽を与えられていたかもしれない。

「触ってほしい所があったら教えて。どこでも気持ちよくするよ」

　優しく穏やかな声で言われ、私は緊張して紙パンツに手を掛けた。

　ゆっくりそれを脱いでも、カイさんは揶揄しない。

「気持ちよくしてもいい？」

　また丁寧に尋ねられ、私は小さく頷き「はい」と返事をした。

　カイさんは私の太腿に触れ、膝を立てて脚を広げた。恥ずかしいけれど、やっぱりアイマスクのお陰で事なきを得ている。

　それでも秘部に彼の視線を感じる……、のは、気のせいではないだろう。

「ん……っ」

　鼠径部に触れた指が、またヌルゥ……と大陰唇に添って滑る。

（あ……、また焦らされる……）

　そう思っていた時、彼の指が私の秘唇に当たり、すでにたっぷり濡れていたそこを、ヌチュクチュと音を立てて愛撫してきた。

「あぁ……っ！」

　求めていた刺激を与えられ、私は歓喜の声を上げる。

　彼の指は陰唇の形を確認するように上下に動き、ローションと愛蜜が混じったいやらしい音を立てる。そのあとに指先が蜜口に押し当てられ、つぷりと侵入してきた。

「はぁっ、──ぁ、……あぁ……っ」

　私の快楽を邪魔しないためか、彼が声を掛けてくる事はなかった。

　カイさんは指の腹で丁寧に膣壁を擦り、私の弱点を探ろうとしてくる。

　呼吸を乱し腰を揺らしていると、もう片方の手が乳房を揉み、ローションで濡れた乳首をピンッと指で横薙ぎに弾いてた。

「ふぅ……っ、あ、あぁっ！」

　目隠しをされている分、夕方の行為よりずっと気持ちよさを鋭敏に感じている気がする。

　さらに親指で肉芽をヌルヌルと撫でられ、私は腰を跳ね上げた。

　大きく脚を開いて秘部を晒す淫らな格好をしているのに、目隠しが私を大胆にさせる。

　私は呼吸を荒げながら、胸を揉んでいる彼の手に、自分の手を重ねた。

　耳を澄ますと、彼も興奮して息を乱しているのが分かる。

「紫乃、乳首舐めるよ」

　やがて奥底に熱を隠した声が告げ、私の乳首に彼の吐息がかかる。

　──舐められる。

　予感して緊張すると、すぐにそこが温かな口内に包まれた。

　ネロネロと舌が絡み、チュパッと音を立てて吸われる。一方で蜜壷は遠慮のない手つきで暴かれ、この上なく粘ついた淫音が室内に響き渡っていた。

　アイマスクをしているからこそ、脳裏にカイさんの綺麗な指をくっきりと想像できた。

　あれが私の膣内に入り、私を気持ちよくさせるために動いている。

　蜜まみれになって、私がお腹に力を入れると締め付けられて……。

　妄想するたびに、どんどん興奮してくる。

　与えられる快楽に相まって、自分自身の精神的高揚もあり、私はすぐに絶頂へのきざはしを駆け上がった。

「んーっ！　んっ、ぁあっ、──い、達く……っ、ぁ、あ……っ」

　下腹部からせり上がった淫悦を、悩ましい声を上げて表現する。

　そして全身が炎によって包まれ燃えさかっている幻想を抱きながら、激しい絶頂を味わった。

「凄い……締まる……」

　カイさんのうっとりとした声を聞き、達しながら私はさらに快楽を得る。

　やがて体から力が抜け、私は呼吸を乱して絶頂の残滓を貪った。

　私の蜜孔から彼の指が抜け、つい「もっと入っていてほしかった」と物足りなさを感じてしまう。

　しばらく、私はアイマスクの中で目を閉じ、ハァッハァッと呼吸を乱していた。

　それが落ち着いた頃、カイさんがアイマスクを外す。

「まぶし……」

　室内は間接照明に照らされた程度なのに、ずっと何も見えずにいた私にはとても眩しく思える。

　手を目元にかざした私の前で微笑み、彼は優しく尋ねる。

「道具とかもあるけど、使ってみる？」

　言われて少し体を起こすと、ベッドの上にはローターやバイブが置かれてあった。

　自分では使った事はないけれど、興味半分で調べてみた事はあるので、道具の大まかな違いぐらいは理解していた。

　けど、「使ってみる？」と言われて素直に「はい」と言うのも恥ずかしい。

　迷いながらも、カイさんが下着一枚の姿なのに気付き、発火したように赤面した。

　黒い下着越しでも、興奮して存在を誇示した屹立が分かる。

　思わず固まって凝視してしまったからか、彼が苦笑いした。

「気になる？　嫌じゃないなら見てみる？」

　尋ねられ、今度は思わず素直に「はい」と頷いてしまっていた。

「じゃあ、脱ぐよ。〝同じ〟になろう」

　そう言われ、「同じ」という言葉に親密さを感じた。

　彼は下着に手を掛け、私を見て照れくさそうに笑ってから、ボクサーパンツを脱ぐ。

　途端に、ブルンと怒張したモノが現れて、とっさに私は視線を外した。

「俺も紫乃の可愛い場所を見たから、おあいこだよ。大丈夫」

　言われて、私はおずおずと彼のほうを見る。

　屹立は、美しい彼に似合わない凶悪な形をしていた。

　太くて大きくて、竿には血管が浮いていてグロテスクにも思える。エラが張り出た亀頭はそこだけ色が違っていて、ツルンとしている。

（わぁ……）

　好奇心と少しの怖さの混じった感情を抱き、私はベッドの上に正座をしてまじまじと彼の性器を見た。

「触ってみても……いいですか？」

　こんな機会でなければ、勃起した男性器をしっかり見られない。

　仕事とプライベートは別。

　だから私は、「異性の局部を見るのはこれが初めて」と自分に言い聞かせていた。

　珍しくはないけれど、ドキドキする。

　恋人になればコレに愛されるんだと思うと、その雄々しい形を愛おしく思えた。

（……でも、本番行為はナシだから）

　彼の男性器に愛される事はないのだと思うと、ガッカリしてしまう自分がいる。

　スリスリと彼の分身を撫でながら、私はぼんやりと考えた。

（こういうサービスを使って、どうしても最後までしてほしいっていう客は絶対いるだろうな。つまみ食いしてしまう人もいれば、お店との約束をしっかり守ってきっぱり断る人もいるらしいけれど……）

　チラッと見上げると、私の乳房をやんわりと揉んでいる彼と目が合う。

「どうかした？」

「いっ、いえ……」

　視線を下げてさらに屹立を撫でていると、今までの私の思考を読んだかのように、カイさんが囁いてきた。

「……したい？」

「っ…………」

　願望を見透かされて、私はドキッとして手を止めた。

　すぐに返事をできず、「そんな事思っていませんよ」と誤魔化そうとしたけれど、この怪しげな沈黙で私が動揺してしまったのは丸分かりだ。

「え……、えっと……」

　何と返事をしたらいいか分からず、私は言い淀む。

（『はい、したいです』って言ったら、店のルールを破ってくれるの？　本当は最後までしたいけど、怒られないの？）

　心の中ではおしゃべりな私が色んな事を訴えるけれど、リアルの私は不安げに唇を引き結んだままだ。

（それに他の女性客にも、同じように言ってエッチしているの？）

　彼はセラピストなのだから、考えるだけ詮無きことだと思っても、ついつい〝他の利用客〟の存在が頭をかすめる。

「紫乃」

　カイさんは私の手を両手で握り、自分もベッドの上に座って私の目を覗き込んできた。

「シンプルに考えて。俺とセックスしたい？　したくない？」

　焦げ茶色の目を細め、彼が微笑む。

　そんな風に尋ねられたら、もう駄目だった。

　私の本音を縛っていた言い訳やルールなど、余計なものがすべて取っ払われてしまう。

　顔を真っ赤にし、私は唇を震わせながら勇気を出し、訴えた。

「……カイさんと……、したい、です……」

「……うん、俺もしたい」

　優しく抱き締められ、耳元で彼の同意を聞く。

　彼が同じ想いを抱いていたと知っただけで、体中が歓喜に満たされた。

「あの……」

　何か言いかけた私の唇に、カイさんが指先をそっと置く。

「今は何も言わないでおこう。あとで落ち着いたら色々話そう」

　そう言った彼の目には、私を求める熱が宿っていた。

　自分が無粋な事を言おうとしていたのに気づき、私は小さく頷く。

　色々、きちんとさせなければいけない事はあったけれど、その前にカイさんによって絶頂に導かれた私の体は、本当の悦びを求めていた。

　彼はまた私の目を見て微笑んでから、顔を傾けキスをしてくる。

　柔らかい唇がフワッと触れ合ったあと押しつけられ、チュッと軽くついばまれた。

　吐息が交じり合ったのもつかの間、カイさんは私の下唇に舌を這わせたあと甘噛みしてくる。

「ん……っ、ふ、……う、ぅ……」

　彼の唇と舌とに翻弄されている間、また胸が揉まれる。

　すでに全身にローションが塗られているので、ぬるつきがあって余計に悦楽を得てしまう。

　軽く撫でられただけで乳首が敏感に反応し、私の下腹に強い心地よさが伝わってくる。

「あ……」

　彼はバスタオルを敷いた上に私を優しく押し倒し、膝の裏に手を添えて脚を広げた。

　今度はアイマスクがない状態なので、「見られている」という意識がさらに強まる。

「大丈夫、怖くないよ」

　彼が囁き、微笑んだ。

　そしてカイさんは再度私の秘部に指を滑らせ、自分を受け入れられるかを確かめた。

「あ……」

　絶頂したてで敏感になっている場所に触れられ、私はうわずった声を漏らす。

　彼の指はふっくらと充血した陰唇を確かめ、指を軽く潜らせて膣内も準備ができているかを確認する。

「大丈夫みたいだね」

　軽く笑み、カイさんは一度ベッドから下りると荷物から避妊具の箱を出した。

　あれは今日のためなのかな？　それともプライベート用なんだろうか。

　つい変な事を考えてしまったけれど、ゴムを装着している姿を見るのも珍しくて、ついつい盗み見してしまう。

　そうしているうちに、彼がベッドに戻って閉じていた私の脚を優しく広げた。

「怖かったり、痛かったら言って」

「はい」

　これでやっと処女を卒業できるのだと思うと、嬉しくて堪らない。

　しかも相手は極上のイケメンだ。

　ずっと、〝男性に抱かれて一人前〟という呪いが私を蝕んでいた。

　今の時代、お一人様であっても個人の自由だ。

　むしろ最近ではソロ活が讃美されている。

　今のままの私であっても、世間的には何ら問題はないんだろう。

「その人が幸せなら、他人の生き方に口を挟むものじゃない」と、常識人なら分かっている。

　それでも私は既存の価値観の中で生きている。

　アラサーになり、実家の家族には「恋人はできないのか」と気にされる。

　結婚しろと強制されてはいないけれど、親として子に一般的な幸せを求めているのは確かだ。

　私も結婚したいと思っているし、好きな人との間に子供をもうけ、幸せな家庭を築きたいと思っている。

　だから、その前に〝練習〟をしたい。

　本番で失敗して取り返しがつかなくなる前に、プロにお願いして一通りの経験をしたという事にしてほしい。

　そんな情けない自分に、思わず目に涙が滲んだ。

「怖い？　やめようか？」

　私が目を擦ったのを見て、カイさんが気遣わしげに問いかけてくる。

「……いいえ。……あの、ずるいお願いをしていいですか？」

「どうぞ」

　カイさんは変わらない、温厚で優しい笑みを向けてくる。

「……今後、誰かに初体験の事を聞かれたら、元彼がいてその人としたって説明していいですか？　別れたあと写真は処分した事にして、ご迷惑を掛けないようにします」

「構わないよ。役に立てるのなら何よりだ」

　彼は私の見栄を笑わず、快く承諾してくれる。

　その間、胸やお腹を撫でながら、屹立を私の秘唇に滑らせていたので、少しずつその存在に慣れてきた。

「じゃあ……、あの、……お願いします」

　覚悟を決めてお願いすると、カイさんは私の手を取って甲にキスをした。

「優しくするよ」

　お姫様みたいな扱いをされ、私はもう恐怖心を手放していた。

　彼は私を愛しげな目で見たあと、肉竿に手を添えて亀頭を蜜口に押し当てる。

「少し痛むかもしれないけど、我慢しなくていいからね」

「はい」

　最後まで気遣ってくれたあと、彼は静かに息をついてから腰を進めた。

「ん……っ」

　蜜口に密着していたモノが、ゆっくり侵入してくる。

　指よりもずっと太い屹立を含み、私のあそこが目一杯拡がっているのが分かった。

「あ……っ、いた……っ」

　すぐ下腹部に鈍い痛みが訪れる。

　生理痛を重たくしたような感じで、耐えられない訳ではないけれど、痛い。

　息を吐いて眉間に皺を寄せる私を見て、カイさんは「ごめん」と呟いてからキスをしてきた。

　ちゅ、ちゅと優しく唇をついばまれると、その柔らかな感触に少し気が紛れる。

　痛いと言ってしまってから彼は動きを止めてしまったので、私は彼に向かって微笑んでみせた。

「お願いです。最後までして。大丈夫ですから」

「……ん、分かった」

　彼は小さく頷き、口元で「ごめん」と呟いてから少しずつ腰を進めていった。

　小さく腰を前後させ、愛液のぬるつきを利用して奥を目指す。

　痛い。

　……けど、これでやっと処女を脱する事ができたんだという喜びがあった。

「もう少しで、……奥まで、届くよ」

　カイさんは呼吸を止めては吐き、苦しそうな表情をして私に教えてくれる。

　痛い……はずはないんだけど、つらそうな顔をしていると気になってしまう。

　不安げに彼を見ていたからか、彼が苦笑いした。

「ごめん、紫乃のナカがきつくて気持ちよくて、必死に自分を律していないと、欲望のままに動いてしまいそうなんだ」

　そう言われて、ブワッと赤面してしまった。

　あそこを気持ちいいって言われて、こんなに嬉しく感じるとは思わなかった。

「じゃあ……、好きにして……、いいんですよ？」

　私の体でもっと気持ちよくなってほしい。

　それは、生まれて初めて抱いた女としての悦びだった。

　カイさんは嬉しそうに微笑んだけれど、首を横に振った。

「男の快楽のためなら自分はどうなってもいいなんて、考えたら駄目だよ」

　窘められ、また思いきり赤面してしまう。

　こんな風にどこまでも女性に寄り添ってくれる彼の優しさに、心底感動し喜びを得た。

　彼は浅い呼吸を繰り返し、少しずつ腰を進め、やがて「ぁ……」と色っぽい息をつく。

「奥まで届いたよ。しばらく馴染むまで休憩しよう」

　お腹は相変わらずジンジンと痛んでいたけれど、少しずつ彼の屹立に慣れ始めていた。

　カイさんは私に覆い被さり、頬や額にキスをしたあと、微笑んでから唇にキスをしてきた。

「ん……、ぅ……」

　お腹の中を満たされたままキスをされる事の、何と気持ちいい事か。

　上も下もずっぷりと彼が入り込み、私を支配する。

　微かに腰を動かすとグチュリと淫靡な音がし、耳から興奮した。

　そして舌を絡めるいやらしいキスをし、私は口内で混じった唾液を嚥下する。

　頭の中も、体も、何もかもカイさんで一杯だ。

　──好き。

　本能でそう思って、「初めてを捧げたから好きになるだなんて、なんて単純なのだろう」と心で自嘲する。

（今日が終われば赤の他人になってしまう。それなのに……）

　儚い関係に切なくなるも、これが自分の選択なのだと言い聞かせた。

　ちゅ……、ちゅ……と小さな音を立て、私はカイさんと何度もキスを交わす。

　私たちからは同じシャンプーの香りがして、とてもむず痒い気持ちになる。

　体にかかる僅かな重みに、素肌一杯に感じる彼の温もり。

　どうしてか分からないけれど、肌を晒し合い繋がっているだけで、泣きたくなるほどの安堵と多幸感を得た。

　「いつまでもこうしていたい」と願ったあと、「叶わない」と心で首を横に振る。

　それが切なくて堪らない。

　彼の唇が離れたあと、私は潤んだ目で言葉にならない想いを訴えた。

　けれど今はカイさんを好きだと思う気持ちは封印して、物分かりのいい客を演じるつもりだ。

　だから彼は、私が抱える想いを分かっていないだろう。

　それでいいと思って切なく笑うと、カイさんも微笑み返してくれた。

　やがて蜜壷が屹立に馴染んだ頃、彼はゆっくりと腰を動かし始めた。

「ん……っ、あ……、ぁ……」

　グチュッグチュッといやらしい水音が立ち始め、嫌でも聴覚から興奮していく。

　疼痛が収まった代わりに、私は次第に気持ちよさを得ていた。

　彼が動くたびに蜜洞が擦られ、ゾクゾクと全身に表現しきれない感覚が駆け抜けていく。

「んぅっ、んー、ぁ、あ……っ」

　体の奥から生じる衝動に、私は嬌声を上げ腰をくねらせる。

　心臓はドキドキと激しく鳴り、呼吸も荒くなって彼の事しか考えられなくなっている。

「紫乃……っ」

　彼も熱でかすれた声を漏らし、強い想いの籠もった目で私を見つめてきた。

　カイさんが腰を動かすたびに淫靡な音が立ち、隘路を太竿が前後して私の内側を擦りたてる。

　奥をトントンと亀頭でつつかれると、ほんの僅かに疼痛が残っているものの、じんわりと全身に悦楽が滲んでいく。

　そして享楽を得る感覚が引き上げられ、私はさらなる嬌声を上げた。

「あぁっ、あ！　……っ、あーっ！」

　あそこが……、熱くて堪らない。

　グチャグチャにとろけて煮えたぎって、勝手に彼の肉棒を包んで吸い上げる。

　脳の一部がジンと痺れたようになり、蜜壷が擦られる感覚にすべてが支配される。

　──気持ちいい……っ！

　でも、……もうちょっと、あと少し……。

　そう思っていた時、上体を起こしたカイさんが、結合部から指に蜜をすくい取った。

「ぇ……、ぁ、っきゃあっ」

　何をするのかと思った途端、彼は私の淫玉にその指を這わせ、ヌルヌルと撫でてきた。

「ひ……っ、う、あぁ、あ……っ、あぁああ……！」

　分かりやすい快楽を得て、私は足を跳ね上げた。

　かと思えば足に力を入れて腰を浮かせ、その強い淫悦から逃れようとする。

「駄目だよ、紫乃。気持ちよくなって」

　腰を揺らしてヌチャヌチャと私の最奥を突き上げながら、カイさんは私の淫玉を撫で続け絶頂を促した。

「やぁあ……っ、駄目……っ、だめぇ……っ」

　私は両手でカイさんの手首を掴み、必死に抵抗する。

　すると彼は腰を止め、愉悦の籠もった目で私を見てきた。

「やめる？」

　頬を紅潮させ、呼吸を荒げた彼はこの上なく妖艶だ。

　そんな彼に「やめる？」なんて尋ねられるのは拷問だ。

「いやっ、やめたくない……っ」

　必死に顔を横に振って続きを乞うものの、ズンッと子宮口を突き上げられまた淫芽を撫でられて、すぐに後悔と絶頂の涙が零れ出た。

「────っはぁっ、……あぁ、ああぁあ……っ！」

「く……っ、締まる……っ」

　蜜洞で思いきり彼の肉棒を喰い締め、私は目を見開いて天井を見上げながら、思い切り腰を反らした。

　ビクビクッとお腹の奥が意に反した動きで激しく痙攣し、きつく締まる。

　蜜壷がぎゅうぎゅうと何度も収斂している間、私は頭の中を真っ白にして口端からタラリと涎を零していた。

　すべてが真っ白になって全身が激しく緊張したあと、フ……ッと体が弛緩して大きな波を乗り越えたのを感じる。

「紫乃……っ、ごめん……っ」

　止めていた息を吐いたカイさんは、そのあとさらに腰を叩きつけ始めた。

　今までよりも遠慮のない腰使いでズンズンと最奥を亀頭で打たれ、絶頂したての私はさらなる善がり声を上げてのたうち回る。

「駄目ぇっ、あぁっ、あーっ！」

　蜜壷が勝手に痙攣して止まらない。

　気持ちよさが次から次に襲ってきて、私を逃がしてくれない。

　カイさんは食いしばった歯の間から荒々しい息を漏らし、私の淫玉をさらに捏ねながら深部をズグズグと突き上げてくる。

「……っあぁああ……っ、はぁああ、あ……っ！」

　頭の中が快楽に支配される。

　蜜壷をズボズボと前後する肉棒と、それによりもたらされる享楽、獣のような二人分の呼吸に混じりあう肌の温もり。

　カイさんの汗が私の体に滴り、それだけでも私は鋭敏に悦楽を拾い上げた。

　──気持ちいい……っ！

「……っ、きもちいい……っ、カイさん……っ」

　大きく脚を開いた格好で、私は彼に両手を差し出した。

「紫乃……っ、俺も気持ちいいよ……っ」

　彼は両手を恋人繋ぎで迎え入れてくれ、そのままズンズンと私を突き上げる。

　それまでは淫玉に触れられなければ絶頂できなかったけれど、一度激しく達したあとは快楽のトリガーを得てしまっていた。

「あぁっ、はぁっ、ぁう、あーっ！」

　硬い亀頭が子宮口に当たるたび、私は目の前で火花が散ったような心地に陥り、何度も甘達きを繰り返す。

「紫乃……っ、あぁ、紫乃……っ」

　カイさんも高まりを迎え、余裕のない声で私の名前を呼びながら、ズコズコと私を犯した。

　激しい抜き差しに、私は小さな孔からピュッピュッと潮を漏らしてしまっていたけれど、気付ける余裕もない。

　彼はバチュバチュと激しい音を立てて私の蜜洞を穿ったあと、低く呻いて胴震いした。

「……っ、ぁ、……紫乃……っ」

　カイさんは私を抱き締め、さらに何度か腰を叩きつける。

　私に体重を掛け身動きが取れないようにして、彼は被膜の中にビュルビュルと白濁を吐きだした。

「はぁ……っ、あ…………」

　膣奥がピクピク蠢いて止まらない。

　荒くなった呼吸を繰り返していると、カイさんが私にキスをしてきた。

　味わうようにたっぷり口づけたあと、……ちゅ、と小さな音を立てて唇を離す。

　上体を起こしたカイさんは、しばし繋がったまま私を見つめていた。

　彼は雄の目をしていて、自分が抱いて征服した私を見て支配感を得ているようだった。

　やがて彼は目を閉じて息をつき、ズルリと屹立を引き抜く。

　今まで私の体を満たしてたモノがなくなり、寂しさを覚える。

（もっと中にいてほしかったな……）

　溜め息をついたあと、私は目を閉じる。

　避妊具を処理したカイさんがベッドに戻り、私の隣に寝転ぶとキスをしてくれた。

「……どうだった？」

　尋ねられ、行為中の熱気が落ち着きつつある私は、再び照れくささを思いだす。

「……最高でした」

「なら、良かった」

　彼は囁いて微笑み、またキスをする。

　二人で向かい合って寝転んだ体勢で、しばらく体を休め、思い出したようにキスをした。

　幸せで堪らない。

　そう思うと同時に、少しずつこのデートの終わりを予感する。

「……お店に怒られないんですか？」

　ずっと思っていた事を口にすると、彼が苦笑する。

「バレたら怒られるかも」

「そりゃそうですよね。じゃあ私、言いません」

「ありがとう」

　また優しいキスをし、カイさんは愛しげな目で私を見てきた。

（こんな事をするのも、セラピストだからなのかな。仕事なら、他の女性にも私と同じ事をする？）

　面倒くさい事を考えてしまい、私はそっと息をつく。

　けど、嫉妬してしまうなんて言えない。ドン引きされて面倒な客と思われて終わりだ。

（それなら、少しぐらいつらくても〝いい客〟を演じなきゃ）

　心の中で決意し、私は彼に尋ねる。

「……また指名してもいいですか？」

「勿論」

　カイさんは嬉しそうに笑う。

　その様子を見て「指名を受けるから嬉しいんだろうな」と思ってしまう自分を、とても失礼だと感じ、心の中で溜め息をついた。




　その日はもう一度セックスをして、二人で抱き合って寝た。

　翌朝は美味しい和食の朝食をとって公園を散歩し、ランチのあとに別れる事にした。

　ちょっとお洒落な個室カフェでパスタランチを食べて、御手洗の帰りに清算するつもりで席を立つ。

　用を済ませて化粧を直し会計に向かったけれど、店員に「すでにお連れ様がお支払いしました」と言われてしまった。

「え……？」

　いや、最終的に私に請求がくるんだろうけど、うーん……。こんなもんなのかな？

　てっきり、デートでは都度私がお金を払って、帰り際にセラピスト代を彼に渡すものだと思っていた。

　初めて利用するから、私の理解が間違えていたのだと思うけれど。

　首をひねりながら個室に戻ると、「お帰り」とカイさんが微笑んだ。

　どういうシステムになっているのか聞こうと思ったけれど、その前に彼の顔を見て思わず吐息が漏れた。

　格好いいなぁ……。

　昨日は初対面の上、デートするのに一杯一杯だったけれど、改めて彼を見るととても素敵な人だと心底思う。

　こんな美形の隣にいて、文字通り恋人のように接してくれていたのだと思うと、夢のようだ。

　そして溜め息をつく。

（あのホテル代も相当高そうだったけれど、それも含めとてもいい思いをさせてもらったから、よしとするか）

「どうかした？」

「え？　いえ、……あの、お支払いってどうなっていますか？」

　改めて切り出して、カイさんは「ああ」と初めて気付いた反応をする。

「のちほど店からメールで請求があるから、支払い方法を選択して清算してくれたら大丈夫」

「そうなんですね。分かりました」

　疑問が解決して、私は安堵する。

「また近いうちに連絡させてもらいますね」

　はにかんで言うと、カイさんは嬉しそうに笑った。

「いつでも連絡して。即レスはできないかもしれないけど、メッセージを楽しみにしてる」

「はい」

　席を立ってカフェを出る頃には、別れがたい気持ちに支配されていた。

　もしかしたらこのあとすぐ、彼は別の女性を抱くのかもしれない。

　そう考えるだけでつらくなってしまって、唇が歪む。

「紫乃、また会おう？」

　カイさんが私の頭を撫でてくれる。

　彼の優しさに胸がキュウッとなり、私は涙が零れそうになるのを堪えて頷いた。

「はい……っ」

　絶対また、近いうちに『ＧＩＶＥＲ』へ連絡する。

　固く決意したあと、カイさんを心配させるのは忍びないので、微笑んで別れを切りだした。

「じゃあ、お元気で。ありがとうございました」

「こちらこそありがとう。気をつけて帰って」

「はい」

　手を振ってカフェの前で別れたあと、私は駅に向かって歩きながらため息をついた。

　胸の中を支配しているのはカイさんだけ。

　けれど彼は本当の恋人ではなく、〝仕事〟が終わったらあっさり他人になる相手なのだと痛感した。

　彼のプライベートを聞きたくても聞けない。誤魔化されるのは目に見えているからだ。

　カイさんを困らせるぐらいなら、最初から愚かしい質問はしない。

　決めたのは自分なのに、心の中ではどんどん彼への欲望が大きくなっていく。

（ああ……。ホストに嵌まった気分ってこんな感じなのかな）

　初めは〝客と店員〟という線引きをしていても、次第に甘やかされて自分だけが特別だと思ううちに、本気になってしまう。

　気がついた時にはズブズブに嵌まり、大金を捧げながらも偽りの愛しか返してもらえない現実に苦しむようになる。

（〝分かっている〟うちに本来の目的を果たして、きっぱり関係を終わらせる。それからリアルの婚活をしていかなきゃ）

　目的をはき違えたらいけない。

　男性経験ゼロを克服してから、ある程度異性と付き合った事のある女性という体で、恋人ないし結婚相手を探さないといけないんだから。

　カイさんに本気になったら駄目。

　彼は練習相手で、決して私に本気にならない。

　自分に言い聞かせながら電車に揺られ、帰宅の道のりを歩む。

　けれどどうしても、頭の中は彼と過ごした濃密で甘い時間で満たされていた。




　結局その日の夜は、彼との淫夢を見る始末だった。
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　帰宅した俺は、しばしカウチソファに寝転がって放心していた。

　やっっ………………、て、しまった…………。

　店側の了承を得たとはいえ、紫乃を騙して抱いてしまった。

　いや、騙したというか、彼女は俺をセラピストの石神カイだと思い込んでいる。

　その上で、事前にアツシから教えてもらったサービスで徹底的に彼女を癒やした。

　だから、仮初めのセラピストとしてはきちんと仕事ができたと言える。

　…………ヤッてしまったけど…………。

「ああああああ……」

　俺は両手で顔を押さえ、ソファの上でのたうち回る。

　店は関係なくプライベートだからセーフ!?

　いや、本来なら本番行為ＮＧなのに抱いてしまったからアウト!?

　でも……。

「気持ち良かった……。最高だった。何であんなに可愛いんだ？　この世の生き物か？」

　目を閉じると、紫乃の裸身がくっきりと浮かび上がる。

　肌は白くて柔らかく、掌に吸い付いてくる。

　胸は大きくて張りがあるのに、どこまでも柔らかい。

　触れたら敏感に反応して、可愛い声を上げて……。

「やば……」

　思い出しただけで愚息がすぐに反応してしまった。

　二年前からずっと片想いしていた彼女と、やっと個人的に話す事ができ、立場を偽ってだけれどデートする事もできた。

「……夢みたいだ」

　彼女と過ごしたあっという間の一日を思い出し、俺は切なげな溜め息をつく。

「……けど、どうしたもんか」

　浮かれるのはいいが、一番の大問題から目を逸らしてはいけない。

　彼女は俺を『ＧＩＶＥＲ』の石神カイと思っている。

　それがいきなり、「二年前に入院中に世話になりました、越智です」だなんて言えない。

「看護師として優しくしてくれたから、惚れました」と言ってしまうも同義だ。

　それは、彼女が一番嫌っている恋の始まり方だ。

　ヘタをすれば「元患者で看護師だから好きになった男が、嘘をついて私を抱いたの？　最低！」となる。

　今回の事を話した親友には、「もっと他にやり方があるだろう」と呆れられた。

　まったくもってその通りだが、何せ彼女の日常に俺が接点を持てる機会はない。

　彼女の生活は日勤夜勤があって不規則ではあれど、基本的に仕事中心に回っている。

　休日は友達とスケジュールが合ったら買い物やお茶をして、たまに小旅行にも行く。

　そんな時に偶然を装って外で声を掛け、「お世話になった越智です」なんて言ったら、ただの気持ち悪い男で終わる。

　近年、合コンにはあまり参加していないようで、そこに紛れる訳にもいかない。

　最終的に友達の紹介として登場する事も考えたが、紫乃の友人に『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ　Ｊａｐａｎ』の社長がいるとなれば、もうすでに話題になっているはずだ。

　結局、こんな手しか使えなかった訳だが……。

「あああああ……」

　頭を抱えたまま、俺はホラー映画に出てくるクリーチャーのように低く呻き続ける。

　しばらくもんどり打ったあと、脱力して沈黙する。

「……紫乃がまた連絡をくれるのを信じて待つしかないか。石神カイとして接し、本当の事を話しても受け入れてもらえる信頼を勝ち得るしかない」

　結論はそこに着地する。

　彼女を大切にして誠実に接したいのに、初っぱなから嘘をついて彼女の前に登場するしかできない自分が情けない。

「……好きだ……」

　自分でも、きっかけはとても些細だと理解している。

　入院していて気弱になって、優しくしてくれた看護師に恋をするなんて、古今東西ありふれている。

　それでも、好きで堪らない。

　最初は紫乃の名前しか知らなかった。

　けれど協力者に色々教えてもらううちに、彼女への興味が増していった。

　協力者の望みで食事をご馳走し、ちょっとした物を貢ぐ代わりに、俺は日々紫乃が何をしているのか、メッセージアプリで教えてもらっていた。

　そこには、厳しくも優しい看護師とはまた異なる、一人の女性の日常があった。

　スイーツはチョコバナナのクレープが好きで、最近はバナナジュースに嵌まっている。

　子供の頃から好きなキャラクターがいて、仕事で使っているペンもそのグッズ。

　ポイ活や懸賞も好きで、たまに大きな物が当たると大喜びする。

　患者視点では決して知る事のできない情報に触れ、もっと知りたい。直接会って話をしたいという欲が湧き起こった。

　よくもまあ二年間も我慢できたと思っている。

　協力者が「あなたの事を紹介しましょうか？」と申し出てくれたが、紫乃の反応が怖くて頷けなかったのは、俺の弱さのせいだ。

　断ってしまったのに、今さらやっぱりなんて言えない。

「自分で道を切り開いていくしかないんだ。誠実に接して、やっぱり駄目だったらその時にまた考えるしかない」

　ここまで強く女性に惹かれるのは初めてだった。

　父は政治家、母は老舗の旅館のお嬢様という家庭環境で、俺は政治家となる事を期待されていたが、頑なに断った。

　父を見て育ち、政治家の妻として母がどれだけ苦労しているか、俺や弟妹がどんな思いをしたか知っているからこそ、同じ道は歩みたくないと思っていた。

　海外の大学を出て『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ』のアメリカ本社に入り、実力を認められ今は日本支社の社長をしている。

　そこまでの地位に就けた事に、両親もある程度の納得はしている。

　仕事の問題が解決したと思いきや、今度は結婚の問題が浮き彫りになってきた。

　両親はどこから見つけてきたのか、暇さえあれば「このお嬢さんはどうだ」と連絡し、うっかり実家に帰れば見合い写真や釣書がある。

　見なかった事にして慌てて自分のマンションに戻り、母からの「お見合いしない？」のメッセージを悉く断る日々を送っていた。

　家族で食事をすると言われてレストランに向かえば、知らない家族も同席していて、代議士のお嬢さんや大企業の社長令嬢などを紹介される。

　勿論正式な見合いではないけれど、「気が合ったならお友達から始めてみたら？」と周囲に促され、徐々にごまかしが利かなくなってきていた。

　彼女たちが悪い訳ではない。

　ただ、親のいいなりになって、準備された人と結婚し、決められた道を歩くのが嫌なだけだ。

　せっかく政治家にならず自分の手で今の地位を得たというのに、これからの人生を共に歩む女性を他人に決められたくない。

　怪我をして紫乃に出会ったのは、『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ　Ｊａｐａｎ』の社長に就任してすぐの事だった。

「この女ひ性と、いいな」とピンときたあとは、もう彼女の事しか考えられなかった。

　勿論、初めは表面的な情報しか知らなかった。

　それでも協力者から聞く彼女の内面を知るたび、「この人とならいい付き合いができるんじゃないか」という期待を持ち始めた。

　……まぁ、それも、友人から言わせれば〝勝手に妄想を膨らませているストーカー〟で、悔しい事に何も言い返せない。

「……もっと、紫乃を知りたい……」

　ソファに寝転がったまま、俺は天井を見て呟く。

　俺は自分を、性欲もその他の欲も、割と薄めの人間だと思っていた。

　嫌みとも取られかねないが、裕福な家に生まれ、常にある程度のものに恵まれていた。

　勉強をしたし体を鍛え、人に好感を与えられる人間になれるよう努力した。

　女性と付き合っても本気になれず、相手との気持ちのバランスが取れなくなり破局になった過去がある。

　それを「遊ばれた」と吹聴される事もあり、付き合って相手を傷つけるなら最初から女性に近づかない選択をした。

　そして、これという人ができるまでは、仕事に集中しようと決意した。

　そんな俺が、周囲にストーカーと呼ばれるまで紫乃に固執している。

　自分でもどういう心境の変化なのか理解できていないが、ここまで好きになれたのなら、後悔しないように行動したい。

「会いたいな……」

　数時間前に別れたばかりなのに、俺は握っていた紫乃の手の柔らかさを思いだし、早くも彼女が恋しくなっていた。







第四章 テーマパークで








「ふぅん。初めての利用にしては、いい体験になったんじゃないの？」

　私は奈央と一緒にランチをして、ブラブラとショッピングをしたあと、落ち着けるカフェで先日の事を話していた。

　勿論、恥ずかしいからプレイ内容などは言わなかったけれど、初体験が夢のように素晴らしいものだったと伝えた。

　勿論、カイさんが不利な立場にならないように、私と彼の関係については秘密厳守をお願いする。

「そうなんだよね。ちょっと偏見はあったんだけど、普通にいい思いができた。世の中には結構、男性と縁がない女性っていると思うんだよね。誰もが積極的に恋ができる訳じゃないし、色んな事情を抱えていると思う。けど、一時的にしろ素敵な男性に愛されたいって願う事は、誰にも責められるものじゃないと思う」

「分かる。大病が理由で、二十代や三十代の結婚適齢期を逃している場合もある。それは絶対にその人のせいじゃない。家庭の事情や色んな理由で、男性恐怖症になった人だっていると思う。既婚者の利用は賛否両論あるだろうけど、若々しい気持ちを味わいたいって思う女心も理解できる」

　カイさんが言っていた〝色んな事情のある女性〟を、奈央は理解してくれている。

　だから最初に私が女性向け風俗を使うって言っても、それほど反対しなかったんだろう。

「実際に利用してみて、本当に良かったって思った。あんな風に優しくしてくれる男性には、普通はなかなか出会えない。もしそんな人がいたら、あっという間に誰かのものになって結婚してると思う」

「確かに。婚活してる友達が言ってたけど、いい人ほど先に売れるって。顔が良くても年収が高くても、残っているっていう事は、何らかの事情がある人だって言ってたわ」

　世の無常を感じ、私は思わず「なむ」と手を合わせた。

「だよねぇ……。私、相手見つかるのかな……。風俗利用してる場合じゃないかも」

「確かにそうだけど、そう切羽詰まらなくても大丈夫なんじゃない？　早く結婚してなんぼとか、少しずつ昔の価値観になってきてる。仕事が好きなら没頭するのも一つの生き方だし、そんな紫乃をいいと思ってくれる人が現れるまで、自然体でいるのもいいのかもしれないよ？」

　奈央は肯定的に言ってくれるけれど、不安はある。

　溜め息をついてコーヒーの残りを飲んだ時、「あ、そうだ」と彼女が何かを思い出して声を上げた。

「こんな話をしていてアレだけど、私、彼氏と十一月の連休にウィズリーランドに行く予定なんだけど、一緒に行かない？　彼氏が『紫乃ちゃんもどう？』って言ってるんだけど」

「う……っ」

　い、行きたい……！

　非日常を体験できる夢の国は、幾つになっても大好きだ。

　仕事が忙しくて頻繁には行けないけど、機会があればぜひ行きたい。

　……彼氏となら最高……。

「行きたいけど……。でもなぁ……、相手が……」

　大きな溜め息をついた時、奈央がケロッとして言う。

「その石神さん？　誘えばいいじゃん。私が黙ってれば〝紫乃の彼氏〟で通じるし、問題なくない？　紫乃だって大好きなランド、彼氏と楽しみたかったでしょ？」

「そうだけど……。あれっ？」

　その時、「またお金かかりそうだな」とリアルな事を考えてしまって、大切な事を思いだした。

「どした？」

「先日のデート代、まだ支払ってない」

　カイさんからは支払いのメールがくると言われていて、大人しく待っていた。

　けれど、日々仕事をして忙しくしているうちに紛れてしまって……。

「ヤバい！　ちょっとお店に連絡してみてもいい？」

「いいよ」

　私は奈央に断りを入れ、バッグからスマホを取りだすと店に電話を掛けた。

　数回のコール音が鳴ったあと、『もしもし〝ＧＩＶＥＲ〟オーナー佐さ々さ木きでございます』と返事があった。

「もしもし、先日石神カイさんとデートさせて頂きました、三浦と申します」

　分かるかな？　と思って切り出したけれど、オーナーさんはすぐに理解してくれたようだった。

『三浦さまでございますね。先日はどうもありがとうございました。本日はどうなさいましたか？』

「石神さんから、清算は後日メールで連絡がくると言われていたのですが、まだきていないんです。未払いの状態なので、きちんとお支払いしたくて……。連絡が遅くなってしまい、申し訳ございません」

　焦って訴えたけれど、オーナーさんはキョトンとした声で返事をした。

『石神から当日に料金を受け取っておりますが？』

「…………え？」

　…………あれ？

　ん？　あの日、私は彼に支払わなかったはずだけど……。

　当日、料金に見当を付けて封筒にお金を入れ、バッグに入れておいた。

　それを別れ際に渡そうとしたのだけれど、カイさんにメールの話をされたから「あ、そうなんだ」と納得してしまった。

　……という流れをオーナーさんに説明したんだけれど、彼も主張を変えない。

『そう仰られても……。店が二回分の料金を受け取る事になってしまいます。ですので、お受け取りいたしかねます』

「……ですよね……」

　店の立場が悪くなると言われると、それ以上強く言えなくなる。

「あの、もし万が一、手違いなどありましたらいつでも連絡してください」

『承知致しました。ご丁寧にありがとうございます』

　それ以上話をしても平行線になってしまうので、一旦電話を切った。

「どーした？」

　手持ち無沙汰にスマホを見ていた奈央が、顔を上げ私を見る。

「……いや。私は支払ってないのに、お店側はカイさんからお金を受け取ってるって言い張っていて……。本当に支払ってないのに、どうしよう……」

「あのさ、思うんだけどカイさんが自腹で出したんじゃない？」

「えっ？」

　思いも寄らない事を言われ、私は声を上げる。

「向こうも仕事でやってると思うけど、個人的にサービスしたいって思う相手は別なんじゃない？　ほら、タクシーの運転手さんとかでも、おまけしてくれるとかあるじゃん」

「確かに……、それは聞くけど」

「カイさんは個人的に紫乃を気に入っているのかもよ？　それで、お金抜きの関係になりたいって思ってるのかもしれない」

「それは……、願ってもない事だけど……」

　ためらいがちな私の反応を見て、奈央は気持ちを確認してこようとする。

「なーに？　好きになりかけてたんじゃないの？」

　尋ねられ、私は言葉を詰まらせる。

「確かにカイさんの事は好き……だけど、初めてをもらってくれたから、思い入れがあるだけだと思う。もし彼が私を〝客として〟特別扱いしてくれていても、それ以上の関係は望んでいないんじゃないかな。『ちょっと一回分奢っただけで勘違いするな』なんて言われたら立ち直れないよ……」

　それに、こういうのはホストによくある手段だって聞く。

　本当ならお金が掛かるのに、「○○ちゃんだけ特別だよ」と無料にしてくれる。

　それで恩を感じ好意を抱いた女性客は、次回以降「前回のお礼」と言って沢山お金を使う。

　そうやって優しさを見せて心理的な揺さぶりをかけ、最終的にはずっぷり嵌まらせてお金を取る……なんてのもあると聞いた。

　カイさんがどんなつもりで支払ってくれたのかは分からない。

　でも、「うまい話には裏がある」のが世の中の常だ。

「今回はお金は払わなくていいって言ったの、オーナーから言質を取ったんだから堂々としていれば？　お金の事で疑問があるなら、その石神さんに直接聞けばいいんじゃない？　ついでにランドの事も聞きなよ」

「それはそうだけど……」

　どことなくスッキリしないまま、次も指名してしまっていいんだろうか？　という気持ちになる。

「何なら、今連絡してみたら？　日曜だし相手も休みかもよ？」

「いや、日曜だからこそお客さんがいるんじゃない？」

「メッセージ送るぐらいならいいでしょ。返事ができる時にすればいいんだし」

「……そうだね」

　私は息をつき、またスマホを手に取ると石神さんへメッセージを打ち始めた。

『こんにちは。お久しぶりです。二つお話があります。一つは前回の支払いについて疑問があるので、お話を聞かせてください。もう一つは、十一月の連休に友人カップルと一緒に、ランドへダブルデートできませんか？　という依頼です。詳細について話せそうな時間ができましたら、連絡をください』

　何回かに分けて送ったら、パッと既読がついた。

（あっ）

　その瞬間、私はドキッとして赤面する。

『こんにちは、石神です。連絡ありがとう。もし、今かけても大丈夫なら電話をしてもいい？』

　私は奈央に尋ねる。

「石神さんが電話したいって言ってるんだけど、いい？　長電話はしないから」

「いいよー。気にしないでゆっくり納得いくまで話しなよ」

「ありがとう」

　奈央にお礼を言ってから、私は席を立った。

　お店に連絡するぐらいなら大丈夫だけど、好きな人と電話しているのを友達に見られるのはちょっと恥ずかしい……。

　お手洗い近くの人気のない場所で、私はカイさんに『電話、大丈夫です』と返信を打った。

　するとすぐに、アプリの電話が掛かってきた。

　急に緊張してドキドキと胸が高鳴り、震える息を整えてから、私は「はい」と電話に出た。

『もしもし、紫乃？　連絡くれてありがとう。嬉しかった』

　カイさんの声がする。

　もうそれだけで、色々不安になっていた気持ちがすべてフワッと飛んでいきそうになった。

　でもそれを受け入れてしまっては、セラピスト沼にズブリなので、心の中でブレーキを掛ける。

「私もまたお話できて嬉しいです」

　それでも自分の声が弾んでしまい、ワントーン高くなっているのが分かる。

　あああ……、もう。すっかり恋する乙女みたいになっちゃって……。

　自分で自分にツッコミを入れるも、カイさん相手にドキドキしないなんてあり得ない。

『まず先に、不安になっているだろうから先日の料金について話そうか』

「はい、お願いします」

　ランドのデートでまた指名が入って嬉しいと言うより、彼は先にきちんと料金についての不安を解消してくれようとする。

　そこがまた誠実で好感が持てた。

『……謝らないといけないんだけど、紫乃に嘘をついた』

「えっ？」

　けれど嘘と言われ、少しドキッとする。

『先日はごまかしてしまったけれど、君は料金を支払わずに施術を受けた事になっている。でも店が納得しているのは本当だ』

「……じゃあ、やっぱり……」

　支払わないといけないと思い、急に不安になってきた。

『こう言って信じてもらえるか分からないが、俺は紫乃を個人的にとても好きになってしまった。だから、店の客として金を払って俺を〝買ってもらう〟関係が嫌になった。だから、先日のデート分はすべて俺が出した』

「……え……？」

　ドキン……と胸が鳴り、思考が一瞬止まってしまう。

　それって……。

　図々しい「もしかして」を考えようとして、現実的なもう一人の私が「ある訳ないでしょ」と打ち消す。

『紫乃に惚れた。だから、金銭抜きの付き合いをしたい』

　ストレートな言葉を向けられ、呼吸が止まったかと思った。

　カフェの喧噪や、店内ＢＧＭがあるのに、ドッドッドッ……という自分の鼓動しか聞こえていない。

（嘘でしょ？　……だって彼はセラピストで、仕事として私と接している訳で……）

　どうしてこんなにも嬉しいのに、素直に受け入れられないんだろう。

　こうなるのは、私の男性経験のなさと、自己肯定感の低さが原因だ。

　何も言えず、何と言ったらいいのか分からず、私は意図せずに沈黙してしまった。

『……紫乃？』

　カイさんが心配そうに声を掛けてきて、ハッと我に返る。

「ご、ごめんなさい。びっくりしちゃって」

『そうだよな。初対面で、しかも客とセラピストっていう関係なのに、いきなり惚れたなんて言われたら気持ち悪いよな』

「そうじゃないです！　気持ち悪くなんてありません！」

　カイさんが気持ち悪いだなんてとんでもない！

　逆にその言葉に驚いてしまったので、そこは強めに否定しておいた。

『そ、そうか？　……じゃあ……』

「あの、ちょっと待ってほしいんです。私もカイさんの事は素敵だなって思っていて、本気で付き合えたら……なんて思ってしまっていました。嬉しいです。それはまず伝えたいです」

『分かった。ありがとう』

　嬉しいと言ったからか、カイさんの声から緊張が取れたように思えた。

「でも私は客であなたはセラピスト。どこまで深入りしたらいいのか分かりませんし、あなたがどこまで本気なのかも分からないんです。……信じていない訳じゃないです。でも、お話したように、私は男性ときちんと付き合った経験が足りません。二十七歳にもなって浮かれてプロの男性に本気になって、捨てられて傷付いて、婚活もできなくなる……とか、避けたいんです」

　嬉しいけれど、そこは現実的にならなければいけない。

　彼が私を好きになってくれた！　と一気に喜びが増した分、グッと冷静になってしまった。

　カイさんは少し沈黙したあと、苦笑した。

『そうだよな。慎重になるのは無理もない。その考え方は正しいと思う。ただ、俺は誠意を伝えたい。だから次から俺に連絡をする時は、店を通さなくていいよ。〝恋人未満の男女〟として、いつでも個人的に連絡をくれたらと思っている』

「分かりました」

　そのあとは奈央と彼氏を含めて、四人でのランドデートの話題になり、スケジュールを確認したあと電話を切った。

　スマホを手に席に戻りながら、私は古典的にも自分の頬をつねっていた。

（……痛い……）

　席に戻ってすぐ奈央に報告せず、ぼんやりしていると、彼女が目の前でサッサッと手を振った。

「おーい、大丈夫？　金銭トラブル発生？」

「あっ、そ、そうじゃない」

　私は慌てて否定し、カイさんとの電話の内容を教えた。

「ふぅーん？　良かったじゃん。晴れて両思いでしょ」

「うん……。そうなんだけど……」

　素直に喜べばいいのに、疑ってしまう自分がいる。

　それを察した奈央が、テーブルの上にのった私の手をポンポンと叩いてきた。

「分かるよ。でもさ、お金を求められないならそれを信じて、普通に付き合えばいいじゃん。その過程で信頼していくのもアリだと思うよ」

「そうだね……」

「とりあえずせっかくのランドなんだから、楽しもうよ」

「うん」

　気持ちを切り替え、それから私は奈央とスマホを見ながらランドのどこに行きたいかなどを話し合った。
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　料金の事はすぐにバレると思っていた。

　そこから綻びが生まれるのは分かっていたけれど、デートして彼女に金を払わせるなんてできない。

　むしろ彼女とデートできるなら、喜んでお支払いさせて頂きたい。

　金については何も問題ないと思っていたが、彼女からすれば無料でサービスを利用してしまった気持ちになり、落ち着かないだろう。

　好きになったと告白して金は要らないと伝えても、セラピストである俺の言葉をどこまで信用してくれるか分からない。

　オーナーの佐々木さんには「店が関わらないのなら私は関与しませんので、ご自分で頑張ってくださいね」と言われ、その通りだと思っている。

　惚れた女性にアプローチするぐらい、一人でできなければ駄目だ。

　店には導線を貸してもらったと思っている程度で、あとは個人的に彼女に自分の気持ちを伝え、信じてもらうしかない。

　電話越しに惚れたと告げ、彼女が喜んでくれたのは伝わった。

　だがそれを表に出せないほど、動揺して不安になっているのも手に取るように分かる。

　こうなったきっかけは、本名で彼女に迫れなかった自分の弱さにあるから仕方がない。

　けど、きっとうまくいく。

　信じて突き進み、誠実に接し、努力するのみ。

　愛しているなら、相手もきっと想い返してくれるなんて、ストーカー的主張はしない。

　自他共に認めるストーカーであっても、できる限り常識的、理性的でありたい。

　もう自分の恋が正しいのか、間違えているのかすらも分からない。

　ただ、何でもいいから紫乃がほしい。

　彼女に愛を伝えて、想い返されたい。

　その一心を抱えて、俺はスケジュールを確認した。
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　ダブルデートの前にも、カイさんとは何度か会った。

　二回目のデートはハロウィンがある週末だった。

　昼間は映画を見てショッピングデートをして、ホテルでハロウィンをテーマにしたアフターヌーンティーを楽しみ、ディナーはコース料理をご馳走になった。

「本当にお店に連絡しなくても会ってくれるんですね」

「怪しいって思うのは分かるよ」

　メインの鹿肉のローストを食べ終えたカイさんが、ナプキンで口元を拭って笑う。

「でも、どんなに仲のいいカップルや夫婦でも、出会いだけは選べないと思うんだ」

「確かに……、そうですね」

「君が安心するなら、もっと素敵な出会い方をしたかった。でも俺は、セラピストとして登場するしか、君の人生に入り込む事ができなかった」

　そう言ったカイさんがとても悲しそうだったので、私は自分が彼に不信感を持っている事に罪悪感を覚える。

「そんな事言わないでください。……私だって、お店に頼るしか男性と接点を持てなかったんです。カイさんだけが悪者になる必要はありません」

　彼にそう言ったあと、私は自分の言葉に深く納得した。

（そうだ。私から先に『ＧＩＶＥＲ』を利用しておいて、彼を疑っているなんて言う資格はないんだ。好きになってくれたのに個人として見ず、いつまでもセラピストだと思う事でカイさんが不安になる可能性だってあるのに）

　自分一人が被害者と思い込む感覚に嫌気が差す。

（怖いのは二人とも同じなんだ。愛してもらいたいと思うなら、自分から彼を愛して信じないと）

　カイさんの事を考えていると、鏡で自分を見ているような心地になる。

　恋に臆病になっていて、相手が何を考えているのか知りたくて、でも少し疑ってしまう。

　心の底では誰よりも愛を渇望しているのに、自分が抱えた事情により大胆になりきれないでいる。

　私がそう言ったからか、カイさんが柔らかく笑った。

「じゃあ、店や客、セラピストとかは、一旦忘れないか？　一個人として話して、恋人として相応しいのか見極めてもらいたい」

「そうですね」

　頷いた私には、もう一つ思うところがあった。

　石神カイという名前は、セラピストとしての仮名だ。

　本名が別にあり、普段はどこかの会社で働いているのも分かっている。

　それを聞きたい気持ちはあったけれど、私自身がその一歩を踏み込むのを恐れていた。

（今はまだ聞かないでおこう。きちんと本気でお付き合いするって決まった時にでも聞けばいい。今すぐ本名や職業を知らなくても、何も差し支えはないもの）

　そう思った矢先、カイさんがいきなりぶっ込んできた。

「俺の本名や職業など、話した方がいい？」

「ちょっっっ……と、待ってください！」

　言われた瞬間、私は彼に向けて両手を突きだしていた。

（危なかったー！）

　目を丸くした彼に、私はデザートのガトーショコラをつつきながら言う。

「……あの、それなんですが、まだ先にしませんか？　多分、聞いてしまったら後戻りできなくなると思うんです。あなたが現実世界のどこに所属している人なのか知ってしまうと、仮に私たちの関係が破綻してしまったあとでも、気になって仕方なくなります。もう大丈夫って太鼓判を押せる関係になれたら、ぜひ教えてください」

　我ながら臆病だと思うけれど、慎重にいきたい。

　そんな我が儘も、カイさんは受け入れてくれた。

「分かった。紫乃の満足いくまで付き合って、知りたいと思ったら聞いてほしい」

「ありがとうございます」

　彼から告白されて初めてのデートは、そんな感じだった。

　勿論、大人のデートなのでそのあとも都内の高級ホテルに泊まって、たっぷり愛し合ったのだけれど……。

　けど、セラピストとしてじゃないからか、その時から音楽を掛けてマッサージはなくなった。

　普通の恋人のように、一緒にお風呂に入ってキスをして、愛撫されて挿入される。

　むしろその方が自然な行為に思えて、彼との関係にリラックスできたのは確かだった。

　カイさんは、「望むならいつでもマッサージもするけど」と言っていたけれど。
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　十一月の連休のダブルデートまで、カイさんとは三回デートした。

　すっかり二人で過ごすのも慣れてきて、毎日メッセージし合うのも楽しいひとときになっている。

　けれど、やっぱりどことなく「こんなに素敵な人が本当に私の彼氏でいいのかな？」という疑問はある。

　どんどん彼を好きになり、会えない日は思い出して切なくなってしまうほどだ。

　カイさんの事を考えるだけで胸がキューッとなる。

　本業について今はまだ知りたくないと言ったけれど、もしかしたら仲のいい女性の同僚とかがいるかもしれない。

　ううん、あれだけ格好いいなら、普通に外を歩いているだけで逆ナンされてもおかしくない。

　謎が多いからこそ、私は妄想を膨らませて一人で苦しむという愚かな行為をしてしまった。




　そしてダブルデート当日、私はテラコッタカラーのトップスに、デニム地のオーバーオールワンピース、動きやすいようにスニーカーという格好で待ち合わせ場所に向かった。

　ワンピースのスカートはプリーツの合間がチュールになっていて、ゴワつかず動きやすい。アウターはベージュのモコモコブルゾンを羽織っていた。

　私はカイさんの運転する車で、奈央は彼氏の車でそれぞれ現地に行き、開園の十時に合わせて十五分前にはエントランスで待ち合わせになっていた。

　私は高円寺駅近くに住んでいるので、車で拾いやすい場所まで行くと言ったのだけれど、結局彼が家まで迎えに来てくれた。

　デートを繰り返すうちに家まで送ってくれるようになり、彼も私が住んでいる賃貸マンションの場所を知っている。

「おはようございます！」

　マンション前に止まったのは、国産の白い高級ＲＶ車だ。

　普通の会社員にしては凄い車で、初めて彼の車を見た時は「カイさんの職業って……？」と思ってしまった。

　そもそも、初めて会った時から、高級ホテルでのデートをポーンと奢ってくれた。

　金銭的なものは彼がすべて負担してくれると判明した時から、「お金持ちなのかな」とは感じていた。

　けれど「今は知りたがらない」と言ったのは自分なので、気にしないよう努めたい。

「おはよう」

　運転席に座っているカイさんは白いロングＴシャツに黒いテーパードパンツ、その上にインディゴブルーのモッズコートを着ていた。

　シンプルな出で立ちなのに、本人がモデルみたいに格好いいので何を着てもさまになる。

「今日も可愛いね」

　助手席に乗り込んでシートベルトを締めると、サラッと朝から甘い言葉を頂いてしまった。

　うう、私だって「今日も格好いいですね」って言いたかったのに……。

　でもあとから便乗して褒めたら、バカップルみたいになってしまう。

　付き合い慣れていない私にはハードルが高い。

　なので赤面してモジモジとして、「あ、ありがとうございます……」とお礼を言うに留まってしまった。




　運転中は楽しくおしゃべりをして過ごした。

　事前に奈央ともランドのマップや、ネットの記事を見てどこに行きたいという相談はしていたけれど、男性陣の意見は聞いていない。

　カイさんも勿論、家族でランドに来た事は何度かあるみたいだ。

　けれど大人になってから誰かと個人的に……はないようで、少し嬉しくなった。

　駐車場に車を停め、奈央たちと待ち合わせしている場所に向かって歩いていく。

　スマホで彼女に電話を掛けると、すぐに『着いたー？』と奈央の声がした。

　奈央に誘導され、すぐに二人と合流する。

「初めまして。紫乃の彼氏の石神カイです」

　カイさんは人当たりのいい笑みを浮かべ、奈央と彼氏の浩ひろしくんに挨拶をする。

「へー！　これが噂の……」

　奈央はカイさんを見てニヤニヤしている。うう……。

「初めまして、井いの上うえ浩です」

　浩くんがカイさんに握手を求め、二人でニコニコ笑い合う。

　奈央の彼氏の浩くんは、彼女の幼馴染みのお兄さんらしい。包容力のある優しいタイプで、活発な彼女を包み込む感じだ。

　奈央は今でも「付き合い」と言って合コンに参加しているけれど、本当は嫌だろうに許している心の広い人だ。

　奈央も新しい出会いを求めている訳じゃなくて、単純に飲み会が好きで、誰かをくっつけたいというお節介な心から参加していると、浩くんにも説明しているらしい。

　合コンに参加した時も「私は彼氏いるから」と明言し、飲み会が終わったら浩くんの迎えが来て仲良く帰っている。

　何とも妙な関係だけれど、ラブラブなんだそうだ。

　けれど以前に浩くんから婚約指輪の相談を受けたので、奈央が合コン通いをするのももうそろそろ終わりかなと思っている。

「今日と明日、宜しくお願いしまーす」

　私たち四人は挨拶し合ったあと、話しながら開園を待った。




　そのあと、ランドでのデートはとても楽しかった。

　東京の現実世界とはまったく異なる夢の国で、何回も写真スポットでカイさんや奈央たちと記念撮影をした。

　お土産の買い物は明日するとして、まずはアトラクションに乗りまくる！

　人気のある絶叫系には早くから並び、３Ｄを楽しむタイプ、お化け屋敷、定番のコーヒーカップや船にも乗った。

　ランチにはパスタを食べ、合間にもお菓子や飲み物をつまんだ。

　夕方になってクタクタになり、夕食をとったあとパレードを見に行った。

　なお、大きめの荷物は先にホテルに預けている。

　パレードはまだ始まる前で、どこなら綺麗に見られるかな？　とウロウロしていた時……。

「越智さん？」

　女性の声がしたが、最初、私は自分たちとは違う第三者を呼んでいる声だと思って無視をした。

　けれどカイさんが立ち止まったので、「え？」と驚く。

　カイさんが強ばった顔で見ている先には、身なりのいい女性が、友達らしい女性とキャラクターのカチューシャを被った姿で立っていた。

　彼は表情を強ばらせたあと、動揺して私を見る。

「……越智……さん？」

　それがあなたの名前なの？

　覚悟していない時にいきなり彼の本名を知り、私はポカンとしている。

　同時に、カイさんの本名やリアルの情報を知るなら、彼に直接教えてもらいたかったな、と悲しみを覚えた。

「すみません、人違いじゃありませんか？」

　カイさんは女性に微笑みかける。

「ですが……」

　女性はなおも食い下がり、カイさんと私を見比べてくる。

「俺は石神カイと申します。恋人と一緒に来ていますので、すみません」

　カイさんが強めの口調で言うと、彼女は引き下がった。

「……そう、ですか。石神さんね。……すみません。人違いをしたみたいです」

　そのあと、彼女は特に騒ぐ様子もなく友人と一緒に去っていった。

　奈央たちは少し離れた所で雰囲気良く話し込んでいて、今の出来事に気付いていない。

　私は何と声を掛けたらいいのか分からなくて、その場で立ち尽くしていた。

「……紫乃、ごめん」

「……いいえ」

　彼に謝られ、私は首を横に振る。

　奈央たちはここでパレードを見ると決めたらしく、私たちもそこに落ち着いた。

　やがてネオンをピカピカ光らせた山車が通り、ダンサーたちが素晴らしい踊りを見せて前を通っていく。

　私は表向き笑顔で手拍子をしていたけれど、心の中では少し落ち込んでいた。

　まるで楽しみにしていたプレゼントの中身を、悪意のない第三者に教えられた気分だ。

　彼の名前を知りたがらなかったのは、私の意思だ。

　カイさんだって知り合いに遭遇するとは思わなかっただろう。

　誰にも非がないからこそ、私はモヤモヤを抱えたままパレードを眺めていた。







第五章 伝えてしまった気持ち








「疲れてない？」

　ホテルに戻ったあと、カイさんが尋ねてくる。

　フロントで荷物を受け取ったあと、奈央たちはフロアが違うので、エレベーターの途中で別れた。

　私たちの部屋は九階にあり、ゴンドラの中で会話を続ける。

「さすがにクタクタです。カイさんは？」

　彼が〝越智さん〟という名前なのは知ってしまったけれど、私は石神カイさんとして接し続けた。

　パレードを見ている間に問題が解決した訳じゃない。

　けれど、せっかくの夢の国でのデートなのに、不機嫌になって空気を悪くするのは大人のやる事ではないと自分を律した。

　聞きたいなら、あとから気持ちを切り替えて聞けばいい。

　カイさんだって安くないお金をかけてデートしてくれているのに、その厚意を無下にする行為をしてはいけない。

「俺は……」

　彼は何か言いかけたあと、微笑んで私の耳元に顔を寄せてきた。

「紫乃を抱けるぐらいは元気」

「！」

　その一言でカーッと赤面した私は、無言で彼の腕を軽く叩いた。

　カイさんは嬉しそうにクスクス笑い、私の肩を抱いてくる。

　……好きだなぁ。

　何だかんだ言って、好意を示してくれるとキュンとしてしまう。

　優しいし、今日のデートだってさりげなく気を使ってくれて、とてもスマートだった。

　これ以上の人はいないと思う。

　気持ちは七割以上、「彼と本気で付き合いたい」と思っていた。

　けれど、どうしても不安がある。

（ここまできて、なんて臆病なんだろう）

　仕事ならもっとテキパキ働ける。

　合コンで嫌な事を言われたらハッキリ「嫌です」と真顔で伝えた。

　だから自分がこんなに女々しいと思わず、少し驚いている。

　彼に気付かれないように息をついた時、エレベーターが九階に着いた。

　カイさんがカードキーで部屋のドアを開けたあと、私はあんぐりと口を開いた。

「すっご……」

　最上階だなとは思っていたけれど、まさかスイートルームだとは思わなかった。

　重厚感のある木製の家具があり、精緻な模様のカーペットが敷き詰められている。

　カーテンもダマスク柄というのか、とても細やかで上品、かつ高級感のある柄だ。

　上部にはドレープになり、その下にたっぷりとしたギャザーカーテンがタッセル付きの紐で纏められている。

　ランプはアンティーク調。ベッドは当然のようにキングサイズで、照明に照らされて品のあるゴールドのベッドカバーがほんのり輝いていた。

　枕元には天蓋がついていて、フリンジのついた飾りがヘッドボードを豪華に演出している。

「バスルームも広いよ」

　私がぼんやりとして部屋を歩き回っている間、カイさんは先にバスルームをチェックしたようだ。

　言われてそちらに行き、思わず声が出る。

「わぁ……」

　一面大理石のバスルームはとても広い。

　窓際に円形のジェットバスがあり、壁際にはパネルがある。

　同じ空間に広々としたガラス張りのシャワーボックスがあり、壁にはランドのモチーフをあしらったモザイクタイルがある。

　どこもかしこもお城みたいで、本当に夢みたいだ。

　ポーッとして立っている私の肩を、カイさんが抱いてくる。

「気に入った？」

「気に入り……ました、けど。一泊なのに……」

　一泊幾らなんだろう？　とすぐ考えてしまう庶民的な自分が恥ずかしい。

　すると、カイさんがギュッと私を抱き締めてきた。

「紫乃と出会って一か月ぐらいだけど、まだ会うのは五回目だ。貴重なデートなんだから、俺だってやる気を見せるよ」

「んふふ、やだ。やる気って」

　思わず笑い出すと、彼も笑顔を見せる。

　やがて彼は私の頭を撫で、チュッとキスをしてきた。

　まだ微笑んでいる私を見て、彼も悪戯っぽい表情になり、「笑ったら駄目だよ」と言うように可愛らしいキスを繰り返す。

　キスはどんどん深くなり、私は切ない吐息をついて彼の唇をついばみ、差し込まれた舌をちう……と吸った。

　その間、カイさんは私の服に手を掛ける。

　ワンピースを脱がせ、トップスの裾から手を入れてプツンとブラジャーのホックを外す。

　私も彼の服に手を伸ばし、床の上にカイさんのコートやロングＴシャツが落ちていく。

　彼は上半身裸、私はブラジャーを腕に掛け、下はショーツ一枚という姿で、何度も舌を絡めていやらしいキスをした。

「ちょっと……、待って」

　カイさんは私の頭を撫でてもう一度チュッとキスをすると、ジェットバスのお湯を入れるために壁にあるパネルを操作した。

　それから自分のベルトに手を掛け、ズボンを脱いでしまう。

「一緒にシャワー入ろう」

　手を差し出され、私は頬を染めて頷くと、自分で残る下着を脱いだ。




「ん……、ん、ぅ……」

　お湯がたっぷり入ってボコボコと泡が出ているジェットバスで、私はカイさんといやらしいキスを交わす。

　メイクを落として歯を磨き、シャワーボックスでお互いの髪と体を洗い合ったあと、私たちはお湯の溜まったお風呂に入っていた。

　窓の外にはライトアップされたランドが幻想的に浮かび上がり、特別な気持ちになる。

　彼は私の胸を揉み、指先でコリコリと勃起した乳首を転がしてくる。

　カイさんと向かい合わせになって腰を跨いでいるので、下腹部には硬く反り返った彼の淫刀が押しつけられていた。

　避妊具がないから最後まではできないけれど、とてもいやらしい気持ちになって腰をくねらせてしまう。

「紫乃……っ、可愛い……」

　カイさんは熱に浮かされたような声で言い、私を見つめては顔を傾け何度もキスをしてくる。

　蜜壷には彼の指が侵入していて、ねちっこい愛撫ですでにほぐれて柔らかくなった場所を、何度も擦っては圧迫して私に悦楽を刻んだ。

「ぅん……っ、あ、あ……っ」

　陰核の裏側辺りをぐぅっと押されて、私は思わず背中を丸め彼に縋り付く。

「紫乃、そこに座って」

　カイさんに言われて、私はジェットバスの縁に腰掛けた。

　すぐに彼は私の太腿を割り開き、秘部に顔を埋めてくる。

「んーっ……！」

　大事な部分に彼の荒々しい息が掛かり、それだけで興奮する。

　彼の綺麗な顔が私のあそこに……と思うだけでも、赤面してしまう。

「っやぁ……っ、はずかし……っ」

「もっと恥ずかしがって」

　カイさんは上目遣いに言うと、濡れた手で自分の髪を掻き上げ、はぷ、と私の淫芽を口に含んだ。

「んぅーっ！」

　温かな舌でネロネロと女の弱点を舐め回され、あっという間に官能が煽られる。

　無意識に私は大きく脚を開き、彼の頭を手で押さえて嬌声を堪えていた。

「……おいし……」

　息継ぎの合間に彼はそんな事を呟き、とても恥ずかしい。

　しばらく、ジェットバスの気泡の音が立つ中、カイさんが私の秘部を舐めて吸う音が淫猥に響いた。

　レロレロと淫玉を舐めたかと思うと、ぢゅぱっと音を立てて淫芽を吸引する。

　かと思えばとろけきった場所に指を差し込まれ、グチュグチュと掻き混ぜられた。

「っはぁああ……っ、あぁああ、あーっ！」

　私も気がつけば憚らない声を上げてしまい、身を震わせて何度も絶頂する。

　一度達ったら許してくれると思っていたのに、その日のカイさんはとても執拗に私を愛した。

　どれぐらい愛撫され続けたのか、時計を見ていないから分からない。

　けれど体感的に三十分近くは延々と口淫され続けたような気がした。

　最後にはぐったりして動けなくなり、私はお湯の中で彼に抱き締められて、荒くなった呼吸を整えるしかできなくなる。

　カイさんの屹立はこの上なく硬くなり、ずっしりと張り詰めてその存在を主張していた。

「……ベッドに行こう」

　隠しきれない欲の籠もった声で囁かれ、私は頷く。

　彼に支えられて何とか立ち、ヨロヨロと脱衣所で体を拭こうとする。

　けれど先に彼がバスタオルを広げ、私の体を包んだ。

　丁寧に体と髪を拭いてくれ、私が少し休憩している間に彼も自分の体の水滴を拭う。

　そのあと、「ごめん、待てない」と行って私を抱き上げた。

「カイさん……っ」

　思わず彼の首に抱きついた私は、全裸のままドキドキしてベッドまで運ばれる。

　彼はベッドの上に私を降ろし、金色のカバーを剥ぐ。

　そしていつの間に仕込んでいたのか、ベッドサイドの引き出しからゴムを出すと、手早く自身の屹立に装着した。

「……いい？」

　私を押し倒し、カイさんは余裕のない表情で尋ねてくる。

「……はい」

　私もグズグズにとろかされ、もう彼の事がほしくて堪らなくなっていた。

　恥ずかしいけれど自分から脚を広げ、秘所に指を添えてくぱ……と秘唇を開く。

　とても恥ずかしいけれど、心の底から彼を求めていて、カイさんと深く繋がり合えるのなら何でもできると思った。

「紫乃……」

　カイさんは亀頭を私の蜜口に押し当て、陶然とした顔で見つめてくる。

「……愛してる」

「っ～～～～っ！」

　彼は決定的な言葉を口にし、ズブリと最奥まで一気に私を貫いてきた。

　その言葉をどう解釈していいか分からないまま、私は精神的な快楽と肉体的な歓喜とで、すぐに絶頂してしまった。

　膣壁がうねり、思いきり彼を締め付ける。

「っ紫乃……っ、締まる……っ」

　カイさんは本能的に腰を押しつけ、亀頭で子宮口をグリグリと捏ねてきた。

「────っは、あぁ、……あ、……っぁ、あ……っ」

　私はハクハクと口を喘がせ、喉を晒して強すぎる淫悦にまみれる。

　意識せずとも下腹部に力が入り、蜜壷が彼の吐精を促した。

　──気持ちいい……っ。

　頭の中はそれで一杯になり、彼が私を好きでいてくれるという精神的な悦びも相まって、絶頂状態が収まらない。

「……っごめん……っ」

　いつも挿入したあと、カイさんは屹立に蜜壷が馴染むまで待ってくれている。

　けれど今日は、お風呂で何回も達かされて蜜壷が柔らかくなっているのと、お互い気持ちの余裕がないのとで、すぐに動き始めた。

　たっぷりと濡れた場所は、硬い肉棒を受け入れてグジュグジュとさらなる蜜をこぼす。

　遠慮なく腰を叩きつけられ、下腹部からははばからない淫音が絶え間なく立った。

　子宮口にはドチュドチュと亀頭が当たり、私の最たる部分を求め続ける。

　長い前戯でこれ以上なくほぐれていた場所は、彼の硬い肉棒を柔らかく受け止め包み込み、きつく吸い上げた。

「気持ちいい……っ、紫乃……っ」

　カイさんは整った顔を快楽に歪め、眉間に皺を寄せ、欲望でギラギラとした目で私を見つめてくる。

「私も……っ、きもち、……のっ」

　浅い呼吸を何度も繰り返し、私は必死に彼の腕を掴む。

　求められるのが、嬉しくて堪らない。

　こんなにも美しくて素敵な男性が、私だけを見て一生懸命腰を振っている。

　その姿に、あさましくも素直な女の本能が悦んだ。

　そして、震える唇が想いを伝えてしまう。

「好き……っ」

　同時に、涙が零れた。

　胸の中で渦巻いているのは、彼を独占したいという醜い欲望。

　パレードの時に見かけた女性が、彼のプライベートでの〝何〟なのかは分からない。

　けれど、誰にも渡したくない。

「彼は私のもの」という想いが体の奥底からこみ上がって、私という欲深い女を燃え立たせていた。

「カイ、さん……っ、──ん、あぁあ……っ、あああぁーっ！」

　様々な想いが胸の中で交錯し、膨れ上がる。

　私はただ、「彼がほしい」という本能のまま、カイさんの動きに合わせ貪婪に腰をくねらせた。

「紫乃……っ、いやらしい、……最高の女だ……っ」

　カイさんは私の膝の裏を両手で押し上げ、秘部が天井を向くような格好にした。

　少し苦しいけれども、支配されているという被虐的な感覚に余計に感じてしまった。

　そして彼は、愛蜜に濡れて猛った肉棒を、再度真上からズブリと突き立ててくる。

「んーっ！」

　たっぷり濡れた場所はたやすく太い肉竿を最奥まで迎え入れ、子宮口にドチュッと亀頭が当たった。

　目の前で火花が散ったような感覚に陥り、私は意識を軽く飛ばしてまた絶頂する。

「紫乃……っ、すまない、もう少し……っ」

　彼は謝りながらも腰が止まらないという様子で、すぐに真上からズボズボと私の蜜壷を犯してきた。

　身動きが取れない状態で好きなようにされ、私は精神的な悦びも得てピクピクと秘所を痙攣させる。

　もう、彼が何をしても感じて、絶頂したまま戻れなくなってしまった。

「紫乃、もっと感じて……っ」

　カイさんは嗜虐的に笑い、指でヌルヌルと私の淫玉を撫でる。

「っひあぁあああぁ……っ、駄目ぇえっ、あーっ！」

　たっぷり突かれた上に、弱点をいじられては堪らなかった。

　私は小さな孔からピュッピュッと愛潮を漏らし、激しく体を痙攣させる。

「紫乃……っ、紫乃……っ」

　中腰になったカイさんはガツガツと腰を叩きつけ、律動に合わせて揺れる私の乳房を揉み、愛蜜でぬるついた指で乳首を擦ってきた。

「────っ、ひ、ぅううう……っ、あぁああ……っ」

　──もう駄目。

　私はまた愛潮を漏らしながら、これ以上ないほど体を痙攣させて今日一番の波を迎えた。

「……っ出る……っ」

　カイさんが低く唸り、最後に二度、三度と突き上げてくる。

　……あ……。

　膣内で彼の肉棒は硬く大きく膨らんでいて、それがビクビクッと震えた。

（……出てる）

　ゆっくりと私の腰を下ろしながら、カイさんは目を細め思いきり吐精する。

　私はこれ以上なく満ち足りた気持ちになり、そのあとぐったりと目を閉じて気を失ってしまった。




　目が覚めると、ドロドロになった下腹部はカイさんが清拭してくれていた。

　ベッドの中でまどろんでいた私は、側にいる彼に寄り添う。

　私の方を向いて目を閉じていた彼は、「起きた？」と頭を撫でてきた。

「乱暴にしてごめん」

　まず謝る彼をやはり誠実で優しいと感じ、心がフワッと温かくなった。

「ううん、いいんです。……私も何だか、〝素質〟があるようでいつもより感じてしまって……」

　白状すると、カイさんは嬉しそうに笑う。

「気持ちよくなってくれたなら良かった」

　そして額に優しいキスをくれた。

　そのあと、体の温度を分け合うように密着し、脚を絡めて抱き合う。

　セックスをしている間はあんなに高ぶって想いを迸らせたのに、今は恥ずかしくて何も言葉にならない。

　──「愛してる」って本当？

　聞きたいのに、勇気を出せない自分がいる。

　彼と会うようになって、自分がとても嫉妬深い女だと知ってしまった。

　彼がセラピストとして、今まで何人の女性と関係を持ったのか考えるだけで、胸の内が真っ黒に燃え焦げる。

　本当なら、思いのままに聞きたい。

　──どんなお客さんがいたの？

　──今までどんなプレイをした？

　──私みたいに〝特別〟に最後までした女性はいたの？

　──今でも連絡を取り合っている常連はいるの？

　聞きたいけど、言ってしまえばめちゃくちゃ重たい女だと思われる。

　私が仮にカイさんみたいな仕事をしているとして、恋人にそう尋ねられるのは苦痛だ。

　本気だとしても、仕事とプライベートは分けている。

　人と密に関わる仕事だから、「嫉妬をするな」なんてどだい無理な話だけれど、そのいちいちに嫉妬されたら身が持たない。

　それなら、割り切った関係で付き合ってくれる人を探すか、恋人を作らずに仕事を楽しむかのどちらかになると思う。

　それでなければ、いつか誰かに刺されてしまいそうだ。

　私だって看護師の仕事をしていて、下のお世話をする。

　若い男性患者から、好意を向けられる事もたまにある。

　彼氏がいるとして、そのいちいちを把握しようとし、浮気じゃないのか？　なんて疑われたら、きっとキレる。

　仕事とプライベートを一緒にしないで、と。

（……嫉妬する権利がないんだ）

「私と付き合いたいと思ってくれるなら、セラピストをやめて」なんて言えない。

　結婚を申し込まれて彼の人生に関わるのならともかく、そこまで彼の生き方に口を出す権利はない。

　そこまで考えて、急に悲しくなった。

　こんなに好きなのに、求められたら結婚したいと思っているのに、私はカイさんの事を何も知らない。

「教えて」と言ったら、彼は〝越智さん〟としての人生を語ってくれるだろう。

　そうしたら、どこ出身で、どんな学校に通って、どこの会社で働いているのか、家族構成、今までの彼女……と、すべて知りたい強欲な私がいる。

　もしかしたらその中で、パレードの時の女性が出てくるかもしれない。

　けれどその前に、私にとって彼は〝セラピストのカイさん〟だった。

　セラピストとしての彼に嫉妬してしまう以上、前に進めない気がした。

（こんなに人を好きになったのは初めて。好きになった理由が『抱かれたから惚れた』で恥ずかしいけれど……）

　その惚れ方も、処女丸出しで恥ずかしい。

（最初はセラピストを利用して、自分のこれからの婚活に活かすって思っていたのに……）

　気がつけば、ドハマリしてしまっていた。

　セラピストと言っても、私は彼にお金を払っていない。

　きっとカイさんも、真剣に私にアプローチしてくれているんだと思いたい。

「けど……」と、どうしてもグダグダ考えてしまう。

　溜め息をついたからか、カイさんがまた私の額にキスをして「どうした？」と目を覗き込んできた。

「……ううん。何でもないです」

　小さな声で言うものの、この先どうしたらいいか分からなくて、涙が零れてしまった。

「……っ、紫乃？」

　カイさんは動揺して身を起こす。

「どうした？　何か……。俺、まずい事でも言ったか？」

　彼は心の底から心配した顔で、私の頭を撫でて気遣ってくれる。

「ううん、本当に何でもないです」

　彼は悪くない。

　悪いのは、一人で勝手にこじれている私の方だ。

　そのあともカイさんは、セックスで無理をさせてしまったかとか色々聞いてきたけれど、私は「何でもない」を貫いた。

「疲れたし、寝ましょう？」

「……ん」

　疲れたと言えば、カイさんも引かざるを得ない。

　分かっていてその言葉を使ってしまった私は、ずるい。

　──ごめんなさい。

　混乱し、どうしたらいいか分からないまま、私はカイさんの温もりに包まれたまま目を閉じた。







第六章 先輩への相談








　ウィズリーランドでのデートが終わったあと、紫乃からお礼のメッセージがあった。

　俺もとても楽しかったと返し、ぜひクリスマスも一緒に過ごしたいと誘った。

　──だが。

『すみません。少し一人で考えたい事があるので、時間をおかせてください。なるべく、クリスマスまでには返事をします』

　あれだけいい雰囲気でデートできていたと思ったのに、これ……だ……。

「社長、手が動いていませんよ」

　秘書室からコーヒーのお代わりを淹れてきた、三十代半ばの男性秘書、丹たん波ばが俺に冷たく声を掛ける。

「想い人に距離を置かれてショックなのは分かりますが、もともと女性用風俗のセラピストとか、遠回しすぎる事をしたあなたの責任なんですからね。同情はしませんよ」

「お前……、ツンデレどころかブリザードだな!?」

「社長にデレる理由が見当たりません。さあ、働いてください。手を動かす！」

　デスクにコーヒーを置いた丹波は、パンッパンッと手を叩く。

　ひどい……。スパルタだ……。

　確認が必要なＰＤＦの画面に目をやるも、溜め息が漏れる。

　その時、丹波が息をつき、応接セットのソファに腰掛けた。

「十分だけ、コーヒーブレイクにしましょう」

　クールな秘書が話を聞く姿勢を見せ、俺はマグカップに手を伸ばしありがたくブラックコーヒーを飲む。

「……いいデートをしたつもりなんだ。楽しんでもらえるように気を使った」

「問題は、社長が独りよがりかどうかより、伊い勢せ田ださまに遭遇してしまったところじゃないんですか？」

「……だよなぁ……」

　伊勢田というのは、名前を愛まな美みさんと言って、半年前に告白してきた女性だ。

　例によって両親からのお見合い話は悉く断っているものの、トラップのような〝食事会〟は開かれている。

　俺も十分に気をつけてはいるが、裏を掻くように呼び寄せられ、なぜだかそこにはいい家の令嬢が同席している。

　その中で、正式なお見合いの席でもないのに、本気にさせてしまうケースも珍しくはなかった。

　伊勢田さんは大手百貨店の創業者一族の娘で、性格も良く模範的なお嬢様だ。

　出会う場所、タイミングが違ったら、もしかしたら仲良くなれていたかもしれない。

　だが俺は紫乃の事しか考えられないし、好意を向けられても応えられない。

　愛美さんにしても、たった一回会っただけの男によく本気になれるな？　と思ってしまったが、俺の紫乃への恋心も似たようなものだ。

　恋愛に関して、人の事に口を出したらいけない。

　そう思っていたものの、「会いたい」と言って呼び出され、想いを告げられた。

　結局俺は、愛美さんの告白を丁重に断った。

　彼女は逆上せず、悲しげに笑って「分かりました」と頷いてくれたので助かった。

　性格がいい分、罪悪感がある。

　でも紫乃を想っている以上、中途半端な事はできない。

　それが、紫乃に〝石神カイ〟として再会するより前の、今年初夏の出来事だった。

　半年経ってほぼ忘れていたので、まさか遭遇するとは……と驚いた。

　鉢合わせてしまった時は越智海斗ではないと必死に訴え、彼女も事情を察して引いてくれた。

　けれど、あの場に居合わせた紫乃が、〝越智〟という本名を知って気にしないはずがない。

　どれだけ言い訳をしようか迷ったが、彼女からすでに「教えてくださいと言うまでは聞きません」と言われたあとだった。

　聞かれてもいないのに、自分の事をべらべら話して嫌われるのは避けたい。

　結局あのあと愛美さんや〝越智〟の話題にならず、甘い雰囲気になってデートは成功した。

　……と思い込んでいたのだが。

「ホテルに戻ったあと、何度も話そうかと思ったけど言えなかった」

「聞かれなかったから、気にしていない……と思い込んでいた訳ではないですよね？」

「そんな事は思わない。俺が彼女の立場なら、気になって仕方がない。……だが、求められていないのに言い訳がましく自分の事を話して、せっかくの雰囲気をぶち壊しにするのは嫌だった」

「三浦さんは一言も気にした素振りは見せなかったのですか？」

　言われて、俺はホテルでの事を思い出す。

「……泣いていた……なぁ」

　理由を尋ねても、紫乃は「何でもない」の一点張りだった。

「言いたくない」と言っているも同義だ。

　それなのに無理に聞き出せない。

「……私、思うんですが、三浦さんは相当つらい立場にあると思いますよ。石神カイに本気で惚れたとしても、相手はセラピストで不特定多数の女性を相手にしている。嫉妬しないはずがありません。だが嫉妬をしてしまう。しかし石神カイを困らせたくない。……ゆえに黙って自分の気持ちを押し隠し、一人で苦しむのです」

　丹波に言われた状況は、すでに何度も想像した。

「だから、俺が越智海斗という男で、本当はセラピストでも何でもないと打ち明けようとした。……それを、どうしてか断られてしまったんだ」

　金銭が絡む関係ではなく、プライベートで付き合うと宣言したなら、本名や職業を知っても差し支えはないだろう。

　そう思っていたのだが、紫乃は頑ななまでに俺の事を知ろうとしなかった。

「俺に興味を持っていない……訳ではないと思いたい。だが……」

　彼女の気持ちが分からない。

　溜め息をつくと、丹波が脚を組み言う。

「言ってしまえば、ホストのようなものですよね？　そして〝皆のもの〟である見た目のいい男性は、アイドルや芸能人のような扱いでもあります。そんな人が自分一人のためにプライベートを明かす、本気になると言って、嬉しくない女性はいないでしょう」

「なら……」

「怖いのでしょう。それを知ってしまえば、もう後戻りができなくなる。蓋を開けてみないと、石神カイがどんな職業の、どんな経歴がある人物か分からない。大当たりかもしれないし、大ハズレかもしれない。それを知った後に『やっぱり辞めました』とは言えないでしょう」

　俺は唇を噛む。

　ある程度、自分の事は優良物件だと自覚している。

　稼ぎはそこそこあるし、性格についても人から注意された事はない。

　むしろ政治家の息子として、周囲からケチをつけられないように、模範的であるよう努力し続けた。

　だが紫乃はそれを知らない。

　石神カイがどんな仕事をしているのか想像できず、もしかしたら俺が考えてもいない事で悩んでいるかもしれない。

「それに彼女は二十七歳の女性です。石神カイから真剣に想われていても、プロポーズされていないなら、飛び込んでいいか踏ん切りがつかないでしょう。飛び込んでも石神カイはセラピストで、この先自分はずっと他の女性客に嫉妬して生きていかなくてはならないかもしれない。好きな男性の唯一無二の女性でいたいと思うのは、ごく当たり前の願望です。三浦さんに『自分が知りたいと思うまで、素性については黙っていてほしい』と言われたのは、彼女の覚悟が整うまで待ってほしいという意味でしょう。ですがこのままではずっと白黒つかない可能性があります」

　第三者である丹波に紫乃の状況を説明され、自分がどれだけ彼女を苦しめてきたかを理解した。

「……婚約指輪の準備をしたい」

「畏まりました。フラれても駄々をこねないでくださいね？」

「覚悟はしている。次に会えた時は、すべてをさらけ出して直球勝負をする。……もう、ままごとは終わりだ」

　──終わらせよう。

　関係を終わらせたいという意味での、悲観的な幕引きではない。

　彼女に近づきたいという理由だけで、愚かにも立場を偽ってしまった、石神カイという存在を終わらせる。

　最終的に「入院患者が看護師に一目惚れしたんですか？」となじられようとも構わない。

　惚れたものは惚れた。

　紫乃だって何回もデートをして、俺の事を好きになってくれていると信じたい。

　ホテルで抱いたあの時、感極まって「好き」と言ってくれた言葉を、俺は大切に胸の奥にしまっている。

　彼女の気持ちを、信じる。

　覚悟を決めて息をついた時、丹波が腕時計を見て「十分です」と告げた。

「ありがとう。お陰で気持ちが固まった」

「仕事をして頂かないと困りますから」

　サラリと憎まれ口を叩くが、丹波は何だかんだ言いながら、公私共に支えてくれる優秀な秘書だ。

　彼にはずっと助けられているので、今回もまた感謝する事になる。

　仕事に戻る前に、都内にあるハイジュエリーショップの来店予約を丹波に頼んだ。
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「三浦。今度の休み、空いてるなら一緒に飯行かないか？」

　十二月の初め、休憩中に話しかけてきたのは、職場の先輩の原はら田ださんだった。

　彼はスポーツマンタイプで性格も明るく、女性患者さんから慕われている。

　看護師として働きながらも、休みはアウトドアをしているタフな人でもある。

　三十一歳で目下婚活中らしいけれど、いまだ決まった人はいないらしい。

「はい、いいですけど」

　私は返事をしてからおにぎりをもう一口囓る。

「どこ行きます？　前に奈央たちと肉バル行きましたよね？　私、あの時参加できなかったので、お肉に未練があるんですが……」

　素直な食い気を見せると、原田さんがブハッと笑った。

「ほんっと、三浦は食い気ばっかりだよな」

「え？　食い気ばっかりでもないですよ？　恋愛の方だって……」

　そこまで言って、カイさんの事を思いだし言葉を詰まらせる。

　あとはおにぎりに夢中になっているふりをして、モグモグと口を動かし休憩室の隅っこを何気なく見た。

「……『恋愛の方だって』？」

　けれど、原田さんは聞き逃さなかったようだ。

　いや、見逃してくれなかったというか。

「んもー……。いいじゃないですか。人の恋バナなんて」

「あれだけ合コンで撃沈してた三浦が、恋バナで言葉を濁らせるって……、何かあったか？」

　原田さんは決まった相手はいないものの、女性から人気はある。

　普段一緒に遊ぶ女友達にも困っていないし、プライベートも女日照りではなさそうだ。

　だからなのか、こういう話になると鋭くて困る。

「じゃあ、食事の時に暴露大会な」

「もぉぉ……。じゃあ、原田さんが奢ってください。私は自分の恥を大暴露するんですから」

　冗談で言ったのに、にっこり笑って受け入れられた。

「よし、美味い飯奢るから、いい話を提供してくれ」

「あああ……、鬼！」

　近況を打ち明けるのが確定になり、私は頭を抱えて彼を鬼呼ばわりした。
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　仕事が休みの土曜日に、私は原田さんと六本木に向かい、ちょっと雰囲気のいいレストランで食事をした。

　少しお洒落なレストランに行くと言われていたので、服装はモカブラウンのニットにピンクベージュのプリーツスカートと、清楚な格好をしていった。

　雰囲気に合わせて髪も緩く纏めている。

　待ち合わせをした時に原田さんに「可愛いね」と褒められたけれど、「ありがとうございまーす」といつものノリで流した。

　お上品な場所で女性用風俗とか言えないから、食事が終わったあと、バーで話をする事にした。

　今回、奈央とは予定が合わなかったので、原田さんと二人きりだ。

　男性と一対一になるけれど、原田さんを恋愛対象としては見ていないので、変なムードになる心配はなかった。

「……だからそのカイさんの事が好きなんですけど、これからどうしたらいいか分からなくて……」

　何杯目になるか分からないカクテルを飲んで、私は赤い顔で言う。

　ちなみに私は、お酒はジュースみたいなカクテルしか飲めないけど、その分何杯でも飲むタイプだ。

　バーで私たちはテーブル席についていて、周りの席との間にはパーティションや観葉植物など、ほどよく目隠しがある。

　窓の外には東京の夜景が見え、間接照明で照らされた店内にはムーディーなジャズが会話の邪魔をしないボリュームで流れていた。

　しばらく原田さんは黙ったまま、ウイスキーの水割りのグラスを傾けていた。

　けれど盛大な溜め息をついたあと、心底……という顔で呟いた。

「……アホなのお前……？」

　しかもその顔も、思いっきり憐憫の表情だ。

「アホとか言わないでくださいよ。私は本気なんですから」

「プロ相手に本気になっても仕方がないだろう。そうやって金を掛けさせないのも、プライベートでデートするのも手口の一つだろ。あとから手ひどく振って、三浦が泣きついた時に金を要求するに決まってる」

　それは考えなかった事ではなかったので、私は「う……」となる。

「それに相当なイケメンだぞ？　高身長で筋肉質？　それでセックスがうまい？　そんな好条件の男、他の女が放っておくと思うか？」

　事情を話していた時、私は原田さんにカイさんの写真を見せていた。

　原田さんは色んな事に対してフラットな意見を持つ人なので、相談事を持ちかけられやすい人だ。

　だから私も、彼に相談したら解決方法が分かるかも……と少し期待していた。

　けれど原田さんに言われるのは、駄目出しみたいな意見ばかり。

　否定されて落ち込み、私はただ誰かに背中を押してほしかっただけと気付いた。

（……そっか。私、このままでいいのか分からなくなって立ち止まってしまったけど、本当はカイさんとの関係を進めたかったんだ）

　迷い続け、一旦足を止めて冷静になってから、分かる事はある。

　奈央は忌憚ない意見を言うタイプの友人だけど、私が結婚したい、良いパートナーを見つけたいと思って、今回の行動を起こしたのを肯定的に見てくれている。

　だから奈央は、カイさんについて否定的な意見を言わないんだろう。

　今回、「奈央以外の人はどうだろう？」と思って原田さんに聞いてみた。

　勿論、女性用風俗を利用したとか、恥ずかしいのでよほど仲が良くないと言えない。

　家族には当然打ち明けられないし、たまに連絡を取っている程度の友人に話すのも難しい。

　相談に乗り慣れている原田さんなら……、と思ったんだけど……。

「……あんな素敵な人、女性が放っておかないなんて分かってます。だからセラピストをやっているんだろうし、彼の事を好きな人だって大勢いる。……分かってます」

　私は少し唇を尖らせ、拗ねて返事をする。

　そんな事言わずもがなだ。

　今までカイさんは、他の女性客の存在を感じさせなかった。

　けど絶対、どこかに彼を想っている人はいる。

　それこそ、ランドで彼に話しかけて来た女性は、彼のプライベートもセラピストとしての顔も知っている、本当の彼女かもしれない。

　思わず、溜め息が漏れる。

　原田さんは明るくてハキハキした人だから、「悩むぐらいならドンといけ！」と言ってくれると勝手に思い込んでいた。

（自分の望む答えが得られなかったからって、不機嫌になるのは駄目だ）

　そのあともご馳走してくれるという言葉に甘えてカクテルを飲み、二十三時半すぎにバーを出た。




「お前、ふらっふらだぞ？」

「大丈夫デスよ」

「アクセントが違う」

「あはは！　アクセント」

　何が面白いんだか自分でも分からないけれど、私はケラケラ笑う。

「ほら、フラついてるから掴まれって。看護師が転んで怪我したなんて笑えないからな」

　原田さんが私の肩をグイッと抱き寄せた。

　背の高い彼の胸元に顔を押しつける格好になり、思わず原田さんを見上げた。

　彼は私を見下ろして何か言いかけ、口を半開きにしたまま固まる。

　ネオンに照らされて正確には分からないけれど、原田さんは赤面して目の奥に熱を宿しているように見えた。

（あ……、ちょっと……）

　まずい、と思った私は一歩離れようとしたけれど、さらに原田さんの手に力がこもって、抱き締められる格好になってしまう。

「あ……の……」

「……なぁ、三浦。俺、お前の事……」

　駄目駄目駄目駄目!!

　焦っていた時、誰かに腕を掴まれ、思いきり引かれていた。

　二、三歩よろけた私を、後ろから誰かがしっかり支える。

　それから、フワッと嗅ぎ慣れた香水の匂いがした。

　落ち着きがあって、微かな甘さのある官能的なこの香りは……。

　見上げた先には、厳しい顔をしたカイさんがいた。

「紫乃、大丈夫？」

「……は、はい」

　彼の顔を見た瞬間、ドキンッと鼓動が跳ね上がって、酔っ払っただけでなく体温が上がっていく。

　自分の反応を知り、痛感してしまった。

　──やっぱり私、カイさんの事が好きで堪らないんだ。

　ドキドキしながら彼の顔を見つめていたけれど、不意にカイさんがいつもとは違う、スーツ姿な事に気付いた。

　ダークスーツの上にチェスターコートを羽織り、首にネイビーのチェックマフラーを掛けている。

　ビジネスマン風の姿を見た事がなかったので、さらにドキドキする。

「あんたは……」

　原田さんはカイさんの顔を見て、先ほどバーで私に見せられた写真の男性だと気付いたようだった。

　彼はカイさんに何か言いかけたけれど、その前に別の人が大きな声を出した。

「越智社長！　突然どうされたんですか！」

　社長？

　またまた別の意味でドキンッと胸が鳴り、私は何が起こっているのか分からず、そちらを振り返る。

　視線の先には、恰幅のいい中年男性がこちらに歩み寄ってくるところだ。

　側には秘書と思える人もいる。

　そして気がつけば、私とカイさんの側にも三十代半ばの男性が控えるように立っていた。

「社長、こうなったらもう言い逃れはできませんから、場所を変えてすべてお話ししたらどうですか？」

　その秘書のような男性に言われて、越智社長──、カイさんは私に向けて苦く笑った。

「ずっと騙していてごめん、紫乃」
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　カイさんはそのあと、接待相手らしき中年男性に丁寧に説明をした。

「この女性は私が現在、誠心誠意を持ってお付き合いさせて頂いている方です。少しすれ違いが生じているので、どうしても説明しておきたいのです。大おお迫さこ社長、大変申し訳ないですが、今夜はこれで辞退させて頂いても宜しいでしょうか？」

　誠実に申し出たからか、人の良さそうな大迫社長は微笑んで頷いた。

「どうか頑張ってください」

　そう言って大迫社長は、挨拶をしたあと秘書らしき人物と一緒に雑踏に紛れていった。

　カイさんは、さらに原田さんにも向き直り、少し強ばった表情で尋ねる。

「……あなたは、紫乃とどういう関係ですか？」

　その問いには、私が焦って答えた。

「職場の先輩です！　今日は食事がてら恋愛相談にのってもらっていたんです」

「それにしては……」

　さっきは密着しすぎだったと言いたげに、カイさんは原田さんを見てため息をつく。

「……紫乃は借りていきます」

　カイさんは原田さんに頭を下げ、「行こう」と私の手を握って歩き始めた。

「は、原田さん！　すみません、また今度！」

　私は彼を振り向いてぺこりと頭を下げる。

　原田さんは話題の本人登場を前にして、さすがにさっきの妙な雰囲気を引っ込めたようだった。

「分かったよ、悪かったな」

　彼は苦笑いをして片手を上げ、少しの間私たちを見送っていたけれど、やがて踵を返して歩いていった。

「……ど、どこに行くんですか？」

　尋ねた私に、手を握っているカイさんが答える。

「もし、嫌じゃなかったら俺の家にこないか？　警戒しているなら、カフェとかでもいい」

　カイさんの家と聞いて、すぐに「行きたい！」と思ってしまった。

「お、お邪魔したいです」

「……ん、分かった」

　彼は嬉しそうに微笑み、やがて秘書の男性が車を移動させてくるのを待ち、きた車に乗り込んだ。

　車は少し走り、赤坂にあるマンションに着いた。

（えええ……？　すっご……）

　赤坂という立地もそうだし、入った時点でホテルのような内装が待ち構えていて、私はビビってしまう。

　私の知っているマンションは、エントランスに共同の郵便受けやゴミ収集場があって、管理人の受付口があって……という感じだ。

　それなのにカイさんのマンションのロビーには天井からシャンデリアが下がっていて、壁には高級そうな絵画も掛けてある。

　観葉植物や、専門の人が活けただろう立派なフラワーアレンジメントもあり、ガラスの壁から作り込まれた庭を望む場所には、ゆったりと腰掛けられるソファまであった。

　ホテルのフロントのような場所には、管理人……というよりコンシェルジュが二名立っていて、カイさんの顔を見ると微笑んで会釈していた。

　自分にとても不釣り合いな場所に来て、私はどうしようもなく不安になって眉を寄せる。

　彼はエレベーターに乗って最上階のボタンを押した。

　静かにゴンドラが上昇していくなか、私は決意して尋ねる。

「……あなたは、越智、何さんですか？」

　もう、彼をカイさんと呼ぶのはおかしいだろう。

　私は彼の手に自分の指を絡め、訴えるように見つめる。

「……受け入れてくれる？」

　その問いの理由は、以前に私が「自分が聞きたいと思うまでは聞かない」と言ったからだろう。

　すべてを聞こうと思った今は、何を言われても受け止めようと思った。

「あなたを全部知りたいです。そして二人のこれからを前向きに考えていきたい」

　目を見つめて自分の意思を伝えると、彼は穏やかに微笑み頷いた。

　そのタイミングで、ゴンドラは最上階についた。

　ワンフロアに二戸あり、カイさんは左側のドアに向かう。

　ドアの横には、やはりホテルのような雰囲気で、木製の表札が間接照明で照らされている。

　表札には部屋番号と、越智と書かれてあった。

「俺の名前は、越智海斗と言います。……三浦紫乃さん」

　玄関ドアの前で、彼は微笑んで初対面の時のような口調で言い、私に握手を求めてきた。

　──そうか。

　私は納得する。

　越智さんと、最初からやり直そう。

　そんな思いが、とても自然に沸き起こった。

「どうぞ」

　海斗さんは鍵を開け、私を中に招き入れる。

「海斗さんだから、偽名もカイさんだったんですか？」

　玄関で靴を脱ぎながら尋ねると、彼は笑う。

「単純だろ。とっさの事だったから、熟考できなくて」

「とっさ？」

　聞き直すけれど、彼は微笑んで奥を手で示す。

「ゆっくりコーヒーかお茶でも飲みながら、すべて話すよ」

「そうですね」

　玄関はとても広く、ちょっとした棚になっている所なども、壁に小さな絵が掛けられていてセンスがいい。

　天井まで届く木製のドアに見えるのは、きっとシューズクローゼットだろう。

「お邪魔します……」

　出されたスリッパに足を入れ、私は彼の家に入る。

　玄関の突き当たりにもやはり絵画があり、美術館のように間接照明で照らされていた。

「わぁ……」

　リビングダイニングに入ると、窓の外に東京の夜景が一望できて思わず声が漏れる。

　二十畳はありそうなそこには、大きな液晶テレビにタワー型のステレオ、そして座面が広くゆったりと座る事のできるソファがあった。

　カウンターキッチンの側にはダイニングテーブルがあったけれど、一般家庭にある四人掛けの物よりもずっとテーブルが長く、大勢が座れるようになっている。

　ぼんやり見ていると、ハンガーを手にした海斗さんが手を差しだしてきたので、コートを脱いで渡した。

「適当に座ってて。飲み物はコーヒー、紅茶、各種お茶、水にオレンジジュースとか、一通りあるけど。あと、ノンカフェインも」

「あ……、じゃあ、普通のコーヒーをお願いします。今日はそんなに眠れる気がしないので」

「はは、そうだね」

　海斗さんはお湯を沸かしてコーヒーを淹れる準備をしたあと、「着替えてくるから少し待って」と言って奥の部屋へ向かった。

　私はソファに座り、窓の外を眺めて彼を待つ。

　あれだけ悩んで距離を置こうとすら思ったのに、海斗さんを前にすると穏やかな気持ちになれている自分がいた。

（こんなに気持ちが凪ぐなら、もっと早くに彼の事を聞く覚悟を決めておけば良かった）

　窓の外の景色を見たあと、焦点をずらすと自分の姿がくっきり映っているのが見える。

　その表情は確かに、ランドでのデート直後に悩んだ時よりもずっと穏やかだ。

「ごめん」

　足音が聞こえ、グレーのセーターにデニムという姿の海斗さんが戻って来た。

　そして丁度良く沸騰しかけているお湯で、コーヒーを淹れ始めた。

「……何から話したらいいかな」

　コーヒーケトルを傾けてドリップしながら、彼は呟く。

　私はどんな言葉でも受け入れようと思い、待っていた。

「俺たちの出会いは二年前なんだ」

「えっ？」

　私が『ＧＩＶＥＲ』を利用したのは、今年の十月に入ってからだ。

　その前は女性用風俗の存在は知っていても、実際に利用しようとする勇気もなかった。

　逆に、社長さんと知り合いになる機会もなかったと思っている。

　戸惑っている私の反応を見て、海斗さんは苦笑いした。

「……そうだよな。そうなるよな」

　笑ったあと、彼はしばし言い淀んでいた。

　やがて息をつき、意を決したように私を見て口を開く。

「俺は『四つ葉記念病院』の入院患者だった。そこで看護師としての紫乃に出会って、惚れた。……君が一番嫌っている惚れ方だったから、言い出せなかったんだ。黙っていてすまない」

　言われて、私はポカンと口を開く。

　……いやいやいや。

　え？　こんな人いたっけ？

　いたら忘れるはずはないんだけど。

　まだ理解していない私に、海斗さんは諦めたように笑ってからすべてを打ち明けた。

「入院していたのはＶＩＰフロアだ。本名の越智海斗という名前で入院していたけれど、君と会ったのはたった一回だけだったから、記憶に残っていなくても不思議じゃない。忘れてしまったかな？　夜に、骨折した脚が痛んで、不安と孤独もあってナースコールを押した。それで君が来て、鎮痛剤を飲ませてくれた。そのあと十分ぐらい、俺のどうでもいい話を聞いてくれて……」

「あ！　あぁ……！」

　説明されてその時の事をブワッと思いだし、私は声を上げる。

「あの時の……！」

　夜勤をしていて、見回り中やナースコールを押されて病室に向かう時は懐中電灯を持っていく。

　けれど患者さんの顔を照らしたら、当たり前だけど眩しいし安眠妨害になる。

　自分の足下や機器などがきちんと作動しているかを確認するためなので、会話をしている時は暗い方が落ち着いて話せると思って懐中電灯を消していた。

　なので私はあの時の男性患者の顔を覚えていない。

　彼に名前を名乗った覚えはあるけれど、顔は見られていないし、普段は別のフロア担当なのであれっきり会う事もないと思っていた。

「ああ……、あー……」

　納得した、と私は何度も頷く。

　海斗さんはマグカップにコーヒーを注ぐ。

「砂糖とミルクいる？」

「あ、牛乳だけお願いします」

　答えると、彼はミルクポットに少し牛乳を注ぎ、お盆にのせてテーブルまで持って来てくれた。

「……正直、感想としてはどう？　気持ち悪い？」

「えっ？　何でそうなるんですか!?」

　以前にもこんな会話があったと思うけど、彼を気持ち悪いと思うなんてあり得ない。

「……確かに〝カイさん〟には嫌な出会いとか好かれ方とか、思う存分暴露してしまいました。……でも、あなたのは違うでしょう？」

　違うと言われ、不安が混じっていた彼の目に期待の光が宿る。

　とんでもない誤解と思い込みをしていそうだと察した私は、丁寧に話していった。

「最初〝カイさん〟を利用させてもらった時は、一時的な関係の人に何でも聞いてもらおうって思っていました。その言葉の裏で『あなたも同じでしょう』なんて思っていません。あなたを病院の患者さんと思った事はなく、職場とは異なる場所で出会った男性として惹かれていきました。だから、私の事情に海斗さんが悩む必要はないんです」

　それを聞き、海斗さんは心底安心して息をついた。

「ありがとう」

　微笑んだあと、彼はブラックコーヒーを飲んでから続きを話す。

「退院した後、病院にお礼の品を持って参上して、君について教えてほしいとお願いした。でも予想通り、固く拒否された」

「……でしょうね」

　病院ではお礼の品物を受け取らないし、勤めている看護師たちの個人情報もしっかり守る。

　相手がどれだけの大物であっても、そのルールは変わらない。

「その現場に、君の同僚の加瀬さんがいた」

「えっ？　奈央が!?」

　驚いた直後、すぐに納得した。

　奈央はノリのいいタイプだけれど、貞操観念とか倫理観などはしっかりしている。

　あの時私がやけっぱちになって女性用風俗を使うと言って、やけにすんなり推してくるなと不思議に思っていた。

　けれど──。

「……奈央と、裏で繋がっていた？」

　その言葉に、彼は頷く。

「加瀬さんは親友の紫乃の恋愛を心配していた。けど、『この男なら任せられる』と思える人が現れなかった」

「確かに……」

　思わず、私は笑う。

　今までの男運のなさや、合コンの散々な結果は奈央が一番知っている。

「……その時、奈央は海斗さんなら大丈夫だと……？」

　私の質問に、彼は照れくさそうに笑った。

「一度諦めて病院を出ようとした時、彼女に声を掛けられた。それで、『あとから紫乃について話がしたい』と言われて、連絡先を交換した。俺は藁にも縋る思いだった。夜になって彼女に焼き肉を所望されて、個室焼き肉に連れて行き、色々探られたよ。あの時、加瀬さんは俺が紫乃に相応しい相手なのかどうか、じっくり確かめていたんだろう」

　思わず、溜め息をつく。

　私のためを思ってとは言え、まさか奈央がそこまでやるとは……と。

　けど、「余計な事を」と怒っている訳じゃない。

　彼女が動いてくれたから、私は今ここで海斗さんと話せている。

　ただ、私のためとはいえ裏で動いていたなら、ちょっとぐらい教えてくれても……とは思った。

「それで、どうやら彼女のお眼鏡に適ったみたいだ。そのあと『性格が合うかどうかは、本人たちで確かめ合ってほしい』と言われた」

　冗談めかして笑ってから、彼はまじめな顔になる。

「俺は越智海斗。政治家の越智博ひろ嗣つぐの長男で、『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ　Ｊａｐａｎ』の社長兼ＣＥＯをしている」

「…………ぇ……」

　ずっと知りたいと思っていた彼の正体に、私は言葉を失う。

　思っていたより遙かに凄い人で、なんて返事をしたらいいか分からない。

　そんな私の反応を見て、彼はどこか寂しそうに笑った。

　彼の笑顔を見た瞬間、ズキンと胸の奥が痛む。

　いずれ真実を話す時、彼はこうやって私が引いた反応をする事を想像していたのだろう。

　だから余計に正体を言いづらかったのだ。

（彼を悲しませたくない。前向きに受け入れないと！）

　確かに一瞬怯んだものの、私は瞳の奥にグッと力を込め、彼を見つめ返す。

　その表情の変化に、海斗さんは微かに瞠目した。

「素敵、……だと思います。そんな人に好きになってもらえたのは、光栄です」

　言葉ではそう言うものの、彼のような人が好きになるのが私でいいんだろうか？　という不安は勿論ある。

　けれど彼はセラピストと偽ってまで私に近づこうとしてくれた。

　彼が本気で私を想ってくれているなら、私も本気で、飾らない裸の心を見せよう。

　そう自分自身に誓った。

「それで、セラピストに？」

　一番の疑問をぶつけると、彼は飲みかけていたコーヒーに軽く咳き込む。

「ん、んー……。加瀬さんから紫乃が『ＧＩＶＥＲ』に予約したって聞いたから、凄く焦った。店名とセラピストを教えてもらって、店に掛け合った。それで如月アツシにセラピストのいろはをレクチャーしてもらい、君だけのセラピストになりきった」

「んっ……、ぶっ、……ふふっ」

　その様子を想像して、私は噴き出してしまった。

　彼もつられて笑ってから、困ったような表情で「そんなにおかしいかな？」と尋ねてくる。

「だって……っ。アツシさんとデートしたんですか？」

「客への受け答えや店のルールは教えてもらった。セラピストとしてどう振る舞うかを、俺は知らなかったから」

「確かに」

　大企業のＣＥＯが、私のためにあれこれ学んでいたと聞くと、おかしくて堪らない。

　笑って気持ちがほぐれ、大分気楽になれた。

「……そうだ。ランドのパレードの時に会ったあの女性は？」

「ああ、彼女は……。以前に好意を寄せてくれていた人だ」

　海斗さんはやや気まずそうに言う。

「見合いまではしていない関係で、食事会で出会って気に入られた。石神カイとして紫乃の前に現れる以前の出来事だったが、俺は二年前からずっと君を想っていた。だから気持ちには応えられないと伝えて、彼女も了承してくれている」

「じゃあ……、特に問題視しなくても大丈夫ですか？」

「ああ。あの時は本当に偶然だった。今年の初夏に丁重に断って以降、連絡をもらったりはしていない」

「良かった……」

　安堵したあと、念のため、と思ってずっと不安に思っていた事も尋ねる。

「じゃあ、セラピストとして他の女性の相手をしてたとかも……ないんですね？　私のためだけに、〝ふり〟をしてくれていたんですよね？」

「そうだ。だから店のサイトには石神カイの名前も写真も載っていなかった。俺は紫乃以外の女性に触れるつもりはないよ」

「……良かったぁ……」

　一番心配してモヤモヤしていたところが解消され、私は心からの安堵を覚える。

「……心配させてごめん。自分でもセラピストを自称するなんて悪手だと分かっていたけど、あのままだったら紫乃はアツシの施術を受けていた。デートするだけでも許せないのに、体を触らせると想像するだけで……我慢できなかった」

　彼がどれだけ私を想ってくれたかを知り、思わず笑う。

「それでとっさにつけた名前が海斗さんからの〝カイさん〟なんですね？」

　玄関で言っていた名前の由来を知り、ますます喜びが深まっていく。

　普通に生きていたらまず出会えない極上の男性が、私のためにこんなにあたふたしてくれるなんて……。

「そうだ。それで、君を騙しているようでずっと罪悪感を抱え、看護師の君に恋をしたと知られて、嫌われたらどうしようと怯えていた。客としての君が石神カイに飽きたら、もう会う口実を作れないかもしれない。一回目のデートを成功させるために、とても頭を使った。……それで、ランドのあとに距離を置かれて絶望した。かと思えば夜に知らない男と抱き合っているから……いてもたってもいられなくなった」

　彼がいかに私を想ってくれていたかを知り、胸の奥がキュウッとなる。

「……抱き締めてもいい？」

「はい」

　返事をすると、海斗さんは立ちあがって私の隣に腰掛け、優しく抱擁してきた。

「……君が好きだ。最初は弱っていた時に優しくしてもらえたという、単純な理由だった。でも実際に会って話してみて、三浦紫乃という人にどんどん惹かれていった。看護師として有能で、『こんな好かれ方は嫌』という女性としての強い意思も持っている。けど、実際に男に迫られたら流されやすい部分もあって、俺がしっかり捕まえておかなきゃと思った」

　彼が私をどう思っていたか知る事ができて、本当に嬉しい。

「あなたの気持ちを受け入れたいです。私も……海斗さんが好き。最初のデートからあなたに夢中になって、セラピストだから本気になったら駄目って自分に必死に言い聞かせていました。私に優しくしてくれるのも、抱いてくれるのも、本当は他の女性に同じ事をしているかもしれない。……そう思ってつらかったです」

　何か言いかけた海斗さんの唇に、私は指先を押し当てる。

　そして笑ってみせた。

「でも、セラピストの件はもう気にしなくて良くて、他の女性についても心配ないのなら、あなたを信じてその手を取りたい」

「ありがとう」

　海斗さんは頷き、私をギュッと抱き締めてきた。

　少し顔を離すと、私の目を見つめ優しいキスをくれる。

「もう、離さない」

　熱っぽく呟いたあと、彼は顔を傾けまた深いキスをしてきた。

　胸に手が当たり、衣服越しにやんわりと揉んでくる。

　それだけで私の体の奥に甘い熱が宿ってしまった。

「……海斗さん……」

　濡れた唇で彼の名前を呟いただけで、すべてが通じた。

　彼は頷き、私を抱き上げるとベッドルームまで運ぶ。

　窓の外に夜景がくっきりと浮かび上がる寝室で、私はキングサイズのベッドに横たえられた。

　壁際やベッドの下は間接照明で照らされているからか、彼はそれ以上部屋を明るくしなかった。

　私もあまり明るいところで体を見られるのは恥ずかしいので、その配慮がありがたい。

　二人して、一分一秒も惜しいというように、性急に服を脱ぐ。

　そして海斗さんは私を愛撫した。

　何度も優しいキスをくれ、大きな手で宝物でも扱うように丁寧に体を撫でる。

　海斗さんの温かい手が肌を滑るたびに、ゾクゾクとした愉悦がこみ上げて全身に広がっていく。

　胸を揉まれ、乳首を舐められて、私は呼吸を荒げて蜜を滴らせる。

「ん……っ、あ、あぁ……っ、海斗さん……っ」

　今は、愛撫されて彼の本名を呼べる。

　そう思うと、嬉しくて堪らない。

「紫乃……っ」

　二人で名前を呼び合い、この時初めて、私たちは本当の意味で愛し合っているのだと思えた。

　キスをされ、胸に刺激を受けて濡れた場所に、海斗さんの指が滑り込む。

　ヌルヌルと秘唇を撫で、そこがたっぷり潤って準備ができていると知ると、つぷりと指が入ってきた。

「あ……っ、はぁ……っ」

　何度も彼に愛された場所に、指を含んで私は歓喜の声を上げる。

　──嬉しい。

　この指は、私だけを愛してくれる。

　大好きな人を独占できると思うだけで、次から次に悦びが溢れてきた。

　もう顔の知らない女性に嫉妬しなくていい。

　彼女がいるんじゃないかと怯えなくていい。

　その解放感は、何ものにも代えがたい。

　海斗さんが指動かすとグチュグチュと音が立ち、自分がたっぷり蜜を零していると知る。

　彼は慣れた手つきで私の感じる場所を探り、擦っては圧迫し次々に攻めたててきた。

「ぅん……っ、あ、はぁあ……っ！」

「紫乃……っ、可愛い……」

　感じる私を見て、海斗さんがうっとりと呟く。

　優しいキスをくれ、指でクチュクチュと塗れた蜜壷を擦り暴いては、ぷっくり膨らんだ淫芽を親指で刺激する。

　同時に、もう片方の手では私の乳房を揉み、その唇はちゅうちゅうと乳首を吸っていた。

「待って……っ、あ！　……っ、ん、──あぁああぁ……っ」

　私はこみ上げた愉悦を堪えきれず、彼の頭を抱き締めて腰をグッと反らした。

　脚を開いて彼を受け入れる体勢を取り、体の最奥に響く淫悦を貪る。

　ふわぁ……と心地よさに満たされ、私は脱力して絶頂の余韻に浸った。

　海斗さんは少し呼吸を乱し、ギラギラと欲を宿した目で私を見下ろしながら、手早く服を脱いで一糸まとわぬ姿になる。

　そしてゴムを屹立に被せ、私の太腿を割り開いた。

「……紫乃、抱くよ」

「はい、海斗さん」

　彼の宣言に、私は幸せ一杯に頷いた。

　両手を差し出すと、彼はその手の甲に、お姫様にするみたいなキスをしてくれる。

　そのあと片手を握ったまま、もう片方の手を自身の肉竿に添え、挿入してきた。

「ん……っ、う、う……」

　太くて硬いモノが、ググッと侵入してくる。

　──あぁ、嬉しい。

　──幸せだなぁ……。

　彼の熱を蜜壷で感じ、私はキュウッと締め付けながら悦びに浸る。

　海斗さんは慎重に腰を進めて最奥まで屹立を埋めると、しばらく私の乳房を揉み、キスをして馴染むまで待ってくれた。

「……動くよ」

　やがて、チュッとキスをしてから彼は微笑み、少しずつ腰を揺らし始める。

　グチュグチュと蜜を攪拌する音が聞こえ、硬く太い肉棒が蜜洞を前後する感覚が気持ちいい。

「あぁ……っ、あ……っ」

　トントンと亀頭で子宮口をつつかれ、私は気持ちよさに陶然と目を閉じる。

　まな裏には彼の屹立の形がくっきりと浮かび上がり、そのいやらしい形に貫かれているのだと思うと、最奥からジュンと愛蜜が溢れるのが分かった。

「紫乃……っ、好きだ……っ、愛してる」

　海斗さんは愛しげな目で私を見下ろし、グイッと私の体を抱き起こすと対面座位の体勢になる。

「キス……しよう」

「ん……」

　見つめ合い、二人で唇を合わせ舌を絡める。

　彼が体を揺さぶるごとに、私の乳房が揺れて乳首が彼の胸板に擦れた。

「海斗さん……っ、好き……っ」

「俺も、好き。……すっごく好き」

　二人で気持ちを伝え合い、幸せいっぱいに微笑んでまたキスをする。

　蜜壷ではずっぷりと彼を咥え、どこもかしこも海斗さんと密着できて嬉しくて堪らない。

「んン……っ、ん、うぅ……っ」

　私は必死に彼の舌を舐め、唇を甘噛みする。

　彼の手が私のお尻に食い込み、下からズンズンと突き上げてきた。

「んぅーっ、ん！　……っ、はぁっ、あぁあああぁっ」

　子宮口に甘く重たい痺れが走り、脳髄に歓喜がこだまする。

　私は涙を零し、愛しさと悦びに包まれて身を震わせた。

「……っ、達く……っ、達っちゃう……っ」

「達っていいよ」

　キスをしていた唇を離し、海斗さんは結合部に手を差し込むと、親指でヌルヌルと淫玉を撫でてきた。

「っあぁあああっ！　あーっ！」

　分かりやすい刺激を受け、私は彼にしがみつき思いきり膣を引き絞る。

　ビクビクッと子宮が痙攣し、頭の中が真っ白に染まっていく。

「ん……っ、ぁ、……出る……っ」

　海斗さんも喉の奥で低く呻き、高まりを迎えたようだった。

　彼は私を抱えたまま仰向けになり、私の腰を掴んで下から猛然と突き上げてきた。

「っあぁあああっ！　駄目ぇっ！」

　絶頂しているというのにズグズグと子宮口を突き上げられ、私は蜜壷をうねらせ彼の肉棒を吸い上げる。

「紫乃……っ！」

　海斗さんは私を思いきり抱き締め、胴震いして吐精した。

　……あ……、出てる……。

　大きく膨らんだ彼の肉棒が、私の体内でビクビクと震えている。

　──愛しい。

　疲れ切っているけれど、私はうっすらと微笑み彼を抱き締めた。

「……愛してる」

　耳元で海斗さんが囁き、私はその言葉にコクリと頷き目を閉じた。




　快楽が落ち着いて目を覚ましたのは、深夜一時半すぎだった。

　二人でお風呂に入り、その日は海斗さんの家に泊まらせてもらう事になった。

　彼は自分のＴシャツを貸してくれ、「ちょっと待ってて」と言ってコンビニまで走り、女性用の下着まで買ってきてくれた。

　……そこまでさせてしまって申し訳ない……。

　女性用の下着を買うの、抵抗があっただろうに……。

　そう思うものの、着替えはどうしよう？　と思っていたので正直ありがたかった。

　歯ブラシも、メイク落としもミニサイズの基礎化粧品も買ってきてくれたので、お泊まりの準備は完璧だ。

「じゃあ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　誤解がすべて解けたあとひたすらに愛し合い、もう何も不安に思う事はない。

　私たちはキスをしてから、抱き合って眠りに就いた。
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　翌朝、思いの外ぐっすり眠れて少し遅くに起きてしまった。

　目が覚めると海斗さんはパンを買ってきてくれ、二人でサラダやスープを作って朝食にした。

　食後にまた彼が淹れてくれたコーヒーを飲んでいると、海斗さんは一度部屋に行き、その手に小さな箱を持って戻ってきた。

「これ、良かったら受け取ってくれないか？」

　言われて渡されたのは、興味のある女性なら誰もが憧れるハイジュエリーブランドの箱だ。

　その中からは濃紺のリングケースが出てきて、期待と緊張とに手を震わせケースを開くと、中には大粒のダイヤモンドが嵌まった指輪が出てきた。

「……これ……」

　目をまん丸にして海斗さんを見ると、彼は優しく微笑む。

「以前指輪をプレゼントして確かめたから、サイズは合っていると思う」

「あ……」

　今までの〝カイさん〟とのデートで、ちょこちょことプレゼントをもらっていた。

　その中にはアクセサリー類もあって、買ってもらってばかりで申し訳ないなと思いながらも、嬉しく感じていた。

　指輪も確かにプレゼントしてもらったけど、そんな意味があったなんて……。

　燦然と輝くダイヤモンドを見ても、現実味がない。

　ずっと結婚に憧れていたけれど、まさか練習台として利用しようと思った女性用風俗から、こんな展開になると思っていなかった。

「嵌めてもいい？」

　海斗さんに尋ねられ、私は「はい」と頷いた。

　彼はリングケースから指輪を取り、私の左手を軽く握って薬指に指輪を嵌める。

「……はぁ……」

　指輪は、あつらえたようにピッタリだった。

　角度を変えるとキラキラ輝く指輪を見て、思わず溜め息が出る。

「どう？」

「最高です」

　芸能人の婚約発表のように手の甲を見せて、私は澄ました顔で言う。

　抱き合ったまましばし笑い、二人して体を揺らす。

　二人でしっかり抱き合い、体を揺らす。

　少し顔を離してキスをし、また微笑み合った。

「……ご家族は大丈夫ですか？　うちの家族は結婚できるなら大歓迎みたいな感じだと思います。けど、海斗さんの家は政治家の家でしょう？　私みたいな一般人、快く思わないんじゃ……」

「多分、大丈夫だと思う」

「……はい」

「多分」は少し不安だけれど、私は彼の言葉の続きを聞こうと決めた。

「俺は政治家の息子として生まれたけど、ジュニアとして期待されるのがとても嫌だった。中学生の頃から人生設計を始めて、政治家ではなく経営の方で親を認めさせようと思った。留学してアメリカの大学を卒業し、そのあとはしばらく『Ｕｎｉｖｅｒｓｅ　ｆｏｏｔ』のアメリカ本社で働いた。物理的に親の跡を継がなくていいようにしたというか……」

「確かに、強引ですね。でも頭がいい」

　彼がかなりしっかりと自分の人生を考えていたのを知り、私は感服する。

「帰国して日本支社の社長になったあとは、俺の仕事に口出ししなくなった。……その代わりに、見合いは勧められるようになったけど」

　それを聞いて、私は「やっぱり」としか思わなかった。

　いい家のお坊ちゃんで、顔も頭も良く、性格もいい彼なら需要がない訳がない。

　しかも親の立場からすれば、政略結婚をするための駒にもなるだろう。

　私は政略結婚なんて分からないけれど、少し想像すれば何となく理解できる。

「でも、それは嫌だと言い張った。敷かれたレールの上を走るのが嫌で、仕事は自分で掴んだ。それなら恋愛も、結婚相手も自分で決めたい。かなり早い段階から強く言っていた上に、見合い話も断り続けてきたから、両親には『それなら早く相手を見つけてこい』と言われている」

　じゃあ……。

　私は期待を込めた目で、海斗さんを見る。

「俺は一生掛けて愛せる人を自分で見つけた。それを両親の前でしっかりプレゼンしてみせる。だから紫乃は心配しなくていいよ」

　彼は微笑んで頷き、私の頭を撫でた。







終章 新婚旅行はイタリアへ








　その後、両家への結婚の報告、許可は意外とあっさり済んだ。

　私の家族は先述の通りだったけれど、相手が政治家の息子で大企業の社長だと聞き、さすがに驚いたようだった。

　現代において身分違いという概念はどうだろう？　と思うけれど、家族からは価値観の違いや、越智家側からの理解について心配された。

　けれど海斗さんがしっかりと「紫乃さんは俺が守ります」と宣言してくれたからか、家族もひとまず彼にすべてを任せようと決めたみたいだ。

　海斗さんの実家では、ちょっと緊張しての挨拶となった。

　私の職業やどうやって出会ったのかなどを尋ねられ、二人して事前に示し合わせた通りに、「看護師と患者として出会い、そこから愛を育んでいった」と説明する。

　どれだけ本気で付き合っているのかなど、少し慎重に尋ねられたけれど、基本的に反対はされず、私たちの結婚は許された。
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　結婚式に向けて準備を進めているなか、私と彼女はクリスマス前の女子会をしていた。

「うまくいって良かったねー」

「ホントに奈央は……。一言言ってくれたら良かったのに」

「敵を騙すには味方からって言うじゃない？」

「敵を騙してなくない？」

「あはは！」

　明るく笑ってビールを呷ったあと、奈央はしみじみと言う。

「余計な事をしてごめんね。でも、『越智さんならアリだな』って思えたんだ。パッと見てイケメンでハイスペックそうって思ったのがきっかけだけど、高い焼き肉をポーンとご馳走してくれて、自分がいかに紫乃を好きかプレゼンする能力も高かった。これならアリなんじゃ……って思ったんだ」

「ううん、きっかけを作ってもらえて嬉しい」

「私は導入を作って、『あとは本人たちで気が合うか確かめてみて』って、丸投げしてしまった。紫乃からすれば、『勝手に何やってんだ』、かもしれない。けど、放っておいたら紫乃は男性に対して慎重なままだったんじゃないかな。だから越智さんの好きパワーに押されて、結果的には良かったと思ってる」

　奈央の言葉に私は頷く。

「……そうだね。私、『嫌だ嫌だ』ばかりで、ろくに付き合わずに文句ばかり言ってた。他の人は傷付いて嫌な思いをしても、結婚するために勇気を出して付き合っては別れて……って繰り返している。私は嫌な思いをするのが嫌で、挑戦から逃げていた」

「うん、そうだね。けど、紫乃みたいに変な虫が寄りやすい人って、モテそうに見えても、どうしても恋人ができにくいってあると思うから、分からないでもないけどね」

　理解を示してくれた親友に、私は「ありがとう」と微笑む。

「お節介焼いちゃったけど、『終わりよければすべて良し』だね。幸せになってよ」

「うん、ありがとう」

　私たちは笑い合い、クリスマス限定スイーツの続きを口にする。

「そういえば、原田さんはソフト失恋だってさ」

「えっ？」

　ドキッとして奈央を見ると、彼女は意地悪くニヤニヤしている。

「紫乃の事がずっと好きだったみたいだけど、告白もできないうちに失恋したから、ソフト失恋。ま、相手が越智さんなら勝ち目もないでしょ」

「ハッキリ言うなぁ」

　私は思わず笑ってしまう。

「あの人は仕事先ではいい先輩だけど、男性としてはオススメしないよ。一緒に飲んで分かるけど、考え方が昭和気質だもん。紫乃は自分の意見をしっかり持ってる人だから、付き合っても反発し合って終わると思う」

「……そこまで考えてくれたんだ」

　原田さんと男女の仲になるなんて、一回も考えた事がなかった。

　だから奈央の先見の明に、思わず感謝する。

「私は恋愛体質だから、失敗しないために『この人と付き合ったらこうなりそう』とか、『結婚したら……』とか考えちゃう。目先の楽しさも大切だけど、結婚したいと思っているなら見定める目は必要だと思うんだ」

「そうだね。その考え方はとても大事」

「まぁ、私は浩がいるからいいんだけどね」

「うんうん、結婚の報告待ってるよ」

「結婚って言ったらさ……」

　そのあとも、私たちはクリスマスムードの店内でかしましく話し続けた。




　看護師の年末年始はあってないようなもので、海斗さんともクリスマスデートは当日にできない。

　仕事は忙しいけれど、やりがいがあって好きだ。

　だからこそ結婚生活や出産、結婚後の私の働き方などについても、しっかり話し合っていた。

　海斗さんは優しくて紳士的だけれど、やり手経営者なだけあって考え方もしっかりしている。

　私の人生プランにもアドバイスをくれ、二人で理想の夫婦生活を送っていくために、いい話し合いができていたと思う。
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　そして翌年の六月、私は花嫁となった。

　式を挙げたのは都内のホテルで、奈央や同僚、学生時代の友達に参列してもらった。

　海斗さんの側といえば、政財界の知り合いが多いのでとんでもない顔ぶれになった。

　いずれこういう人たちにも慣れていかないといけない。

　それはおいおい、社長夫人として勉強していく予定だ。

　勿論、海斗さんのお母さんにも色々教わっていくつもりでいる。

　窓ガラスの外には庭を望める明るいチャペルで、トレーンを長く引きずる豪奢なウエディングドレスを纏った私は、お父さんにエスコートされてしずしずと進む。

　そしてタキシードを着た海斗さんと誓いの言葉を述べ、キスをした。




　結婚式が終わったあと、私たちは羽田からファーストクラスでイタリアに向かった。

　ファーストクラスなんて勿論人生で初めてで、終始興奮しっぱなしだった。

　ミラノ国際空港に降り立ったあと、チェックインしたホテルも星のついている所だ。

　お姫様気分になった私は「こんなに幸せでいいんだろうか？」と思いながら、新婚旅行を満喫しようと思うのだった。

　憧れのヴェネツィアへ行ってゴンドラに乗り、ガラス工芸などを見たあと、ボローニャを経て今はリボルノ近くにあるピサの斜塔にいる。

「んふふ、美味し……」

　私は濃厚なチョコレート味のジェラートを舐めて微笑む。

　海斗さんは初デートのプラネタリウムで、私が「イタリアに行きたい」と言ったのを覚えていてくれて、その願いを叶えてくれた。

　こちらに着いてから美味しい物を食べてばかりで、帰国したあとの体重が今から怖い。

　でも、滅多に体験できない旅行だし、今しか食べられないんだから後悔しないようにしよう。

　これからローマへと南下して有名なトレビの泉を見たり、バチカン市国の観光など、予定が目白押しだ。

　ナポリへ行って近くのカプリ島では、天候次第で青の洞窟にも行けるようで楽しみで仕方がない。

　それが終わったあとは、ローマ近くのフィウミチノから出る豪華客船に乗り、スペインのバルセロナまで地中海クルーズになる。

　至れり尽くせりで海斗さんには申し訳ないけれど、「一生に一回の新婚旅行だから、思いきり楽しもう」と言ってくれて、その通りだと思った。




　たっぷりイタリアを楽しんだあと、私たちは忙しい移動の日々を終え、豪華客船のスイートルームでのんびり過ごしていた。

「……もぉ。だーめ」

　胸を揉んでくる手に自分の手を重ね、私は彼を軽く窘める。

「したい」

　窓の外はとっぷりと暮れ、真夜中だ。

　黒い海と星空が見えるなか、私たちは船室の照明を落とし愛し合っていた。

　何せ海斗さんったら体力が凄くて、性欲まで凄い。

「ずっと今まで我慢していたんだから、紫乃を愛したい」

　耳元で囁かれ、耳朶に舌を這わせられる。

「ん……っ、もぉ……」

　乳首をスリスリと指先で撫でられ、私はうわずった声を漏らす。

「疲れたなら、マッサージしてあげようか？」

　不意にセラピストを匂わせる事を言われ、私は「あはは！」と声を上げて笑いだした。

　そして両手で彼の頬を包み、チュッとキスをする。

「……時々、私のためだけならセラピストに戻ってほしいな。たまにいい刺激になりそう」

　その言葉に、彼も笑う。

「じゃあ、一時的に封印されていた石神カイの復活かな？」

「何その封印って。ゲームの魔王みたい」

　私たちはクスクス笑い、やがて何度もキスを交わす。




　異国の空の下、私は数奇な運命を辿って夫となった人の愛を受け、甘く喘ぐのだった。





完









あとがき








　こんにちは、臣おみ桜さくらです。

　このたびは濃蜜ラブルージュさまでの五作目の物語をお読み頂き、ありがとうございました。

　海斗と紫乃の物語、如何だったでしょうか？

　女性用風俗を題材に取り入れての物語でしたが、「こういうものもあるんだ」と思いながら楽しんで頂けたらと思います。

　明るめの雰囲気でお届けしたかったので、今回は一人称で書いてみました。

　ＴＬ小説を書き始めて六年目ですが、いまだに何が正解なのか分からず、試行錯誤する毎日です。

　どんな物語であれ、一生懸命書いていますのでお楽しみ頂けたらいいなと思っています。

　また、面白いでもクスッとしたでも、考えさせられたでも、何か心に残ったら幸いです。

　海斗が気にしていたように、「看護師あるある」ってあると思うのですが、特殊で大変なお仕事をされているからこその話、実に興味深く思っています。

　先日ツイッターでチラッと見た「看護師あるある」には、幽霊系のものが書かれてあって「おお……」と思いました。

　私はまったく霊感がないので、ホラー映画が好きなのもあって興味を抱いてしまいます。

　けど、体験したいかと言われたら、なるべく避けたいですが（笑）。

　他にも色んな「看護師あるある」をそのツリーで見た気がしたのですが、幽霊の話だけ鮮明に覚えています。

　海斗は紫乃を想うあまりに、女性向け風俗のセラピストになりきるストーカーぶりですが、そこも含めて楽しんでいただけたらと思います。

　また、お話を書く途中で看護師の仕事内容について教えてくださった、Ｍさまありがとうございます！

　そして美しい表紙イラストを描いてくださった石いし田だ恵めぐ美み先生、どうもありがとうございました！　憧れていた先生なのでとても嬉しいです！

　海斗の仕上がった体、妖艶な紫乃に惚れ惚れしています。

　担当さま、その他関係者さまにもお礼申し上げます。

　それでは、またどこか新しいお話でお会いできたらと思います。






二〇二三年一月　厳寒の札幌で　臣桜
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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